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資
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>
.主
と
し
て
右
油
、

■

ア
ル
ミ
，
ニ
チ
ー
ム
、
電
気
機
械
、.，そ
しV

化
学
の
一
部
で
あ.る0: 

ノ

.

し

.か

し

、

こ

の

よ

ぅ

に

值

凝

投

資

に

よ

る

.
、

「

外

資

合

弁

十

は

如

し

ろ

一：
：

九

；六

〇

年

以

後

は

0
_き

り

し

て

き

た

も

」

の

で

あ

っ

て

、

そ

れ

以

前

太

ア
 

メ

リ

力

の

経

済

援

助

，

貸

付

金

、

.技

術

導

入

を

主

と

し

た

民

間

投

資

で

あ

っ

た
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.

：

 

：
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そ

の

日

本

に

導

入
'$
れ
た
外
資
は
、：
ア
メ
リ
ヵ
政
府
の
対
日
援
助
約
.ニ
0
億

ド

へ 

七
億
ド
ル(

合
計
三
七
億
ド 

ル)

''
.さ
ら
に
米
軍
の
特
需
が
ー
ー
六
年
六
億
ド
ル
、
..
ニ
七
'
.八
年
八
億
ド
ル
'、.
以
後
五
丨
六
億
ド.ル
'.
.
'

(

合
計
約
五
十
^

!)

：
で
あ
る
。

そ
の
ぅ
ち
貸
例
金
は
電
力
、
鉄
鋼
、
石
油
精
製
、
タ
ン
，力
ー
砠
造
に
、
経
営
参
加
的
株
式
取
得
は
、
石
油
精
製
、
化
学
、
描
金
1
、
ゴ
ム
、
 

電

:̂
機
械
、
：
ガ
'ラ
：ス
等
に
導
入
さ
れ
つ
づ
，あ
る
°
:

:

'

'

:

そ
の
内
容
は
前
瓦
.の
.表

禁

す

よ

ぅ

|

々
|

:
の
が
，あ
#

け
で
な
く
、：
経
営
参
加
时
株
式
取
得
^
^

な
つ
て
来
た 

o
.
'
-
/

.

, 

- 

. 

■

.
こ

れ

ら「

g
由
化」

.
の
進
行
に
と
も
な.っ
て
、
外
資
の
比
重
が
高
ま
っ
て
来
た
の
は
、

一
方
に
お
け
る
国
内
企
業
集
中
の
未
完
成

(

合
同
合
併
の 

未
成
象)

の
過
程
.で
、，
国
際
的
企
業
集
中

(

国
際
ヵ
ル
テ
ル
、
ト
ラ
ス
ト

)

が
進
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
国
内
の
戦
略
两
の
合
同
合
併
が
促
進
さ
れ

.る
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
こ
そ
、
業
集
中
の
内
部
構
造
の
騰
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
.一
九
六
二
：年
丨
六I

に
；か
け
て
'
合

同

，
合
併
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る

大
き
な
理
由
を
な
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
ハ
で
あ
ろ
ぅ
。
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一)

儀
我
壮I

郎

「

現
代
日
本
の
独
占
企
業

」

.三
四
〇
頁
。

.

^

(

注1
1
)

古
畑
義
和「

领
代
日
本
資
本
主
義
の
.構
造」

ー
ニ
〇
頁
。

•

.(

注
三)

企
画
庁
、
通
産
省
、
経
団
連
の
三
者
の
関
連
に
よ
る
趼
題
：の
提
起
、

:
及
び
方
向
を
さ
す。

.

(

注
四〕

外
国
為
替
情
報
社
編.

「

外
資
導
入
の
.知
識」

'一：_七
頁
。
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.

(

注
五)

相
原
：
茂

編「

現
代
日
本
の
資
本
蓄
潰

」

ニ

六

丄

一

匕

頁
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「

企

業

規

模

別

賃

金

格

差

」

：
論

に

：か

ん

す

る

若

干

の

疑

点

*
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r

' 

:

大
企
業
に
お
け
る
低
賛
金
労
働
の
再
編
：

V

強
化
を
中
■

心
：
i

r

l

■
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,
序

節

'
問
題
点
の
指
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第
一
節
：
大
企
業
に
、お
け
る
臨
時
エ
.

社
外
.

エ

.

.

.

■

で

、

第二節大企業における女子労働者

. 

:
•

第
三
節
男
子
本
エ

•

の
若
年
層
の
問
題
：
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あ
と
が
.き
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，
最
近
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る「

二
重
構
造」

を
め
ぐ
っ
て
、「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

に
か
ん
.す
る
論
議
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
最 

.近
の
論
議
の
特
徴
は
、
そ
の
焦
点
が
労
働
力
需
要
の
侧
で
あ
る
資
本
，の
側
面
に
し
ぼ
^
れ
て
い
る
と
い
う
点
.で
あ
ろ
う
。
こ
の
ょ
う
に
.最
近
の
論

議
の
中
心
が
、
労
働
力
の
需
要
の
側
に
お
が
れ
て
い
る
の
は
'
従
来
の
労
働
問
題
研
究
者
の
研
究
に
対
す
る
批
判
に
ょ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な

*

 

.ン .

.
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「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」
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か
ん
す
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若
干
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疑
点 
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わ
ち
フ
#
来

企

業

規

濮

別

廣

金

格

差」

：：の
痛
^

 

(

太
企
業
I
f

:「

終
身
雇
用
制」

：，
大
企
業
旁
働
市
場
'

'.

の
封
鎖
性̂

や
ぐ̂

働
組
合
の
^

質
ス
企
茱
別
組
合
ー
と
ぃ
組
合
姐
織
率
の
企
業
規
模
靈
考
ノ
中
^

 ̂

.、
た
と
ハ
う
批
.

■

判
で
あ
る
。

.

 

■

^

(

従
来
の
ゝ
企
業^ ^

模

別

畫

袼

差̂

の
研
究
が
ゾ
労
働
市
場
や
労
證
合
の
特
貧
の
み
を
重
視
し
て
き
だ
と
い
う
批
判
に
つ
い
て
は

、

^

. 

.

千
疑
問
も
感
じ
る
が…

こ
こ
で
は
こ
の
点
は
問
わ
な
ビ
で
お
と
う

^

^

^

^

^

.

た
と
え
は
震
三
代
.平

氏

林

：
労
働
市
場
の
麗
上
の
特
質
を
一
応
認
め
つ
つ
も
、「

い
っ
た
い
、

以
上
の
制
度
的
構
造
を
背
景
に
し
て
急
傾 

斜
の
格
差
力
生
ず
る
と
い
っ
て
本
、
な
ぜ
太
企
業
は
中
小
企
業
ょ
り
高
い
.賃
金
を
支
払
う
.こ
と
が
で
き
る
の
か
。
中
小
企
業
は
低
い
賃
金
し
か
払
. 

え
な
い
の
か
。
こ
の
：一
面
を
は
.へ̂

^

り
さ
せ
る
た
あ
に
ひ
わ
れ
わ
れ
は
令
働
市
場
の
部
分
的
分
析
か
ら
ー
歩
賢
和
萨
务
の
分
析
へ
と
、
分
析
の
ホ 

ラ
ィ
ス
ン
'を
拡
-

K

せ
ね
ば
な
ら
な
、

」
(

傍
点
.
S

と
し
、
讓

別

賃

金

格

差

|
>
附

加

価

値

生

産

性

の

襲

別

傾

斜

資

本

集

約

度

の

規 

,模
別
傾
斜
I

大
企
業
へ
め
資
本
集
中
•
融

霞

中

と

V

諸
因
果
関
係
を
究
明
し
、.「

資
本
集
中
仮
説」

'を
提
起
さ
.れ
た
の
で
.あ
る
。

宮
沢
健 

一
氏
も
お
.な
じ
ぐ
、
労
働
需
要
面
の
特
質
I

目
し
、
賃
金
格
差
、
生
産
性
格
差
、
資
本
集
約
度
屢
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
、，
さ
ら
に
.こ
の
資

.•

.
本
集
約
度
格
差
に
規
模
別
金
利
格
差(

大
企
業
に
お
け
る
低
金
利)

が
関
連
し
て
い
る
点
を
強
調
さ
^
注?)
3)

。
 

——

こ
れ
に
対
し
、
伊
東
光
晴
氏
は
資
本
集
約
度
格
差
の
.み
で
は
、
産
業
間
の
附
加
価
値
生
産
性
格
差
を
生
み
.だ
す
こ
と
.

に
は
な
ら
な
い
と
i

し

生

産

物

恵

の

問

題

臺

視

し

て

、
少
数
巨
大
企
業
か
ら
な
る
寡
占
市
場
と
、
多
数
小
規
模
企
業
の
競
争
す
る
市
場
と
に
お
い
て
価
格
決
定

.

メ
力
一
一
ズ
ム
が
異
な
る
独
は
.階
固
有
の
価
格
構
造
か
ら
、,
附
加
価
値
生
産
性
格
差
、「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

を
論
証
し
ょ
う
と
、「

独
占
®

格
構
造
仮
説」

を
提
起
さ
れ
る
。

.-

.

さ
ら
に
ま
た
、
大
企
業
の
簾
性
に
つ
い
て
、
独
占
的
価
格
支
配
や
大
企
業
へ
.の
融
資
集
中
の
み
な
ら
ず
、
下
請
利
用
等
を
通
じ
て
の
大
企
業 

に
ょ
る
中
小
企
業
の
収
奪
：
し
ゎ
ょ
せ
を
強
調
す
る
立
場
も
_

1

^ >
5

1

.

以
上
の
ご
と
く
、
最
近
に
お
げ
る
論
議
で
は
、へ
焦
点
が
.労
働
力
需
要
の
侧
H
資
本
の
側
の
要
因
，に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
賃
金
問
題
を

、
 

へ̂

7

)

考
え
る
場
合
、
こ
の
資
本
の
侧
の
耍
因
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：こ
と
は
明
ら
か
で
あ
，る
。,
と
く
に
、
日
本
工
業
の
ご
と
く
、

一
 

方
で 

巨
大
な
独
占
資
本
.
大
資
本
の
発
展
の
み
ら
れ
る
.
な
か
で
、
き
わ
め
.て
広
汎
に
中
小
.
零
細
.企
業
.が
存
在
し
、
か
か
る
中
小
，
零
細
企
業
に
雇
用 

さ
れ
る
労
働
者
の
全
労
働
者
の
.う
ち
に
し
め
る
比
重
が
非
常
に
高
い
.と
い
う
特
質
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
賃
金
問
題
の
：考
察
に
お
.い
て
、

(

t 
8 

ノ

か
か
る
資
本
の
側
に
お
け
る
特
質
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
不
可
'
欠

で

あ

ろ

う

。
，
：
最

近

論

議

.さ

押

冗

^
る
大
，企
業
へ
：の
融
資
集
中
の
メ
力
一

一

ズ
ム
の 

問
題
、
生
産
物
市
場
に
お
け
る
寡
占
的
市
場
と
過
^
競
争
的
市
場
.と
の
価
格
決
定
.メ
ヵ
ニ
ズ
ム9,

相
違
.の
問
題
、
独
£

|0
1
{格
の
み
な
ら
ず
下
請
利 

用
等
を
も
ふ
く
め
た
大
企
業
に
よ
る
中
小
企
業
，の
収
奪
•
し
わ
よ
せ
の
メ
ヵ
‘ニ
ズ
：ム
等…

，：
が
、
.
い
ず
机
も
.か
か
る
日
本
工
業
の
構
造
的
特
質
を 

解
明
ず
る
，う
え
に
不
可
欠
な
も
，の
で
あ
り
、
最
近
，の
論
議
が
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
領
域
に
：お
.け
る
分
析
を
ふ
か
め
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

.

■.
 

.

. 

' 

:
: 

ノ 

■

':
■

:

 

■

.
-
.
㈡

.

■
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.

.

.
■
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: 

:
•
.

.
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•
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:
/
:
■V..

し
か
.し
な
.が
ら
本
稿
で
と
く
に
問
題
と
し
た
.い
の
は
"
：
.こ
れ
ら
の
資
本
の
側
；の
分
析
と
'「

企
業
規
模
別
賃
金
袼
差
ト
と
の
対
応
の
さ
せ
方
で
あ

一
る
。
.

へ

-
' 

. .

.

■

 

. 

へ
'
'
‘

'
:
'
: 

. 

,

'

■■

最
近
の
.論
議
に
お
い
て
は
、
大
企
業
の
相
'̂
的
高
員
，

，申
ル」

_

細
企
業
の
相
対
的
^
*
ま

と

い

う

認

つ

ま

り

金

業

規

模

と

賃

金

格 

差
と
が
密
接
な
対
応
を
し
め
：し
て
.い
る
i

い
う
共
通
め
麗
が
I

企
業
規
^
^
^
^

認
識
か
ら
出
発
し
て
マ
^
の
対
応
閨
係
を
企
業
規
模
と
関
連
し
た
い
か
な
る
要
因
に
よ
づ
て
説
明
す
る
か
と
い
う
点
に
論
議
の
焦
点
が
^

こ
こ
に
.

「

資
本
集
中
仮
説」

や

「

独
占
価
格
構
造
仮
説」

，等
が
展
開
さ
.れ
て
い
っ
た
の
，で
あ
る
。「

賃
♦
格
差
論
の
®
本
問
題」

，は
、
:

r規
模
別
賃 

金
格
差
と
附
加
価
値
生
産
性
格
差
お
よ
び
労
働
生
産
性
格
差
の
あ
い
だ
に
高
度
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
V

『

統
計
的
事
実』

」

を
、「

い
か
に
説

(

注 

9

) 

、
 

' 

■ 

. 

• 

■ 

y 

. 
V

.

'

\ 

. 

•

明
す
る
が
で
あ
る
1_
と
い
わ
れ
る
の
は
;-
'
:
>か
か
る
共
通
の
問
題
意
識
を
し
め
し
て
い
る
%
の
と
言
え
よ
う
。.
.ン

.

.

.「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

論
に
か
ん
す
る
若
干
.の
疑
点 

1.

四
三
.
.

(

六
一I).



'

し
が
し
，な
が
ら
、
：太
企
業
と
：中
小
企
業
の
：賃
金
を
比
較
す
る
場
合
、：：
平
均
賃
金
に
お
け
：今

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

を
そ
れ
だ
け
と
り
あ
げ 

て
、
/■
:大
企
業
労
働
者
と
中
小
ノ 

•：零
細
企
業
労
働
者
と
を
対
置
さ
せ
、
.：そ
こ

に
お
け
る
賃
金
格
差
を
資
本
の
側
の
諸
格
差
.と
'対
応
さ
せ
る
と
い
う
こ 

.

と
'に
つ
い
て
ゆ
、'
:方
法
的
問
題
が
あ
る
ど
い
わ
ね
ば
な
ち
な
い
0
て
 

.

.太
企
業
に
：お
け
る
賃
金
問
題
,̂
考
察
に
お
：い
：て
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
は
、.
.大
企
業
の
労
働
者
め
：な
か
に
も
貴
金
r
雇
用
条
件
等
が
著
し
ぐ
異 

な
る
®

々
.め
階
層
が
あ
り
：
大
企
業
自
体
：に
お
い
，̂

も
、：：.中

小

-
零
細
企
業
労
働
者
と
.か
わ
り
の
.な
\/
^

'
::
-

.

広
汎
に
.
存
在
す
る
と
い
う

^ '

と
で
あ
：る
。

:

と
く
に
現
在
、：注

- @

し
な
.
け

れ

ば

な

ら

な

：
い
：
こ
：
と

.：
は

、
:.「

抜

術

革

新

」

.に
，
と
：も

な

う

大

企

業

0 -
急
速
な

•• 

. 

■ 
' 

' 

.

.

.

.

.

. 

.... 

:
.
•

資
本
蓄
積
過
程
の
も
と
で
、
大
企
業
が
低
賃
金
迤
盤
の
再
編
，強
化
を
す
す
め
、

:
'大
企
業
：に
お
け
る
低
賃
金
労
働
者
が
顕
著
な
増
大
を
し
め
し
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

.
あ
る
。
巨
大
企
業
内
に

-

本
け
る
広
汎
な
る
低
賞
金
労
働
者
の
存
在
と

.
そ
.
の
：役
割
を
考
え
る
時
'
と
く
に
と
の
低
賃
金
労

. 

.

.

. 

.

.

.
- 

. 

-
.

.

.

.
'
 .

.
 

:

■+
 

.

. 

.

.

.

.

.

.

働
者
層
の
問
題
が

「

技
術
革
新

」

の
進
行
過
程
で
そ
の
深
刻
さ
を
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
平
均
賃
金
で
と
ら
え
ら
れ
た

「

八
ル
業
規 

模
別
賃
金
格
差

」

.を
そ
れ
だ
け
と
り
あ
げ
、
：大
企
業
労
働
者
と
中
小
企
業
労
働
渚

b

を
対
置
し
つ

.

つ
、
こ
れ
を
巨
大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
間
に 

お
け
る
融
資

|5
1
.

の
格
差
や
価
格
決
矩
機
構
の
相
遠
等
と
対
虛
さ
せ
る
こ

.と
紀
は
太
き
な
問
題
が
：お
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。'

、

パ
第
一
に
、
大
企
業
に
：お.け
る
労
働
者
の
諸
階
層
の.問
題
を
全
く
ぬ#

：に
：し

て
.:
'

大
企
業
労
働
者
と
中
小•
零
細
企
業
労
働
者
と
を
安
易
.に
純
置 

さ
，せ
、
：
そ.こ
に
お
け
る
平
均
賃
金
の
格
差
を
資
本
の
：侧
の
.格

差

と

対

応
-.
?

せ
：て
：い
く
と
こ
ろ
で
は
、
へ
い
わ
ゆ
名
資
本
の
;「

支
^

^

力」

的
侧
i s

の 

み
が
一
面
的
に
ク，ロ
ー
ズ
‘

ァ
マ
プ
さ
れ
、，き
わ
め
て
暖
昧
な
形
で
、
大
企
業
労
働
者

=

相
対
的
高
賃
金
、

V

中
小
企
業
勞
働
者=

相
対
的
低
賃
金 

と
い
う
シ
ェ.：丨
マ
が
た'
て
ら
れ
て
1>

ま
：.い

、
'
大

企

業

に

--
±

，る
低
賃
金
労
働
者
の
直
接
：
^

利
用
と
い
う
問
題
、「

技
術
革
辦 

の 

低
賃
金
_

盤
の
再
編
，
強
化
と
：い
う
問
題
は
、
，
い
わ
ゆ
る

 

'

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差

」
：
の
；背
後
に
お.し
や
ら
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
ま
た

'

大
企
業
自
体
に
お
い
て
低
賃
金
労
働
が
広
汎
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題

.は
、
労
働
力
需
要
の
側

=

資
本
の
側
の
特
徴

•

 

'

 

»

を
，
労
働
市
場
の
制
度
上
の
特
徴
や
労
働
組
合
の
特
徴
と
、
む
す
び
つ
け
で
考
え
て
い
く
：う
え
に
.も
見
逃
す
こ
と
の
.で
き
な
い
問
題
で
.あ
，る
。

一

般
に
：は
、
大
企
1
に
お
け
る
、
終
身
履
用
制」

、
大
企
業
労
働
市
場
の
-!
'
封
鎖
性」

、
' 大

企

業

の「

企
業
別
組
合」
を
媒
介
と
し
て
、
規
模
別
附
加 

佃
値
生
&

0
格

差

が「

規
模
^
M-
金
格
差」

.
と
し
て
現
^
化
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
も
決
し
て
単
純
な
も
の
で
は
な
“
。
大
卜 1 

業
に
お
け
る「

終
身
厲
用
制」

、

大
企
業
：の
労
働
市
場
の「

封
鎖
性」

.の
も
と
で
の
：大
企
業
労
働
者
.の
安
定
性…

…

と
い
.っ
て
も
、

大
企
業
の
労 

働
者
す
べ
て
に
、

一
様
に
妥
当
す
る
も
の
で
は
決
し
て
：な

い

.0
;
大
企
業
_
体
-̂
;
お
：い
て
も
、
雇
用
の
不
安
定
な
：..低
賃
金
労
働
者
が
広
汎
に
存
祛 

す
る
の
で
あ
？
て
、
こ
：の
こ
と
は
、
'大
企
業
の
職
員
.
本
エ
：.の」

部
：に
：、
雇
用
の
安
管
柏
対
的
蔚
續
崔
許
す
基
盤
と
な
つ
て
い
る
と
と
も
に
、
 

相
刘
的
に
安
定
的
な
一
部
.の
男
子
職
員
：.
本
エ
の
労
働
者
意
識
や
性
格
を
規
定
す
る
'う
え
に
き
わ
办
.て
重
要
な
役
割
.を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は「

ノJb
.
業
n
力
組
合」

：の
問
題
に
も
重
要
な
関
速
を
も
つ
て
い
る
。
わ
が
国
労
働
組
合
の
特
徴
と
い
う
こ
と
も
、
舉

に「

企
業
別
組 

合」

の
た
め
、
大
企
業
労
働
者
I

小
.
.零
細
企
業
労
働
者
と
が
組
織
；

g

に
統
一
さ
れ
て
■い
な
い
結
果
、

r

企
製
規
模
別
賃
金
格
差
i

阻
止
で 

き
な
い
と
い
う
ょ
う
な
填
純
彦
I

解
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
，
ド
I

本
況
以
降
；

一：方
に
お
け
る
大
量
の
過
剰
人
口
办
創
出
と
、
他
方 

に4

け
る
労
働
組
盡
動
の
弾
年
，
崩
壊
と
を
背
景
と
し
て
、：
大
企
業
は
、
労
働
者
に
対
む
て
各
種
の
差
別
支
配
を
強
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ 

て
、
大
企
業
の
.弱
体
化
U
.た
S

組
合
.は
，
；と

墓

^ .

嘉
に
対
し
て
大
企
業
I

I

ベ
^
^

い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
労
嫌
者
.に
：対
す
る
差
別
支
配
の
も
と
で
の
大
企
業
労
働
者
自
体
に
お
け
る
統
云 

大
企
業
労
働
組
合
が 

中
づ
企
業
労
働
者
と
の
統
一
を
強
カ
に
：す
す
め
名
こ
と
が
で
き
な
が
つ
^
と
い
う
弱
ざ
_と
、
相

蒙

関

連

：b
お
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ナ
企
業
の
労
御
者
に
対
ず
る
■

固
蓬
騎
支
配
の
も
と
で
の
、
.
.大
企
業
自
体
に
^

^

問
題——

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
き
め
細
か
い
分
析
を
す
る
こ
と
な
し
に
、
大
企
業
労
働
者
ど
中
小_

零
細
企
業
労
働
者
と
を
安
易
.に
対
置
し
て
い 

く

な

ら

ば

「

企
業
規
模
划
賢
金
格
差」

：
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
真
の
問
題
占【

も
、

そ
の
.将
来
の
腰
望
%•
決
し
て
明
確
に
：す
る
こ
と
.ょ
で
き
な
い
で

|

:

'

1

.
パ
.

:
へ

:

.

:

J
 

. 

X 

:

:

:

:

:

丨
も
.っ，と

も

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

と
と
も
に
各
歡
の
，賃
金
格
差
を
'と
り
あ
，
か
ふ
こ
ど
に
つ
い
て
は「

.

.
■，.，分
析
を
い
つ
そ
う
複
雑
•
. 

.

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
.差」

論
に
か
.ん
す
る
若
千
の
疑
点 

一
©;
:̂
.、
-ヽ
1
1
3



■

:

'

.

■

.
'
'
5六

：(

六1

四)
困
難
に
ず
な
ば
か
ヴ
で
な
く
、
热
点
ぞ
ぼ
や
か
1.
?
.主
：要
速
関
ど
副
漱
的
連
関
の
差
異
を
あ
い
あ
1̂
;
に
す
る
危
険
を
包
蔵
す
る
:&
:1
0
ー」

と
反
批
判

■ 

• 

.

.

.

. 

' 

- 

- 

> 

•• 

■■ 

■ 

• 

■ 

• 

. 

•• 

.

.さ
れ
.る
か
も
し
れ
な
い
.。
.し
が
し
な
が
ら
.、
大
企
業
に
お
け
る
広
巩
な
低
賃
金
労
働
者
の
荏
在
と
そ
の
；役
割
.の
重
要
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
平
均 

賃
金
に
お
け
る「
企
畫
模
別
賃
金
格
差
-̂
の
み
を
と
り
あ
げ
^
ぞ
れ
を
資
本
の
侧
の
諸
格
差
ー
に
結
び
ク
け
て
い
く
か
办
に
こ
そ
っ
現
在
の
賃
金 

格
差
間
題
の「

主
要」
、
な
問
題
を
曖
昧
に
す
る
危
険
が
4
ぐ
ま
れ
て
い
る
：と
：い
わ
ざ
>
0を
得
な
い
。

'
-
フ

'

筆
者
ば
、
以
上$

」

と
き
問
酈
意
_

に
だ
っ
て
ハ
#

ぜ

の「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差

」

.

論
.

.

ぬ
づ
い
：て
若
干
の
疑
問.を
提
示
し
ょ
：う
と
す
る
も
の 

で
あ
る
.が
'

 

本
稿
で
は
そ
の
出
発
点
と
し
て
、
と
く
に

t

ユ
〇
年
以
降
に
お'け
る
'*
企
業
の
低
貧
金
労
働
者
層
の

た
い
。
..
こ
れ
ら
の
■大
企
業
の
低
賃
金
労
働
者
と
中
小
企
篆
勞
働
者
と
.の
間
の
密
接
な
競
争
関
係
，
そ
こ
に
お
ぃ

て
低
賃
金
を
形
成
す
る
諸
原
因
、

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

ズ
 

r
 
.

大
企
業
の
低
賃
金
労
働
者
が
大
企
業
：の
そ
の
他
の
労
働
者
に
対
し
て
お
ょ
ぼ
：し
て
.い
る
，種
々
の
影
響
.

…

.
1
,
等
.を
.考
察
す
る
こ
と

は
，、
次
稿
の
課
題

. 

, 

、
.. 

:
. 

. 

.

.

.

.

で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
本
稿
は
問
題
提
起
の
た
め
の
素
材
の
提
出
に
と
ど
：ま
，っ：て
い
る
。

'

な
.お
、「

企
衆
規
模
別
賃
金
格
差」

.：
-め
問
題
も
、
'大
企
業
に
.お
け
る
低
賃
金
利
用
の
：•問
題
も
、

各
種
産
業
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
が
、

最
近
の
論

- 

.

. 

•+• • 

,

争
に
お
.い
て
も
考
察
の
ホ
心
は
製
造
工
業
に
お
か
れ
て
い
る
し
、
紙
数
の
関
係
も
あ
：る
の
で
、
本
稿
で
も
.

K

応
考
察
を
製
造
工
業
に
限
定
す
る
。
 

さ
ら
に
ま
た
、.
問
題
考
察
に
さ
い
し
て
は
、
.労
務
者
.に
中
心
を
お
く
こ
と
に
し
た
*
.
.

■(

注
1)

戦
後
の
労
働
問
題
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
わ
放
国
の
大
企
業
に
お
け
る「

終
身
雇
用
制」

•「

年
功
型
賃
#■
•
労
働
市
場
の
.「

封
鎖
性」

V
「

企
業
別 

.

組
合」

：
等
が
主
要
な
研
究
対
象
で
あ
.っ
'た
こ
と
■は
明
ら
.：か
で
あ
る
。
し
か
じ
、
こ
の
こ
と
は
、，
最
近
.の

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

を
め
ぐ
る
論
議
に
お
い
て 

批
判
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
従
来
の
労
働
問
題
研
究
者
が
、「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

.
を
、
こ
う
レ
か
條
面
か
^
|
い
ト
い
か
と
い
う
こ
と
に
は
必
ず 

.

し
も
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。.
労
働
市
場
や
組
合
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
.こ
：と
は
そ
れ
自
体
と
上
て
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
ら
の
問
題 

は
大
企
業
労
働
渚
自
体
の
質
金
水
準
、
労
資
関
係
、
大
企
業
の
労
働
組
合
の
性
格
、
.組
合
の
分
裂
等
の
問
題
を
明
ら
が
に
す
る
と
い
う
う
え
に
も
、
不
可
欠
の 

.も
の
で
あ
っ
た
。

C

注
2)

篠
原
三
代
平
氏「

資
本
集
中
と
貸
金
構
造——

二
重
構
造
の
一
考
察
-—

」

.

(

.篠
原
•
舟
橋
両
氏
編『

H
本
型
賃
金
構
造
の
研
究』

三
六
年
所
収)

一
 

五
頁
。
こ
の
ほ
か
同
様
の
見
解
を
の
べ
た
篠
原
氏
の
著
書
•
論
文
は
き
わ
め
て
多
い
。.

o
d
s
)

宮
沢
健
一
氏「

資
本
集
中
と
二
重
構
造」

(

中
山
伊
知
郎
氏
編f

資
本
蓄
稹
と

.

金
融
構
造』

三
六
年
所
収)

「

二
重
構
造
論
の
，反
省
と
展
望」

(『

日
本 

経
済
の
基
礎
構
造』

三
七
年
所
収)

(

注
A

伊
萊
光
晴
氏「

一5

構
造
論
の
展
望
と
反
省」

(『

日
本
経
済
の
■基
礎
構
造』

所
収) 

- 

,

.

(

注
5)

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
立
場
で
は
、
大
企
業
の
支
配
•
.優
越
性
に
つ
い
て
は
、
独
占
的
価
格
支
配
、
下
請
中
小
企
業
の
利
用
、
財
政
•
金
歌
等
を
通
じ
て 

の
大
資
本
の
優
越
性
等
、
大
企
業
の
支
配
と
大
企
業
に
■ょ
る
中
小
企
業
の
収
奪
を
多
面
的
/
綜
合
的
に
把
え
ょ
う
と
す
る
。
.
.

も
っ
と
も
、「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

の
労
働
力
’需
要
=
=資
本
の
侧
面
を
と
く
.に
衝
視
す
る
と
'̂
.う
最
近
の
.論
議
に
関
連
し
て
こ
う
し
た
立
場
で
発
言
し 

た
人
は
な
し
が
資
本
の
側
面
の
分
析
と
い
う
点
で
は
、
上
記
の
論
者
と
相
違
が
あ
る
し
、
最
I
か
.̂
議
の
整
理
で
も
、

一
つ
の
立
場
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い 

る
の
で一

応
と
り
あ
げ
て
お
い
た
。

_

.

(

注
6)

最
近
の
諸
論
議
の
概
観
を
し
る
た
め
に
は
、
前
掲『

日
本
経
済
の
基
礎
構
造』

に
所
収
さ
れ
て
い
る
諸
論
文
の
ほ
か
、
長
洲
ー
ニ
氏「

二
重
構
造
分
析 

の
方
法
的
問
題」

，(一

橋
大
学
•
経
済
研
究
、一

三
卷
三
号
、

三
七
年)

、
伊
東
光
晴
氏「

日
本
経
済
に
お
け
る
二
重
構
造
お
ょ
び
物
価」

(

経

済

評

論

、

三
七
 

’
年一

二
月
号)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

.
な
お
以
上
で
と
り
あ
げ
た
諸
労
作
の
ほ
か
に
、

石
崎
唯
雄
氏
-I
企
業
間
賃
叙
格
差
形
成
の
資
本
的
侧
面——

資
本
構
造
の
企
業
間
格
差」

(

日
本
労
働
協
会 

.
雑
誌
、

一
四
号
、
三
五
策)

も
、
V
Jシ
し
た
傾
向
の
も
の
で
あ
る
。

.

.

:

'

,-
■

(

注
7)

賃
金
論
に
お
け
る
努
働
カ
需
要
=
=
本̂
の
.侧
の
.要
因
.の
把
え
方
に
づ
い
て
の
私
見
ば
、
井
村
喜
代
子
'「

マ
ル
.ク
ス
賃
金
理
論
の
方
法
論
に
つ
い
て」

(

藤 

林
敬
三
博
士
還
暦
記
念
論
文
集『

労
働
問
題
册
究
の
現
代
的
課
題』

三
五
：年
所
収)

.、「

賃
金
格
差
の
分
析
視
角
I

『

努
働
の
価
格
の
法
則』

論
へ
のj

批
判」

-

(

経
済
評
論
' 
三
四
年
一
.一.月
号)

を
参
照
さ
れ
た
い
。
.：

(

釓
8)

并
村
喜
代
子
•北
原
勇「

わ
が
国
工
業
の
構
造
的
特
質
.と
い
わ
ゆ
る
■『

企
，業
.規
模
別
賃
金
格
差』」

(

社
会
政
策
学
会
年
報
第
十
集『

労
働
市
場
と
賃
金』 

三
六
年
所
収)

も
、
こ
う
し
た
点
に
"

い
て
の
.一
試
論
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
で
は
、
.分
析
対
象
が
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
、
分
析
対 

象
を
拡
大
し
て
、
；問
題
の
総
括
的
な
考
察
を
す
る
予
定
で
あ
る
.。V

(

注

見

.髙
須
賀
義
博
氏
：

「

企
業
规
模
別
賃
金
格
差
现
論
の
問
題
.点」

(

経
济
分
析
研
究
会『

日
本
経
済
分
析』

：

一.

.四
集
、」

ー1七
¥-
„所
®
 ：

一
 

.五
三
頁
。
な
お
、
本 

.，稿
は
賃
金
格
差
の
理
論
的
研
究
に
か
ん
す
る

論̂
壇
展
望
卜
で
あ
る
が
、
：
こ
.の
.「

展
望」

に
：は
方
法
論
的
疑
問
が
.あ
る
。

高
須
賀
氏
は
、"
0従
-
の̂
賃
金
格
差
論
；の
一
般
的
欠
陥」

：

を
、.；

「

現
在
の
賃
金
格
差
を『

貪
^

!』

か
?'
7:
'S

y.
'
l-
'
fif
i
'M'
to
'

i

&

wL'
A

h
i'
't
-
'
v
-
^
'̂
i
J 

•(

傍
点
井
村)

' 
の
た
め
に
、「

段
階
規
定」

が
欠
除
し
て
い
る
と
い
う
点
に
も
と
め
ら
.れ
るV.(

一
 

五
三
頁)

0

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ょ
う
な
批
判
が
、
M '
^ '

か
賃 

金
理
論
研
究
に
対
す
る「

論
壇
展
望」

と
し
て
は
た
.し
て
正
当
で
お
る
か
.問
題
で
.あ
る
レ
；
'>
さ
ら
に
ま
：た
、
高
須
賀
恥
の■「

段
階
規
定」

を
ふ
ま
え
た
理
論
畏 

:

開
の
方
向
に
も
疑
問
が
も
た
：れ
.る
。
,.
/

:

*

'
,
:

- 

.•,
 

-,
 

- 

' 

.
 

: 

. 

. .. 

:
:
i
. 

- 

. 

: 

- 

•

.

:

.

「

企
業
規
模
別
.賃
金
格
差

」

.

論
.に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
点

 

一 .

因
七

■

、.

(」

ヽ一 ...

五.

)



.

.

.

,f
.

丨

.

■ 

一
四
八(

六
一
,六)

.
高
須
賀
氏：

に
よ
.れ
械
、
産
業
資
本
主
義
段
階
で
は
、
賃
金
格
差
は
ず
べ
て
.「

労
働
力
価
値
格
差
に
も
と
づ
く
も
の
'-(

一
E
七
頁)

で
あ
る
の
に
対
し
、
独
占 

資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
賃
金
格
差
は
'「

労
働
力
価
値
格
差
で
は
な
ぐ
て
、V
嘴
働
力
の
価
値
か
ら
，の
.そ
の
価
格
の
乖
離
の
格
差
に
あ
る」

(
一

六
六
頁)

の
で 

'
あ
り
、
氏
ば
こ
の
.

「

乖
.離
の
格
差」

：
を
、
独
占
段
階
固
有
の
.ヵ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
.「

独
占
的
超
過
利
潤
.
1を
中
心
.と
し
て
把
え
よ
う
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
貨
金
の
運
動
を
規
定
す
る
諸
要
因
、.
賃
金
格
差
^
ヶ
み
だ
す
諸
傾
向
：に
つ
い
て
の
理
論
的
考
察
を
全
く
ぬ
き
に
し
て
、
産
業
資
本
主
義
段 

階
の
貴
金
格
差
は「
労
働
カ
価
値
格
差」

で
あ
る
と
い
う
ょ
う
な
単
純
：な
理
論
把
握
：を
'し
た
の
で
は
、
独
占
が
支
配
的
と
な
っ
た
段
階
に
お
い
て
、
賃
金
の
連 

動
を
規
定
す
を
諸
耍
因
.や
賃
金
格
差
を
う
み
だ
す
諸
傾
向
が
：：
い
か
な
る
特
徴
を
も
つ
に
い
た
る
の
か
と
い
う
問
題
.を

展

開

す

る

こ

と

は

不

可
 

能
で
は
な
か
ろ
う
：が
。
：

•

『

資
本
論』

の
理
論
に
も
'と
.->
'
.
.い
て
賃
金
分
拆
を
理
論
的
に
具
体
化
.
発
展
さ
.せ
て
い
べ
方
法
に
つ
い
て
の
筆
者
の
見
解
は
、.注
7
の
前
掲
論
文
や「

マ
ル
ク 

ス
.の
相
対
的
過
剰
人
口
論
.に
.か
ん
す
る
一
考
察」

b
 
一
 

|田
学
会
雑
說
、
五
三
卷
四
号)

を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
こ
で
は
ま
だ
独
占
段
階
に
お
け
る
分
析
に
ま
で
は 

い
た
っ
て
は
い
な
い
‘
が
、
.筆
者
は
、.
こ
れ
ら
を「

段
階
規
定」

を
と
り
い
.れ
る
た
め
の
準
備
的
仕
®
と
考
え
て
い
る
。

(

注
10)

吉
村
励
氏r

現
代
の
貨
金
理
論』

.三
六
年
、.
H
九
頁
。
な
おr

企
業
規
模
別
賃
金
格
?'
に
か
ん
'す
る
士
口
村
氏
の
見
解
に
.つ
い
'.て
は
、
簡
単
な
が
ら
数 

年
前
に
論
及
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。(

井
村
喜
代
子
-1
'
戦
後
の
賃
金
理
論
研
究
に
お
.け
る
一
論
点
I

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
論
議
を
め
ぐ
っ
て」

慶
応 

義
塾
大
学
経
済
学
会『

日
本
に
お
け
る
経
済
学
の
百
年『

下
卷
三
四
年
、
所
収
。)

.

.

. 

■ 

. 

.

.

.

.

.

.

.
' 

■ 

■

第

ー

節

ヾ

大

企

業

に

お

げ

る

臨

時

エ

‘
社

外

エ

-■，

'.
.一
 

：

:

.

_

:

-
 

'

:.
.

.

パ

',
;

'
'

B

.

へ 

• 

'
 

-

_■
-
. 

.

.

.

. 

- 

■ 

'

.

大
企
業
労
働
者
の
賃
金
問
題
を
考
え
る
場
合
、
.ま
ず
第一

に
童
要
な
こ
'と
は
.、
戦
後
の
大
企
業
の
復
活
，
発
展
の
過
程
に
お
：い
て
、
大
企
業
が

本H

揉
用
を
き
わ
め
て
抑
制
'
.制
限
し
て
:'
'
大
量
の
臨
時
エ
•
社
外
エ
や
下
請
中
小
:̂
-
業
を
広
汎
：に
利
用
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ド
ッ
ジ
ラ

ィ
ン
後
の
不
況
の
も
と
で
、
大
企
業
は
.一
方
で
は
多
く
の
.中
小
企
業
を
下
請
け
と
し
.て
利
用
す
る
体
制
を
整
え
る
.と
と
も
；に
、
他
方
で
は
大
量
解

-•
-.

雇
に
つ
づ
い
て
、
.合
理
化
に
よ
る
労
働
強
化
と
臨
時
ェ
制
度
'と
を
.確
立
'•
推
進
し
、
：
こ
れ
ら
を
通
じ
て
本
ェ
の
採
用
を
極
度
に
削
減
し
て
い
つ
た

の
で
あ
.る
。
朝
鮮
動
乱
ブ
ー
ム
、
二
八
年
の
好
況
期
に
お
け
る
雇
用
の
拡
大
が
、
も
っ
ぱ
ら
臨
時
エ
の
利
用
に
ょ

っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
周
知 

の
事
実
で
あ
る
が
、
：
現
在
注
自
す
べ
き
重
要
な
点
ば
、

こ
の
臨
時
エ
：：の
問
題
が
、「

技
術
革
新」

に
と
も
な
う
大
企
業
の
急
速
な
発
展
過
程
に
お 

い
て
も
、
決
し
て
解
決
さ
れ
て
い
か
な
か
っ
た
ば
か
り
か
’
大
勢
と
し
て
は
む
し
ろ
問
題
が
深
化
し
て
い
っ
た
.と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

.

臨
時H

は
、
景
気
変
動
に
対
応
し
‘て
雇
用
を
容
易
に
増
減
さ
せ
る
手
段
と
：し
‘
.て
：資
本
に
大
き
な
利
益
.を
も
た
ら
.
す
も
の
で
あ
る
が
、
臨
時
エ
制

度

の

意

義

は

、

た

ん

な

る

景

気

調

節

弁

的

機

能

に

と

ど

ま

る

.も

の

.で

は

な

い

0

:
'大

企

業

§

臨

時

7 1
は

^;
.気

変

動

に

芯

じ

て

増

減

す

る

と

は

い

え

、

.

.

.

.
 

.

. 

•

し
だ
い
に
好
況
•
不
況
を
通
し
て
'か
な
り
の
比
率
で
企
業
に
定
着
し
てい

：.

っ
.た
の
.で
あ
る
。
.
し
か
も
、「

技
術
革
新」

に
と
も
な
う
高
度
な
発
展 

の
a
じ
ま
っ
た
三
〇
年
以
降
に
お
い
て
は
、
大
企
業
の
直
接
的
生
産
工
程
に
就
労
す
る
臨
時
エ
が
：増
大
し
、
臨
時
エ
は
質
，
量
と
も
，に
大
企
業
.の 

雇
用
の
重
要
な
：一.構
成
要
素
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
臨
時
エ
は
も
は
や
た
ん
な
る
景
気
調
節
弁
と
.い
う
役
割
に
と
ど
ま
ら
ず
、
低
賃
金
^
 

用

•
賃
金
コ
ス
ト
削
減
の
た
'め
に
、
あ
る
い
は
労
働
者
の
差
別
的
支
配
•.労
働
者
の
統
一
の
分
断
と
い
う
^
務
管
理
上
の
目
的
の
た
め
に
、
大
き 

な
役
割
を
演
じ
て
き
て
い
る
の
；で
あ
る
0

: 

/

,
'

さ
ら
に
ま
た
、
最
近
に
お
い
て
は
、
労
務
政
策
上
、
基
幹
的
生
產
工
程
以
外
の
臨
時
エ
は
太
量
的
に
社
外
エ
に
転
化
さ
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で 

あ
っ
て
、
従
来
の
臨
時
.エ
問
題
の
'ー
部
は
社
外H

問
題
と
し
て
、
■ょ
り
鋭
.い
形
で
登
場
し
て
き
て
い
：る
の
で
あ
る
。
.こ
.の
点
を
.考
慮
に
入
れ
る
な 

ら
ば
、
従
来
：.の
臨
時H

問
題
が
三
〇
年
以
降
の
発
展
過
程
で
、
大
企
業
の
労
働
問
題
上
、.
ま
す
ま
す
無
視
で
き
な
い
も
の
ど
な
っ
て
き
て
い
る
こ 

と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

.

(

臨
時H

には種々
の種類があるが、わ
が
国
工
業
に
お
け
る
釙

&
.の
対
象
と
な
る
の
は
、
仕
事
の
季
m
te
,
一：時
的
性
格
の
た
め 

•
 

■ 

.

.

.

.

.

一
時
的
に
利
用
さ
れ
る
文
字
通
り
の
臨
時
エ
で
は
な
く
て
、

^

^

か
わ
ら
ず
、
企
業
の
雇
用
政
策
上
、
臨
時
エ
と
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で(

知
：を
。)

.

\

臨
時
.

H

の
全
体
的
趟
勢
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
臨
時
エ
は
そ
の
存
在
形
態
が
多
様
で
あ
る
う
え
に
、
量
的
に 

.

1

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

論
に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
点 

，
 

一
四
九(

六
一
七)



え
、
各
調
査
の
.対
象
が
異
な
る
た
め
、
臨
時
ェ
の
趨
勢
を
乙
る
た
め
に
は
充
分
利
用
で
き
な
い
し
、
種

々
の
形
態
に
お
け
る
差
別
問
題
や
社
外
ェ 

に
つ
い
て
の
調
査
は
さ
ら
に一

層
少
な
い
。

.

こ
う
し
た
資
料
上
の
制
限
が
少
な
く
.な
い
が
、

一
応
-I
臨
時
ェ」

と
呼
ば
れ
る
も
の
に
.

か
ぎ
っ
て
そ
の
趨
勢
を
み
る
と
、
官
庁
統
計
•
各
種
調 

靈
を
通
じ
て
ほ
ぼ
結
論
づ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
重
要
な
点
は
、
⑴
兰
〇
年
以
降I

貫
し
.て
.、
'
大
規
模
企
業
ほ
ど
臨
時
ェ
を
利
用
す
る
傾
向
が
顕
著

づ
 

. 

J 

• 

- 

•
;

で
あ
る
こ
と
、
；3
こ
の
大
企
業
に
お
け
る
醢
時
ェ
が
三
〇
年
以
降
、
そ
の
絶
対
数
に
お
い
て
も
、「

常
用
労
働
者」

■
中
に
し
め
る
比
率
に
お
い
て

• 

: 
:
 

* 

* 

•

も
、
三
三
年
の
不
況
期
に
一
時
的
低
下
を
み
た
ほ
か
は
、
.増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

.

た
と
え
ば
、「

労
働
異
動
調
査」

に
よ
る
と
、
一二 

一
 

_

u[%
-
一
 

貫
し
て
、「

常
用
労
嫩
者」

中
に
し
め
る
臨
時
X

(「

臨
時
：
日
履
名
義
の
者」

の
こ 

と
、
以
下
同
じ)

■の
比
率
も
、
臨
時
ェ
の
う
ち「

雇
用
契
約
期
間
が
四
ヶ
月
を
超
え
る
者
及
び
契
約
が
更
新
し
て
契
約
期
間
が
通
算
四
ヶ
月
以
上
に 

な
る
も
の」

の
比
率
も
、
と
も
に
大
規
模
企
業
ほ
ど
高
い
。
8

ー
、
—*
5

参
皿)

. 

:
■
-

' 

.

.
パ

ま
た
、
三
一
年
以
降
、
製
造
業
の
五
0

0
人
以
上
の
事
業
所
に
お
け
る
臨
時
ェ
.を
み
る
と
、
.
そ
の
絶
対
数
は
--
貫
し
て
増
大
し
て
お
り
、
臨
時 

ェ
の
比
重
も
、
.三

r

年
以
降
，
.三
四
年
、
，三
六
年
と
か
な
り
の
高
ま
り
を
み
せ
て
■い
る
。
'(

第
一
^
^̂

.
,各
截
の
実
態
調
查
は
調
奄
对
象
が
異
な
る
の
_で
、
_比
較
す
る
こ
：と
は
出
来
な
_い
が
、
三
0
年
代
に
お
け
る
截
.々
の
調
查
は
、
臨
時
ェ
の
比
重
が
そ
れ
以
前
よ

- 

(

注 

3

) 

： 

ノ 

-

.

り

も
上
#
し
て
き
て
い
る
こ
'と
を
推
論
す
る
こ
と
を
許
す
と
思
わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
了
大
企
業
の
臨
時
ェ
と
い
っ
て
も
バ：

産
業
に
妬
じ
て
そ
の
性
格
が
異
な
：る
め
で
、

「

技
術
革
新
1-
の
過
程
に
お
け
る
臨
時
ェ
の
問
題 

点
に
つ
い
て
も
、
：ー
様
.に
論
じ
る
こ
と
ゆ
で
き
な
い
。

,

「

技

集

新

」

，■
の
過
程
.

I
け
る
問
題
を
寒
る
.た
め
に
は
'
S

ェ
の
内
容
を
、
⑴

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

論
に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
点
.

_ 

• 

ー
五
ー
.

(

六
.

ー
九)

(製 造 業 36年末） 第 一 表 獅 工 •臨 時 ェ の 事 撕 麵 別 構 成

常 用 エ 推 計 常用エ規模別構成 臨 時 エ 推 計 臨時エ規模別構成

計 5,344,966 A 100 % 455,733 人 100 %
500人以上 1,995,457 37.3 -277,411 60.9
100〜 499人 1,817, 574 34.0 132,326 29.0
30〜 99人 1,531,935 28.7

— --------- r— ~ r-------------

45,990 10.1

r労働異動調迤j より作製。「労働異動調奄j にっし、てほ, 注 2;を参照されたい。

1■常用：！:j は 「常用名義の常用労働者M の略でt る，（以下同じ) すなわち，「常用労働 

者4 のうち雇用契約期間に制限な，しに雇用された者のことであり， 所謂す本採用 j  F木 

雇J 又 は F本工』等の名称で呼ばれる者であるj 。 
r臨時エ」は 「臨時、日雇名義の常用劳働者j の略である。•（以下同じ）すなわち，「常 

用労働者のうち, 前 記 『常用名義の者j に該当する考を除V、た费のことで, 所 謂 『臨時 

エj 又 は 『臨時雇』等の名称で呼ばれているものに該当するj 。 .
「常用：E」 と 「臨時ェ」を加えたものが「常用労働者」となる。

第；！表常用労働者中にしめる臨時エの比率の事業所規模別推移 
(製造業） （％ )

3 0年 7 月 3 1 年 末 3 4 年 末 3 6 年 末 四力月以上契約 
更新のものぬ

計' 5.8饭1 7.4 7.7 7.9, (5.2)
500人以上 6.7 8.4 11.9 12.2 (8.3)

100〜 499人 8.4 8.4 7,4 ：： 6.8 (4.6)
30〜 99人 5.5 4.7- 2.5 2.9 (1.4)
10〜 2 9人 4.4 — -- . —— .■,

5 〜 9 人 4.0 ■ 一 .... .パ：.一

「常用労働者j と は 「常用エ」と r臨時エj とを加えたもの。（注 2 を参照）

30 年 は 「地域別等就業調査j 。その他は「琴働異動調査ム 

両者の定義が少し異なるため齩密に速続させることはできない。

进1 10人以上の計 ，

※之雇用契柃期間が0 力月を超える渚及び犀用契約が更新されて雇用契約期間が通算し 

て四ガ月以上になったもの。（これは36年以外は省略したが，31年以降の「労 働 異 動 • 
調查j では一貫して, 大企業め方が比重が高ぐなっている。）

も
、
'存
在
形
態
の
う
え
で
も
変
化 

.
が
あ
る
が
、
官
庁
統
計
で
は
、
臨 

..

時H

の
規
定
が
不
充
分
な
た
め
、

の
全
貌
を
正
確
に
把
え
る
こ
と

(

注
2

)

.
■
:

.

.

は
で
き
な
い
。
ざ
ら
に
重
要
な
問 

題
と
し
'て
は
、
最
近
で
は
、.
臨
時 

■
.
エ
制
度
を
廃
止
し
ょ
う
と
す
る
労 

'■
働
組
合
運
動
に
対
す
る
対
策
と
い 

う
意
味
で
も
、

「

雇
員」

•「

準
社 

員」

等
い
ろ
い
ろ
の
名
義
の
も
と 

で
臨
時
X
と
類
似
し
た
差
別
的
取 

•
扱
い
を
行
な
う
場
合
や
、
あ
る
い 

は
臨
時H

を
社
外
エ
と
い
う
形
に 

か
え
て
い
く
場
合
が
少
な
く
な
い 

が
，、
こ
れ
ら
.の
問
題
は
官
庁
統
計 

.
で
は
全
く
把
え
ら
れ
な
い
こ
と
に 

な
っ
て
い
る
。
各
種
の
調
'查
も
、
 

調
査
対
象
が
制
限
さ
れ
て
い
る
う



昭和 35年 「労働生産性統計調畓報告j  36頁。

» 年間給与支払人員（本ェ+ 臨時ェ）に占める臨時ェの楷成比。

第 三 表 年 齢 階 屑 別 労 働 范 Wi成
(昭和 35卬） ( % )

20歳未満 20〜24歳 25〜29歳 30〜39歳 40歳以上

自勋啡製造業
本 エ 臨 時 エ 訏  

(臨時ェの比率）浓

19.7 

■ (73.9)

24.2

(68.5)

11,1

(37.4)
23.0
(6.2)

21.9
(0.3)

電動機製造業
本 ェ 臨 時 ェ 計  

(臨時ェの比率）※
28.3

(41,0)

24.2

(48.5)
12.5

(28.7)

20.1

(12.8)

15.0

(15.9)

な臨時エの比率は各年齢屑の本エ，臨時工合計に対する臨時エの比率である。

昭和 35年 r労働生産性統計調连報告j  37頁。
. .

第四表常坩労働者中に占める臨時ェの比 ]}i  (500人以上 の梁所 ） （％ )

3 1 年 末 3 4 年 ，末 3 6 年 ' 末 ' 36年末臨時エの数

’製 造 業 計 8.4 11.9 12.2 277,417
うち紙パ ルフ: 8.2 7.6 5.4 3,401

化 学 6.7 6.7 6.0 15,254
• 機 械 12.6 16.4 17：9 33,593
電 気 機 械 14.9 22.6 20.6 78,062

資料出所「労働異動調査」。ただし製造業中分類は，31年末，34年末は，山下不二男氏「臨 

時ェの雇用と賃金: ] ( 法3) 23頁による。36年末は原票より計算。

第 五 表 摩 業 別 臨 時 x  m 成 比 ※ の 推 移 ' (% )

産 業 名 ' 3 0 年 3 1 年 3 2 年 3 3 年 3 4 年 3 5 年

/ 自 動 車 製 造 業 9 2 5, 5 15.8 16.1 19,1
' ■ 

32.6
電 動 機 " 5.6 17.6 . 2 8 . 7 22.3 25. 8 35.7
鉄 製 錬 業 6.2 11.4 14.8 10.9 13.3 15.0
鉄 圧 延 業 7.6 7. 5. 7.2 5.7 .9 .6 9,7
硫 安 製 造 業 : 12.2 12.1 12； 5 10.7 9.7 8.9
セ メ ン ト 製 造 業 7.9 7.4 7.2 5.8 4.7 5.8
ソ 一 ダ エ 業 10,0 13.6 15. 8 11.5 6,9 7.6
力一バィド製造業 19，1 25.2 26.7 21,9 24.3 29.3
タイヤ，チュ.ー ブ " 3.6 9. 4 18.1 8.7 16.0 19. 2
紙 . パ ル プ 工 業 11.2 9.8 10.7 10.6 10.5 12. 4
化 学 繊 維 製 造 業 — 1.9 1.0 0.7 1,0 1.1

(
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業
規
模
別
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金
格
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論
に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
点
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：

働
を
し
て
-い
る
場
合
と
、
：('
2
基
幹
的
生
産
工
程
以
外
に
お
い
-て
も
っ
ぱ
ら
臨
時
ェ
が
.利
用
：ざ
.れ
て
.い
る
場
合
、..

と
.に
わ
.け
て
.み
る
こ
と
が
必
要
.で

あ
る
0

：

'

'

;

.

.

•V 

' 
- 

•

■.臨
時H

の
第
一
の
型
の
も
の
.は
、
.臨
時
.ェ
が
蓮
幹
的
生
産
.ェ
程
で
本
ェ
'と
同
様
の
労
働
を
.し
て
い
.る
に
：も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
ェ
と
し
て
賃 

金

•
.雇

用

•
昇
格
等
の
労
働
諸
条
件
に
差
別
を
カ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、.「

技
術
革
新」

€>
-
過
程
で
.ご
'の
よ
う
な
型
の
臨
時
ェ
が
機
械

產
業
，を
中
心
と
し
て
顕
著
な

h

増
加
を
し
'め
し
て
い
る
こ
と
は
、
最
近
に
お
け
る
臨
時
ェ
問
題
の
重
要
な
問
題
の
一
つ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

' 

, 

.
■
: 

.

.

. -

.

.

. 

. 

.

.

. 

: 

. ■

も

っ

と

.%
'
、
C

Q
型
の
臨
時
ェ
は
、
；石
油
、
硫
安
、
セ
：メ
：ン
ト
、

ソ
I
ダ
ー
等
の
い
わ
ゆ
る
装
置
産
業
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
技

' 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 
 ̂

. 

. 

. 

• 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

• 

.

.

. 

. 

•

術
革
新
の
進
展
に
よ
り
、
基
幹
工
程
の
労
働
が
計
测
•
監
視
労
働
ど
な
り
、
経
験
的
'た力

.：：

ン
や
コ
>'v
.が
無
用
と
'な
る
'反
面
、'
.化
学
，•
機

械

.
電
気

•
一
 

.

等
の
基
礎
的
知
識
を
必
要
と
す
る
よ
う
，に
な
っ
た
た
め
、
：基
幹
工
程
で
は
高
校
卒
の
本H

の
採
用
が
一
般
化
し
、
臨
時
ェ
は
む
し
ろ
こ
こ
か
ら
排 

除
さ
れ
る
傾
向
に
'あ
る
。V; 

:

.
■
_

.. 

.

.

.

こ
れ
に
反
し
て
、
数
年
来
高
度
な
拡
張
を
と
げ
、
.最
近
の
雇
用
増
大
に
：大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
機
械
産
業
^

—
-

機
械
、
，電
気
機
械
器
具
、
 

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
を
中
心
と
し
て
、，
基
幹
ェ
程
に
お
け
る
臨
時
ェ
0
増
大
が
.き
わ
め
て
顕
著
で
.あ
る
。
そ
れ
は
、
機
械
加
ェ
ェ
程
に
お
け

る
沉
用
機
の
専
用
機
化
、.
：自
動
化
.
半
自
動
化
、
.組
立
.ェ
程
に
.お
け
る
.コ
ン
べ
ヤ
丨
'ゾ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
る
作
業
の
細
分
化
*:
単
沌
化
の
結

• 

. 

• 

•

果
、
迤
幹
ェ
程
の
労
働
の
単
純
化
，
軽
労
働
他
が
進
ん
だ
，た
め
で
あ
る
<

^

ぺ

.

.

. 

.

.

.
 

.
 

. 

.

.

.

.

.
:

 

.

.

.

.

. 

.

「

技
術
革
新」

の
進
展
に
よ
り
基
幹
工
程
の
勞
働
の
単
純
化
の
す
す
ん
だ
こ
れ
ら
の
.諸
.部
門
で
は
、
本
ェ
自
体
に
お
い
て
も
、
次
節
で
み
る
ご
と
.

く
若
年
労
働
カ
や
女
子
労
働
カ
の
比
重
，の
增
加
が
顕
著
で
.あ
る
が
、
臨
時
ェ
に
つ
い
て
も
、
若
年
労
働
者
と
女
子
の
比
重
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

-

る

(

第
三
表
参
照)

。：
若
年
労
働
者
、.女
子
労
働
渚
に
お
い
て
は
''
.本
ェ
自
体
、；
後
に
み
る
よ
う
'に
低
賃
金
で
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
若
年
• 

女
子
労
働
者
の
' 
一
部
が
、
さ
ら
に
勞
働
諸
条
件
の
劣
恶
な
臨
時
.ェ
と
.し
て
大
量
的
に
利
用
さ
一
れ
て
.い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
と
，い
わ
ね
ば
な
' 

ら
な
い
。
 

.

.



.最
近
、
こ
れ
ら
の
臨
時
エ
に
つ
い
て
.は
ノ
本H

登
用
が
し
だ
い
f
c実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
、
'「

労
働
白
書」

、

「
経
済
白
書」

等
で
は
'こ
れ
を
臨

(

注 

5

) 

'

時H

の
性
格
変
北
と
し
て
強
調
し
て
い
る
9 

,

明
臨
時H

:

が
直
接
工
程
に
お
い
て
木
工
と
並
ん
で
働
く
範
囲
が
非
常
に
拡
大
し
て
い
く
と
こ

.

ろ
で
は
、
臨
時
エ
を
組
織
し
よ
ぅ
と
す
る
労
働
組
合

'

 

運
動
が
強
ま
る
の
は
必
然
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
.に
対
す
る
対
策
と
し
て
も
、
.ま
た
臨
時
エ
の
勞
働
意
欲
を
刺
激
す
る
た
め
に
も
パ
臨
時
エ
の
一
部

.(

注
6)

..

を
本H

に
登
用
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
次
節
で
み
る
ご
と
く
若
年
労
働
力
に
対
す
ふ
需
要
の
旺
盛
な
現
状
.で
は
、
若
年
労
働
者

.

.

.
 

- 

• 

r 

.

.

を
臨
時H

と
し
て
採
用
す
る
た
め
に
は
、
,:
一
部
の
本
エ
登
用
と
い
ぅ
条
件
を
勹
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
も
し
、
若
年
臨
時H

の
ぅ
ち
優
れ
た
一
郁 

■の
も
の
.を
本
エ
.に
選
抜
す
る
と
と
は
企
業
..に
と
.っ
.て
も
必
ず
し
も
損
失
で
は
な
い
。
：
.

し
t

な
が
ら
、
と
の
本
ェ
登
用■•
«
は
、
臨

峙

ェ

麗
$

解
消
の
方
向I

味
ず
る

I

で
は
決
し
て
な
ぃ
。

っ
ぎ
の
日
経
連
の
見
解
に
は
、
. 

本
ェ

I

I

資
本
に
と
っ
て
め
意
義
と'-
;

こ
れ
が
臨
時
ェ
制
度
の
馨

な
わ
ち
、'「

常
用
的
な
実
質
'を
備
え
て
き
て
い
る
臨
時
X
の
.勤
労
意
欲
を
.昂
揚「

し
生
産
性
め
向
上
.を
は
か
る
た
め
のK

用
の
：途
を
講
じ
る
こ
と
は
.一
応
当
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
文
そ
の
効
果
も
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
の
で
あ
る
が
”
注
意
ず
ベ
き
点
'と
し
て
は
、
ど

. 

, 

. 

. 

. 

.

こ
ま
で
も
臨
時
エ
管
理
方
式
と
し
.て
.の
限
界
を
超
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
生
産
活
動
の
規
摸
に
対
す
る
長
期
的
見
通
し
に
立

脚
し
て
行
い
、
.
固
定
的
労
働
カ
の
過
剰
雇
用
に
陥
ら
な
：い
よ
ぅ
配
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い」

，.

…
•
「
I

応
の
登
用
の
途
を
開
い
て
お
き
、

一
笼

. 

. 

* 

.

.

.

.

.

.

の
時
期
に
試
験
な
い
1.
'
勤
務
成
績
を
_
定
す
る
と
い
ぅ
方
法
を
活
用
；す
る
こ
と
に
よ
づ
て
、
：：試
験
の
木
合
格
者
は
本
エ
：ど
な
る
べ
き
適
格
性
を
も 

っ
て
い

な
1 :
>

.者
で
あ
る
と
1>
ぅ
こ
.と
を
自
他
共
に
認
め
さ
：せ
る
結
果
に
な
び
、
：又
若
干
な
り
と
.も
澄
用
の
：実
績
を
作
0
七
お
く
こ
と
が
、
臨
時
エ

と
本H

が4

っ
•た
グ
ルー

プ
.の
：者
で
あ
.か
こ
、と
を
明
確
に
す
るi

つ
o'
有
力
な
根
拠4

が
かj

每 

.

• 

:

.
 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

こ
.の
よ
ぅ
に
本
エ
登
用
制
が
、
臨
時
ェ
制
度
の
解
消
の
た
め
に
で
は
な
く
ノ
：臨
時
ェ
の
労
働
意
欲
の
向
上
や
、
臨
時
ェ
制
度
の
維
持
と
そ
の
正

当
化
の
.た
め
.に
採
用
さ
れ
て
い
；る
以
上
、
'こ
こ
に
臨
時
.エ
の
全
面
的
な
本
エ
，化

，
臨
時
エ
：の
解
消
の
方
向
を
期
待
す
る
と
と
：の
.で
含
な
い
.の
は
明

... 

•. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

*

」

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

論
に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
点 

：

'

ー
五
五
.(

六
二
三)

第七表珉機鹿業の臨時工数 

(1961年 5 月）
第 六 表 臨 時 ェ . 木工の蛰的推移（指数）

組合員 臨時エ

R 立 27,300 20,000

東 芝 24,000 16,000

三 菱 20,500 9,500

松 下 電 器 . 19,800 1,618
日 本 宽 機 9,500 2,100
富 士 锯 機 8,000 3,300
富士通信機 5,410 1,200

電機労連調崙による。（「労政時 

報j 1645号より引用)

産 業 名
}

臨 時 'エ 本

3 0 年 3 4 年 3 0 年 3 4 年

自動屯製造業， 

霜 動 機 "
タイヤ . 
チ ュ ー ブ 〃

100

100

100

1,048,5 

970. 9 

764.8

100

100

108.0 

167.3 

151,8

資料 は r労働生産性統計調査報告j による1 
ただし，山下不二男氏「前掲論文」23耳より引用,

第八表西動車製造業の工程別臨時エ比率と臨時：!;の構成

労 務 者 中 に し め る 臨 時 ェ の 比 率

35年臨時エの構成
3 1 年 3 4 年 3 5 年

総 計 9. 8% 16. 4% 32.6% 100.0%
r 計 10.8 17.6 34.2 72,3

商接工程，
粗 形 材 7.1 24.0 40.3 22.4
機M 加工 11.9 13,0 30.2 24； 9
し 組 立 12.9 17.3 34.0 25.0

間 接 工 程 言 1- 7.9 14.4 29.1 27.6

:

.

.
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四

(

六
ニ
ニ >

.

.

.

.V. 

. 

_ 

: 

■ 

: 

: 

■ 

. 

. 

*. 

..

.

ハ「

；労

働

異

動

調

谨

」

に

ょ

れ

ば

，
.
機

械

.
電
気
機
械
で
は
、
五
〇 

〇
人
以
，
の
事
業
所
：に
お
い
て
、「

臨
時
ェ」

の

「

常
用
労
働
者」 

の
中
に
し
め
：る
比
重
は
'
製
造
業
中
も
っ
と
%.
高
.い
と
と
も
に
、
 

•三
.一
年
ょ
り
.三
六
年
ま
で
に
、
か
な
り
の
比
率
の
上
昇
を
み
て
い 

f

る
。:-(

第
四
表
参
照
1

-'
:

.

り
::
.

-

.労
働
省
：の

,-
,労
働
生
産
性
調
查」

'
に
お
い
て
も
、
由
動
車
、
電 

.頁

動

機

,
タ
ィ
ヤ
等
の
製
造
部
門
に
お
い
て
、
臨
時
ェ
が
絶
対
数
と 

12
8

し
て
も
、
労
働
者
中
に
し
め
る
比
熏
と
し
て
も
き
わ
め
て
顕
著
な 

»J
増
大
'を
し
め
し
て
い
る
.の
が
注
目
を
ひ
く
。(

第
五
.
六
表
参
照) 

g
11

一
大
自
動
車
メ
ー
力
に
か
ん
す
る
労
働
省
の
事
例
調
奄
で
も

、
 

年
本
ェ
の
雇
用
が
停
;#
的
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
臨
時
ェ
の
増
大
傾 

3

向
は
き
わ
め
て
顕
著
で
あ
る
。
三
〇
年
一
ニ
月
ょ
り
三
五
年
三
;| 

貪
ま
で
の
期
間
、
本
工
数
は
約
一
万一

、

〇
〇
〇
人
前
後
で
蒞
干
減 

11

少
す
ら
み
て
い
る
の
に
、
臨
時
ェ
は
六
〇
七
人
ょ
り
六
、
六一

九 

^

人
べ
と
激
増
し
て
い
る
。

.

鋪
.

あ
る
い
は
ま
た
、
い
ち
じ
る
し
い
発
展
を
と
げ
た
罨
機
産
業
の 

ト
ッ
プ
メ

ー
ヵ
ー
に

お

い

て

も

、

臨
時
ェ
.の
数
は
第
七
表
の
ご
と 

满

く

き

わ
め
て
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

產

' 

.こ
れ
ら
の
部
門
で
増
大
し
た
臨
時
ェ
の
か
.な
り
の
部
分
の
も
の 

,

.が
、
直
接
的
生
産
工
程
に
お
い
て
就
労
し
て
い
る
こ
と
も
種
々
の 

喷

調

査

.で
明
ら
か
で
あ
る
。'
た
と
え
ば
、
'「

労
働
生
産
性
調
连」

に 

年
ょ
れ
ば
、三五年、，

s

動
卑
製
造
業
で
は
、
臨
時
ェ
総
数
の
ぅ
ち 

34
.直
接
的
工
程
に
働
く
も
.の
は
七
ニ 

•三
％
を
し
め
て
お

り

、

直
接 

g

的
工
程
の
労
働
者(

木
工
•
臨
時
工
合
計)

の
ぅ
ち
臨
時
ェ
の
し 

め
る
比
重
は
三
四
ニ1

%

に
も
達
し
て
い
る
。(

第
八
表
参
照)



ら
.か
て
あ

る

賓
実
、.

.若
年
労
働
力
不
足
と
、
労
働
組
合
の
m

力
に
ょ
つ
て
本
ェ
登
用
制
が
か
な
り
進
ん
で
き
て
.

い
る
現
在
で
も
、
臨
#
1 :

総
数 

に
対
す
る
登
用
者
の
比
率
は
|

が

な

り

低

い

；
し
:'
臨

時

ェ

の

本

ェ

登

用

と

並

行

し

て

新

し

い

臨

 

現
在

の
と
こ
ろ
本
ェ
登
用
に
ょ
つ
♦
臨
時
ェ
の
比
重
の
低
下
を
^
る
に
は
い
た
：つ

で

い

城

ザ

.
^
.
, 
.

..

■ 

■
 

■
 

.
 

: 

.. ' 

. 

_

.
 

.

.

.

.:
 

.
 

■
 

.
 

.

.

.

. 

'

臨

時

ェ

の

本

H

登

用

忙

づ

.：い

て

は

、

..
労

働

組

合

の

：
1

峙

ェ

制

度

に

对

す

る

運

動

が

：
一

つ

の

大

き

な

カ

と

：な

つ

て

い

る

ほ

か

'

最

近

の

労

働

カ

不

({
1

と

い

う

条

.

'
饵
が
作
用
し
て
い
る
：た
：め
-'
現
在
の
段
階
で
は
;'
こ
の
本
ェ
登
用
湖
の
将
来
を
見
き
-̂

め
.る
こ
と
は
：困
難
と
思
わ
れ
る
。

■ 

■

 

/

.

:

•

；

.さ
ら
に
ま
た
.'
た
と
.え
、：.；労
働
組
合
の
カ
に
ょ
；つ
て
臨
時
ェ
が
|
'定
期
間
後
に
^
 

て 

.%
;
大
量
の
浩
年
労
爾
者
が
ま
ず
臨
時
ェ
；と)

.う
形
態
で
一
定
期
間
利
用
.さ
れ
る
と
い
う
.こ
と
.は
、
.：
そ
の
.期
間
に
お
け
る
低
賃
金
.
1|
^
の
1

夂 

定
性
と
い
5
点
.の
み
：で
は
な
く
、
：本
ェ
登
用
後
の
賃
金
'.
昇

格

-
退
職
金
等
に
お
い
て
も
不
利
な
条
件
を
と
も
な
う
と
い
う
点
で
問
題
を
も
つ
て 

.い
る
。
し
か
も
こ
0
本
ェ
登
用
は
、
大
体
、

ー
年
位
の
期
間
就
業
し
.た
も
の
^
.対
し
て
、
年
齢
等
の
.資
格
■
限
を
し
た
う
え
、
勤
務
状
態
の
査

定

、
 

職
制
に
ょ
る
推
せ
ん
、
#-
種
の
：試
驗
を
経
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
.れ
は
本
ェ
登
用
を
め
ぐ
つ
て
の
臨
時
ェ
間

の

競

争

を

激
匕 

し
、
臨
時
ェ
の
企
業
へ
の
従
属
を
強
め
る
之
と
■も
に
、)
企
：業
に
忠
誠
心
の
あ
る
本
ェ
を
育
成
す
る
と
い
う
意

味

を

も

'
 

つ
て
い
る
点
で
も
大
き
S
問 

題
を
ふ
く
ん
で
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
M

Q

.°

. 

• 

.

.

.

命

.

.

.

'
•て.
：
.
.
. 

. 

..

.
 

•
 

k
in̂
-
ェ
の
第
ニ
の
聖
は
遊
#
的
生
産
工
程
以
外
に
お
い
て
就
労
す
る
も
の
で
あ
る
。(

こ
の
な
か
に
は
、
.運
幹
的
生
産
ェ
程
に
当
然
附
随
す
る
補
助 

的
作
業
I

原
利
料
処
S
、
鉄
鋼
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
切
断
や
平
#
修
理
ノ
企
業
内
運
搬
，
梱
包
等
か
ら
、
工
場
の
修
理
、
土
木
..雑
役
等
に
い
た
る
ま
で
種
々
雑
多
の 

も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
.い
る
が
、
本
稿
で
は
、
主
題
の
性
格
上
、
複
雑
化
を
避
け
て
こ
れ
ら
を
.：ー
括
す
る
0

こ
の
型
の
臨
時
ェ
は
、
鉄

鋼

.
化
学
等
の
技
術
革
新
の
進
展
過
程
に
お
い
て
.
.

「

間
接
工
程
1-
の
合
理
化
が
つ
ね
に
莲
幹
的
生
産
工
程
よ
り
も
遅

れ
る
と
い
う
_
情
の
も
と
で
、「

間
接
工
程」

で
必
要
と
さ
れ
る
筋
肉
労
働
•
雑
役
労
»
が

も

0
ぱ
ら
臨
時
ェ
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
る
と
い 

う
形
で
存
在
し
.て
き
た
も
の
で
あ
る
。

(

他
面
で
は
、
こ
の
ょ
う
に
臨
時
ェ
の
低
賃
金
労
働
を
利
用
で
き
る
こ
と
が
、

こ
れ
ら
.の
•工
程
に
.お
け
る
合
里
化
の
陡 

進
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な
っ
て
き
た
。)

：

最
近
で
似
、
か
か
る
工
程
に
も
し
だ
い
に
合
理
化
が
.す
す
み
、
そ
の
が
ぎ
り
で
臨
時
a：
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で 

も
そ
の
衰
退
傾
向
を
過
大
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
.い
。
鈥
鋼
で
は
.い
ぜ
ん
、
基
幹
工
程
と
ゼ
吖
他
の
ェ
程
と
の
跋
行
性
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
の
で
あ 

っ
て
、
.新
設
一
貫
ェ
場
で
は
か
え
っ
て
土
木
.
運
搬
等
に
つ
い
.て
大
量
の
労
働
カ
が
需
要
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
.。

さ
ら
に
ま
た
、
.最
近
注
目
す
ベ
き
重
要
な
問
題
は
、：
以
下
で
み
る
ご
と
く
、
こ
れ
ら
の
型
'の
臨
時
ェ
が
労
働
組
合
運
動
.に
対
す
る
対
策
と
い
う 

点
か
ら
、
直
接
雇
用
揭
係
を
結
ば
な
.い
社
外
ェ
と
い
う
形
麓
.に
、
で
き
う
る
か
ぎ
り
移
行
さ
.せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
鉄 

鋼

.
化
学
等
で
は
、
基
幹
的
生
産
工
程
以
外
に
お
け
る
臨
時
ェ(

さ
ら
に
は
木
工)

の
利
用
が
大
量
的
に
社
外H

の
利
用
と
い
う
形
態
に
移
行
さ
せ 

ら
れ
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
臨
時
ェ
問
題
は
、
社
外
ェ
問
題
べ
と
形
を
か
え
つ
つ
あ
る
i

い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
 

(

第
四
表
の
ご
と
く
、
化
学
等
の
臨
時H

が
絶
対
数
•
比
重
と
も
に
衰
退
傾
向
に
あ
る
の
.は
、
ま
え
に
み
た
装
置
産
業
に
お
け
る
基
幹
工
程
で
の
臨
時
ェ
の
排
除
と
. 

と
も
に
そ
れ
以
タ
の
ェ
程
に
お
げ
る
臨
時
エ
の
社
外
ェ
化
，に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。)

.

し
た
が
っ
て
、
臨
時
ェ
の
全
体
的
趨
勢
を
考
察
す
る
場
合
、
こ
の
ょ
う
な
臨
時
ェ
の
社
外
ェ
化
の
問
題
を
充
分
考
慮
に
い
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の 

で
ぁ
っ
て
、
本
節
冒
頭
.に

み

た

と

く

、
と
の
.ょ
う
な
昏
0'
が
‘
り
な
が
^'
>̂

、
H
o'
.
ル
.
卜
，か
i
.T'
、
m

0>
於
外
於
4

卜
. 

し
.
-て
增
勢
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
基
幹
的
ェ
程
に
お
け
る
臨
時
ェ
の
増
加
を
中
心
に
、.
臨
時
ェ
問
題
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
.る
こ
と
を
し
め 

す
も
の
と
し
て
、
■充
分
強
調
し
て
お
く
必
麥
が
あ
.ろ
う
。

.

:
:

㈣
 

'

.

「

企
業
規
模
別
.货
金
格
差
1_
論
に
か
.ん
す
る
若
干
の
疑
点
.
. 

.一.

五
b
.
.
,

(

n

)

，



32年 12月末 第 九 表 雇 用 形 態 別 勞 働 者 数

-■ • 食料品
製造業

化 学
エ 業

第一次 
金 厲 機 械 電気機 

械器具

船舶製造 
及び修理 
業

自動审及 
び鉄道車 
輛製造業

計

常 用 エ

臨 時 エ

社 外 エ  
(組 数 )

調盡事業所数

3,710

594

658
(26)

4

10,711
2,314

2,762
(77)

8

67,503
6,368

10,542 
(120)

8,782

2,-629

466
(22)

7

32,897

12,252

1,244
(56)

30,014

6,837

9,798 
(308)

7

14, 525

3,755

1,287
(47)

8

- ■ ■

168,088

34,749

26,757
(656)

60

:

:

'

'昭
和
ニ
ニ
年
、
職
業
安
定
法
に
よ
っ
て
、
人
夫
供
給
業
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
っ
て
、
社
外
ェ
は 

一
時
姿
を
消
し
.戦
前
か
ら
の
こ
の
社
外
ェ
•
紙
人
夫
に
か
わ
る
も
の
，と
.し
て
、，
朝
鮮
動
乱
ブ—

ム
を
契
機 

:

,

.
に
臨
時
ェ
が
大
量
的
に
登
場
し
た
の
で
あ
づ
た
。
し
か
し
、
臨
時
ェ
の
量
的
増
大
と
そ
め
恒
常
化
に
と
も
な 

_

い
、
臨
時H

制
度
を
廃
止
し
よ
う
-と
ず
t
労
働
組
合
運
藤
が
活
発
化
し
て
き
た
た
め
、
三
〇
年
代
に
は
臨
時 

^ 

±
 

^
と
く
に
基
幹
工
程
以
外
に
就
労
す
る
臨
時
ェ
は
ふ
た
た
び
、
社
外
ェ
へ
と
急
速
に
転
換
さ
せ
ら
れ
て 

19

'
-
>

づ
.た
の
で
あ
る
。

1^
昭
和
三
ニ
年
末
労
，働
省
の
調
査
に
お
い
て
も
す
で
に
、
社
外
工
を
有
す
る
工
場
は
対
象
七
産
業
六
〇
事
業 

所
の
う
：ち
六 

一
•
七
%•
.、
社
外
ェ
の
臨
時
ェ
に
対
す
る
比
率
は
平
均
約
八
割
と
な
っ
.て
い
る
。
と
く
に
第
一 

3#
次
金
属
，
船
舶
製
造
及
び
修
理
業
で
は
社
外
ェ
の
方
が
臨
時
ェ
を
は
る
.か
に
上
廻
る
数
と
な
っ
て
い
る
の
が 

彼

注

目

さ

れ

る
(

第
九
表
,#
照)

。
さ
ら
に
そ
の
後
ぺ
鉄
鋼
•
化
学
等
I

と
く
に
..こ
れ
ら
の
新
設
ェ
昜
に
お
い 

»J
て
基
幹
工
程
以
外
に
働
く
本
H

.V
臨
時
ェ
が
き
わ
め
て
大
量
的
に
社
外
工
へ
と
移
行
さ
せ
ら
れ
て
い
っ
て 

_ 

.
お
り
、
従
来
の
臨
.時
X
問
題
の
一
部
は
社
外
ェ
問
題
と
い
う
よ
り
鋭
：い
形
を
と
っ
て
グ
ロ
ー
ズ
.
•
ア
ッ
プ
さ 

囉

.れ
て
き
て
：い
る
の
で
あ
る
。

|

社
外H

制
度
の
な
か
に
は
き
わ
め
て
種
々
様
々
：の
形
態
の
.も
の
が
あ
る
が
.、
社
外
ェ
制
度
の
一
般
的
特
徴 

は

、
請
負
会
社
の
親
方
あ
る
い
.は
経
営
者
が
、
：大
企
業
と
請
負
契
約
を
結
び
、
そ
の
親
方
、
落
営
者
の
雇
用 

孤
し
た
労
働
者
を
編
成
し
て
、
大
企
業
の
構
内
の
：作
業
場
に
お
い
.て
労
働
に
従
事
せ
し
め
る
と
い
う
点
に
あ 

g

 

■る

(

請
負
会
社
は
本H

の
'ほ
か
に
か
な
り
の
臨
時
ェ
を
雇
う
う
え
"
さ
ら
に
他
の
請
負
会
社
.
組
頭
の
雇
う
免
働
者
を 

:

利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
'う
。)

つ
ま
り
、
社
外
.ェ
制
度
は
、
親
方
ぁ
る
ぃ
は
経
営
者
を
中
、じ
と
し
た
、
労
動

者

の

-
凝」

組
織
に
ょ
っ
て
、
労
働
を
請
負
ぅ
と
こ
ろ
の
労
働
請
負
制
度
と
い

ぅ

こ

と

が

で

き

ょ

ぅ

。

こ
の
場
合
、
労
働
者
ま
、
大
企
業
の
構
内 

で
作
業
し
ズ
い
る
と
は
い
え
、

の
親
方
、-
経
営
者
と
雇
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
た
め
、

形
式
上
は
大
企
業
と
は
な
ん
.ら
の
関
係
も
も
た 

な

い

-
と
に
な
る
。
し
た
が
へ
っ
て
、
社
外
エ
は
，
大
企
業
0

構
内
で
作
業
を
行
な
い
：
そ
の
嘴
働
諸
条
#
が
、
大
企
業
の
生
産
，工
程
や
工
場
立
地 

の
諸
条
件
に
大
き
く
侬
存
し
、
.そ
の
雇
規
の
条
件
も
大
企
業
の
経
営
状
態
に
^

-
て

大

き

く

左

右

さ

れ

る

に

も

か

か

'わ
ら
、ず
、

労
働
諸
条
件
に
つ

い
て
大
企
業
と
交
渉
す
る
権
'限
を
与
え
ら
れ
な
：い
の
で
あ
る
。

：

,

~
/

/

- 

' 

.

.

.

.
' 

.

.

. 

-
■
:
•
•
•
'
.
.
.
.
.
'
.

 

.. 

'
. 

.

こ
の
ょ
ぅ
な
形
態
に
お
.い
て
、
大
企
業
は
、'
.労
働
力
の
募
集
や
企
業
内
福
利
施
設
等
労
働
者
：の
維
持
.の
た
め
の
一
切
の
負
担
を
ま
ぬ
が
れ
る
と 

と
も
に
、
労
働
組
合
運
動
の
圧
迫
を
ぅ
け
る
こ
と
も
な
く
し
て
、
低
賃
金
労
働
を
広
汎
に
利
用
す
る
こ
：と
が
可
能
と
な
，る
の
で
あ
る
。
し
か
も
景 

気
変
動
に
対
し
て
も
、
請
負
契
約
の
変
更
に
.ょ
っ
て
、‘
労
働
の
増
減
を
容
易
に
実
現
で
き
、' 退
職
金
の
負
担
：や
解
雇
に
と
も
な
ぅ
労
資
間
の
ト
ラ 

ブ
ル
を
一.
切
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
.の
：で
あ
る
。
：
V'
J
の
点
で
は
、
.
大
企
業
に
と
：っ
て
社
外H

は
臨
晻
ヱ
ょ
り
、
ょ

り一

層
有
利
な
も
の

と
い
え
よ
う
。

.-广

■ 

■ 

' 

' 

■ 

. 

■ 

. 

' 

. 

(

.

.

社
外
エ
の
作
業
内
容
に
つ
い
て
は
、.
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
造
船
業
を
の
ぞ
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
考
察
は
別

の
機
会
に
ゆ
ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
'造
船
業
の
ご
と
く
、
生
産
工
程
の
：大
部
分
が
、
造
船
業
作
業
場
内
で
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

ぅ
特
徴
を
も
つ
た
め
、
直
接
生
産
過
程
ー
の
ー
部
.に
.も
社
外
エ
が
入
り
こ
ん
：で
い
る
と
い
ぅ
雛
歡
を
め
ぞ
.け
ば
、」

ー
敗
的
に
い
っ
て
社
外
エ
ば
、
.鉄

鋼
ノ
化
学
等
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
ノ
基
幹
的
生
產
エ
程
以
外
に
お
け
る
構
内
作
業
に
従
事
し
て
い
る
も
の
と
い
え
が
^

0

.

も
ち
ろ
ん
、
基
幹
的
工
程
以
外
と
い
っ
て
も
、
生
産
工
程
.と
密
接
な
関
係
を
も
：っ
た
：

生
産
工
程
：に
附
随
的
■•補
助
的
な
作
業——

た
と
え
ば

鉄
鋼
の
場
合
の
築
炉
、

，

平
炉
修
理
、

\

 

口
処
理
、

ス
ク
ラ
ッ
ブ
処
理
、
.薄
板
切
断
、
企
業
内
運
^

#—

か
ら
、，
一
応
生
産
.工
程
と
は
結
び
つ
か
.

な
V 土

木

i

場
補
修
、
雑

役

、

等
に
い

た

る

ま

-e
、
’種
：々
雜
多
の
労
働
が
あ
る
,0
ぺ
し
が
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
は
、
基
幹
的

生

産

工

程
に

対
す
る

関
係
の
度
合
い
'と
い
ぅ
点
；で
異
な
る
と
は
い
.え
、
鉄
鋼
太
企
業
の
構
内
に
お
'い
て
行
な
わ
ざ
，る
を
得
.な
い
労
働
で
あ
る
と
い
ぅ
点
で
は
'い
ず
れ
も

.「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差
.

」

論
.に

か

ん

す

る

若

干

の

疑

点

.

一

 

五
L 

(
，

ヽ

ニ

七

)



一
六
〇

(

六
一
A)

共
通
し
て
.い
る
。
こ
.の
ょ
う
に
大
企
業
_の
勝
内
に
^
い
て
労
働
を
存

 ̂

原
对
4

、

r
p
r 

へ
築
場
、
.燃
料
：
機
姚
_
具
等
0-
主
要
が
生
産
手
段
の
；大
半
を
：餐
度
：の
：差
は
あ
れ)

：；.大
企
業
ゆ
依
存
し
や 

る
？
で 

あ
っ
て
、
社

外

*^
社
の
小
額
の
資
本
は
も
っ
.ぱ
.ら
労
働
者
の
募
集
、
：維
持
、.
.監
«
に
用
い
ら
れ
、
'み
ず
か
ら
所
有
す
石
生
産
手
段
ば
補
助
^
な
%'

.の
：に
限
ら
.れ
て
い
る
と
：い
ヶ
.こ
お
に
な
る
。：：

こ
の
意
味
で
，
社
外
ェ
組
織
は
、
明
ら
か
に
也
業
内
賺
0:
:

1:環
を
構
成
し
て
い
る
と
ハ
え
る
の
で

. 

.

.
 

.

.

.

.

. 

.
 

-

あ
っ
て
、
.社
.外
ェ
.
•は
.実
質
的
に
は
、
大
企
業
が
直
接
雇
用
す
る
臨
時
ェ
.と
ほ
と
ん
ど
：か
.わ
り
な
い
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と

思
わ

れ
る

0
 

:
.
:こ
の
ょ
う
に
、
，太
企
業
の
企
業
内
分
業
め
へ
ー
：辕
を
構
成
し
、
大
企
業
の
構
内
：で
作
業
を
行
な
：わ
ざ
る
を
え
な
.い
部
分
に
お
い
て
、
大
企
業
が
労 

働
屜
用
に
か
ん
す
る一

.切
の
實
任
を
回
避
.で
.き
る
&
外
ェ
と
い
う
形
で
、
：.雇
用
の
■不
安
定
な
低
賃
金
労
働
を
'広
汎
に
利
用
し
て
い
：る
と
い
う
こ
と 

は
"
.ま
こ
と
に
注
.目
セ
べ
き
こ
：と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
'0
■■

.

:(

て

：

：

.

以
上
の
ょ
う
な
社
外H

制
度
は
、
下
請
中
小
企
業
の
：低
賃
金
利
用
の
問
題
と
共
通
し
た
面
を
も
つ
と
は
い
え
、
両
者
は
ぽ
別
す
べ
き
も
の
で
あ 

る
し
、
大
企
業
本
ェ
に
あ
.た
え
る
影
響
と
い
う
点
で
も
"
.社
外
ェ
の
役
割
は
ょ
り
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
.

■

社
外
ェ
制
度
と
ー
般
の
下
請
中
小
企
業
と
は
、
直
接
一
屉
用
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
と
も
な
う
ー
切
の
.

負
担
’

労
資
の
対
立
を
避
け
て
、
大
企
業
が
低
賃
金
労
働 

を
利
用
し
て
い
る
点
.
や
，
大
企
業
が
景
気
変
動
に
ょ
る
雇
用
の
増
減
を
他
に
転
嫁
.
で
き
る
と
い
う
点
で
は
、.
両
者
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
明
ら
^
に 

区
別
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

,

請
負
会
社
が
太
企
業
の
経
営
内
分
業
の
一
環
を
担
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
.

下
請
中
小
企
業
は
、
.

一
.種
の
社
会
的
分
業
に
お
け
る
一
応
独
立
し
た 

资
本
と
し
て
、
，ti
己
の
作
業
場「

機
械
設
備
等
を
も
ち
、
多
く
の
'

場
合
は
原
材
料
も
自
己
調
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
の
機
能
と
い
う
点
で
請
負
会 

社
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
の
違
い
は
、
資
本

(

あ
る
い
は
親
方)

対
労
働
者
と
い
う
関
係
の
相
違
に
も
つ
ら
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
0 

ま
た
、
本
ェ
労
働
者
に
及
ぼ
す
影
響
の
点
で
も
、
下
請
中
小
企
業
め
低
賃
金
労
働
の
間
接
的
利
用
も
、
社
外
X
の
利
用
も
上
も
に
"

本
ェ
採
用
を
制
限
し
、

木H

の̂

求
を
お
さ
え
る
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
同
一
企
業
内
で
働
い
て
い
る
^ :
.

外
ェ
の
場
合
に
は
、
木
工
の
雇
用
の
制
限
、
賃
金
の
抑
制 

に
対
す
る
影
響
も
直
接
的
で
ぁ
る
だ
け
に
は
る
か
に
蜇
#

な
も
の
.

と
ぃ
ゎ
ね
ば
な
ら
な
ぃ
。
 

•

も

っ

と

も

請

負

会

社

と

下

$

小

企

業

と

は

、

識

的

に

は

以

忐

ょ

う

藍

別

さ

れ

る

べ

き

で

あ

ろ

う

が

、

議

に

は

5

の

中

間

的

_

が

多

く

作
 

在

し

て

V

る

と

く

に

造

船

業

の

ょ
う
に
部
品
伽

ェ

宰

請

中

小

企

業

S

す
こ

と

が

技

術

上
制

限

さ

れ

、

造

船

の

作

業

場

で

行

な

う

必

要

の

多

い

場

合

に
 

.

は
ぉ
外
ェ
が
実
質
上
臨
時
ェ
と
か
わ
ら
ぬ「

貸
ェ」

的

性

格

の

も

の

と

な

っ

て

い

る

も

の

の

ほ
か
、

一
部
に
お
い
：て
は

、

下

請

中

小

企

業

と

類

似

'L

た

形
 

で

、

生
產
手
段

を

か
な
り
所
有
し
た
請

負

会

社

が

、

生

産

工

程

の

作

業

を

請

负

い

、

資

本

蓄

積

を

す

す

め

て

い

る

も

の

も

あ

る

と

い

わ

れ

て

い

る

。

方

一
'

般
の
下
請
中
づ
企
業
に
お
い
て
、
元
方
大
企
業
の
下
請
中
小
企
蒙
対
す
る
蠢
本
強
く
、.：
技
術
、，生
産
計
画
、
労
働
組
織
の
す
べ
て
に
わ
た
っ 

て
強
V

規
I

う
け
て
い
る
場
合
や
、.
韻
立
の
1

1

を
所
有
す
と
ば
い
え
了
生
產
手
段
の
主
要
.
部
分
を
.
な
す
原
材
杯
を
-'
-

元
方
大
_

か
ら
|

支
給
さ 

,

れ

と

く
'
^

規
模
な
生
産
置
で
そ
れ
を
加
工
し
、
.
も
っ
ぱ
ら
加H

賃
収
入
を
えV

い
る
と
V

場
合
は
、
独
立
S

業
資
本
•

商a
g

生
産
者
と
し
て
の
性
格 

.

.

.

に
い
ち
じ
る
し
く
欠
け
、
む
し
ろ
実
質
的
に
は
大
企
業
の
経
営
内
分
業
の
一
環
I

し
て
い
る
請
負
業
と
い
う
性
格
を
強
く
も
っ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
.

、
賢

ェ

問

肩

一

部

力

社

外

ェ

麗

へ

.基

行

し

っ

っ

あ
る
と
い
う
点
は
、
官
庁
統
計
：で
はj

切
把
え
ら
れ
な
い
う
経
、
'現
在
の
と
こ
ろ
充 

分
な
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、,
正
確
な
把
握
は
き
わ
め
て
.
困
難
で
.あ
る
が
、
限
ら
れ
た
資
料
で
も
、
こ
の
問
題
の
重
要
性
、f

大
し
っ

っ
あ

る

こ

と

.は
十
分
推

察

で

ぎ

る

。
、

.

'

.
:

'

'

) 

. 

.

t

と
え
は
八
幡
麗
で
は
、
労
働
組
合
の
要
望
も
：あ
り
、：
三
四
年
年
頭
に
現
議
夫

(

臨
時
工)

の

讓

，

(

本
ェ)

へ
：の
切
り
か
え
が
声
明
さ
れ
た
が
、
 

こ
れ
は
減
少
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
臨
時
ヱ
の
本
工
兹
用
と
い
I

と
の
.
ほ
か
に
'

.

き
わ
め
て
大
■

社

外

丟

『

鉄
鋼
業 

の
合
理
：^

と
労
傲』

に
ょ
る
と
.
八
幡
製
鉄
の
社
外
ェ
の
量
的
推
移
は
第
十
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

• 

.

■

孝
太S

氏
は
.

7 \
:
幡

.以

外

の

大

手

で

':
%

同
様
の
傾
向
が
み
ら
.
れ
る
こ
.
と
を
強
調
し
、
昭
和
三
2 :

年
末
、
.

富
士
.
讓

、：.
本
ェ
七
、
ニ
：七
七
人
、
臨
時
ェ
四

'
V

 

九
〇
人
:

社
外
疋
七
、
二
〇
〇
人
、
富

ま

畑

、
本
ェ
一
：
一
、：〇
〇
o

<

臨
_

:

ェ
一
:

、
：ニ
〇
0

人

、
、
社

外

ェ

四

、
〇

〇

〇

人

、

'

鋼

管
.
.

(

川

崎

ゾ.贊

、.
富

山)

：
.
本

土
.

,-
*

七

、
：
六

八

：五

¥

臨
時
3

勹
八̂

 ̂

臨

時

：ェ.:
、
七
七
0

人
、
1

5

 

A

>
 

門
司
、'
高
砂
、.
.
太
允
保
、
.

.

.

^

 

A

>
 

: 

八
八
.
〇
人
と
い
う
数
字
を
あ
げ
て
w

.

y

o 

:

‘ 

：
：
 

•

:-「

企
業
規
模
別
貧
金
格
差」

.論
に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
点
':
'

'

'

'

へ
ニ 

V 
. 

-
 

r
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余
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
?)
1

。

.

造
船
業
の
場
合
は
，
生
産
工
程
の
特
徴
か
ら
：
部
品
如

H

が
、
：證
会
社
の
作
業
場
；に
お
い
て
、
行
な
わ
.な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ぅ
事
情
が
あ
る
た
め
、
か
な 

り
早
く
か
ら
社
外
ェ
、が
存(

社

て

い

る

し

、
こ
の
社
外
ェ
の
多
数
は
部
品
加
工
♦
組
立
工

程

に

入
り
こ
^
^

そ
の
内
容
も一

層
複
雑
で
I

。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
三
0

年
以
降
、
'

神
武
景
気
下
の
船
舶
輸
出
ブ
i

の
も
と
で
、
雇
用
の
増
大
の
大
半
が
臨
時
ェ
、
社
外
ェ
に 

よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
の
が
注
B

さ
れ
る
。

(

第

土

表

参

照

)

. 

®

. 

. 

. 

. 

.

.

.

.

.

. 

.

以
上
に
お
い
て
'

大
企
業
に
■お
け
る
臨
時
ェ
•
社
外H

問
題
が
、
三
〇
年
以
降
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
を
ま
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た 

力

こ

の

臨

時H

 

•
社
外H

.

は

本

ェ

に

く
ら
べ
て
、
定
期
給
与
、
臨
時
給
与
、
退
職
金
、
各
種
保
険
、
福
利
厚
生
施
設
の
利

用

等

の

.
点

で

本

ェ
 

と
種
々
の
格
差
を
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
企
業
に
と
っ
て
ー
人
当
り
賃
金
コ
ス
ト
の
.い
'ち
じ
る
1>
;>

節
約
と
な
っ
て
い
る
。

.

臨
時
ェ
の
賃
金
水
準
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
ょ
う
に
、
き
わ
め
て
低
い
S

十
二
表
参
照)

。
臨
時H

の
多
数
が
基
幹
ェ
：程
に
お
い
て 

本
ェ
と
並
ん
で
就
労
し
て
い
る
と
い
う
機
械
、
電
気
機
械
器
具
、
輸
送
用
機
械
器
具
で
も
、
臨
時
ェ
.の
平
均
賃
金
は
、
三
六
年
四
月
、
男
子
で
は 

1

方
数
千
円
、
女
子
で
は
八
、

一

三
八
円
と
い
う
低
さ
で
，あ
る
。
し
か
も
、
わ
.が
国
の
賃
金
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も

っ

.て
い
る
臨
時
給
与 

(

ボ
丨
ナ
ス)

、
退
職
金
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

臨
時
ェ
の
貪
金
の
低
さ
は
一
層
顕
著
；で
あ
る
。

臨
時
給
与
S

は
V
え

そ

の

額
は
き
わ
め
て
低
い
準
三
表
参
照)

し
、

屢

金

に

つ

い

.て
は
、

支
給
さ
れ
る
も
の
は
ご
く
一 

部
で
、

支
給
さ
れ
る
_
合
も 

錢
I

」

、「

退
職
慰
労
金」

と
い
.う
名
目
で
非
常
>に
少
額
の
も
の
が
支
払
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
交
通
費
、
.扶
養
家
族
費
、

住
_

等 

の
諸
手
当
で
も
差
別
.の
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
年
次
有
給
休
暇
等
の
有
給
休
暇
、
社
宅
等
の
企
業
内
福
利
施
設
の
利
用
、
社
会 

保
険
の
利
用
に
お
け
る
臨
時H

の
差
別
を
考
え
：る
と
、
臨
時H

の
労
働
条
件
の劣

}！

さ
は
ょ
り
大
き
い
も
か
と
.な
り
、
企
業
に
と
っ
て
臨
時
ェ
の 

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

論
に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
点 

1

1
こ
、
三
1ニ

第十表八幡製鉄における職員，本ェ，臨時ェ，社外ェの量的描移

1952年 4 月 1 957 年 1960年 3 月 1962年春

m 務 員 1 
職 員 技 術 員  

〖叚 務 員 J

本 ェ 馏 1 1 }

臨時ェ { ■ }

社 外 エ （請负職夫) 

合 計

5,891人

32,117

3,178

4,409

45,595

6, 941人

30,689

718

21,480 

59, 828

7, 422人 

31,533

35, 000 
(61年暮 42,000)

73,955

8,000人
(推定）

45.135

16,000 
( 6 月現在）

69.135

明治大学社会科学研究所編「鉄綱業の合理化と労働」 230頁ょり別用。 —
同書注九州経済調査協会「北九州経済調沓ム八播製鉄株式会社「八幡製鉄所」，鉄綱労 

輝 「各組合の最近6 年間の統一闘争批准投票一覧」, 1962年 8 月 2 0日 「鉄鋼労連」 

などの资料から作成する。 社外ェ 35,000人の数字は現地における製鉄労g 員から 

の聞き込み調迸(注15)の結果による。

第十一表主要造船所における雇用形態別労働渚数の推移

•
2 7 年 3 0 年. 3 1 年 3 2 年

7 月 1 2 月 6 月 1 2 月 6 月 1 2 月 6 月

本 エ  

臨 時 X  

社 外 工

65,744 

10,853 

10, 298

71,812 

11,325 

14,145

68,889 

4,407 

12, 348

68,251

8,815

19,531

： 69,488 

11,136 

• 26,564

68,735 

13,488 
34, 242

70,099

17,161

34,245

運輸省船舶局資料による。

生産性研究所『技術革新と労働力構造』付表寧ー表より引用。 

主要造船所数は年度により若干相違がある。

一
六 
一
—*(

六
三
〇)

.
ま
た
山
下
竹
史
氏
の
富
±
製
鉄
広
畑
の
調
1
^
^
、
富 

1
士
広
畑
製
鉄
所
三
六
年
八
月
現
在
、
事
務
員
一
、
九
0

0 

人
、
作

業

員

-J
H)

九
、
八
九
八
人
、
現
業
員
.

(

臨
時 

.

ェ——

常
用
"
'期
間
雇
用
、
日
雇
計)

,八
六
八
人
、
社
外 

H

七
、
〇
〇
〇〜

1

〇
、
〇
〇
〇
人
と
さ
れ
て
い
る
。

総
評
の
三
六
年一 

二
月
の
第
六
回「

臨
時
•
下
請
け
制 

度
撤
廃
中
央
集
会」

に
：出
さ
れ
た
資
料
で
.

も
、
労
働
者
の 

臨
時

H

制
度
廃
止
運
動
に
対
応
し
て
、
鉄
鍋
"

造
船
、
化 

学
な
ど
重
化
学
工
業
、
お
ょ
び
電
気
、
通
信
、
運
輸
な
ど 

の

「

間
接
工
程」

に

お

い

.て
、
臨
時
ェ
制
度
が
社
外
ェ
に 

大
幅
に
き
り
か
え
ら
れ
て
い
つ
て
1>
る
こ
と
が
強
調
さ
れ 

て
い
る
。
；そ
れ
に
ょ
れ
ば
、
八
幡
製
鉄
、
本
ェ
三
八
、
〇 

◦

〇
人
.

に
対
し
社
外
.

ェ
ニ
八
、
〇
〇
〇
人
、
川
崎
千
葉
製 

鉄
所
、
本

H

八
、:'I

七
三
人
に
对
し
社
外
工
約
一
万
四~

 

五
、
0

〇
〇
人
と
、い
わ
れ
て
1̂

&
。

.

:

昭
和
三
'

五

年

「

労
働
生
産
性
調
査」

.

は
、
鉄
製
錬
業
の 

r

平

平

炉

の

「

間
接
工
程」

に
か
ぎ
つ
て
、
下
請
ェ
の 

調
查
を
し
.

て
い
る
が
、.

全
労
働
者
中
下
請
.ェ
の
し
め
る
比 

重
は
；、
輸
送
六 

一
％
、
原
料
工
程
六
七
％
、
修
理
六 

一%
 

と
'

、
い
ず
れ
に
.

お
い
.

て
も
、
下
請
ェ
が
全
労
働
者
の
六
割



臨
時H

と
本H

と
の
平
均
賃
金(

定
期
給
与)

.
を
比
較
す
る
と
、

各
種
の
調
査
に
お
い
て
、

臨
時
ェ
の
平
均
賃
金
が
本
ェ
の
約
五
0
丨
六
〇
％ 

の
間
に
分
散
し
て
.い
る
こ
と
が
明
ら
か
I

る
。
%

っ
と
も
臨
時H

と
本H

と
の
賃
金
の
：比
較
は
、
定
期
給
与
の
平
均
額
の
比
較
で
は
不
充
分
で 

H

、
種
々
の
点
で
む
ず
か
し
い
麗
を
ふ
く
ん
で
い
る
が
、
，本
稿

の

崖

に
と

っ
：て
は
、
大
企
業
に
：お
け
る
臨
時
工
の
賃
金
水
準
H

 

低
さ
を
強
調
し
て
お
く
こ
と
で
十
分
で
；あ
ろ
う
し
、.
臨
時
土
.の
賃
金
水
準
の
絶
対
的
低
さ
と
4

点
に
つ
い
て
は
、
大
f

な
比
5

尤
あ
る 

が
、
臨
時H

の
平
均
賃
金
が
木
工
の
わ
ず
か
五
a
丄

8

%

、

ボ

丨

ナ

ス

が

ニ

：
〇

丨

三

^

に

緊

^

意
味
を
も
つ
と
い
え
よ
う
。

.

-

•

'

.

.

.

 

•

r

第
一
に
、
定
期
給
与
以
外
の
臨
時
給
与
、
：退
職
金
、
諸
I

に
お
い
て
I

ら
に
：い
ち
じ
t

い
蒙
つ
け
ら
れ
て
：，い
る
t

あ
、っ
$

こ
の
差
を
ど
れ
ビ 

け
加
算
す
る
か
と
.い
う
：こ
と
に
よ
|

両
者
の
比
率
は
左
右
さ
れ
る
|

^

^
 

ニ

へ

,

'

-'
'

,

■

'

: :
の

差
を

'

ま
た
、
臨
時H

と
本
ェ
の
賃
金
比
較
に
お
い
.て
は
、
|

ェ
の
作
業
内
容
や
年
齢
糞

ぎ
の
よ
う
な
囷
難
が
あ
る
。

:

.

-

 

.

.

.
-

... 

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

•
•
•
•
-
• 

. 

, 

. , 

•
•
/
•
•
•
• 

,

.'
'

I

え
ば
隅
谷
一
一
ー
實
氏
は
ぐ
本
ェ
と
達
^

格
差
！

e

め
，
ォ

广

と

と

し
.し
义
力
'っ
て(

注
^
!時
エ
；『

低
賃
金』

.の
問
題
は
.、
.臨
時
ェ
ニ
般
の
麗
と
い
う
'
,そ

、.

一|

十
五
：S

 

、，
太
.

XL

r
年
户
臨
時H

 -

と
っ
-'
-

T

こ
そ
深
亥
众
も
の
で
愚」

と
い
わ
れ
る
。.
た

レ

か

に

、
、
中
•
'高
年
層
の
臨
時
ェ
の
低
賃
金
の
深
刻
さ
：は
顕
著
な
.も
の
が
.あ
る

. 

V
:

し
か
.：し
な
が
ら
、
.臨
時
ェ
；の
賃
金
間
谭
は
決
し
て
こ
？

う
な

,

若
年
層
で
は
本H

と
臨
時H

.

と
S

金
は
.奮
り
差
が
な
い
が
，
若
年
層
の
低
I

は
'次
節
2

る

ご

拿

本
土
自
体
に
お
い
て
も
問
題
で
.

I
。：し
た
 

.
が
：っ
てV

若
年
層
，
身
に
李
若
年
層
で
は
、.

1
ェ
を
本
ェ
身
^

,

題
を
I

た

う

霉

層

義

^

「

企
槳
規
模
別
賃
金
格
差」

論
に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
锿
'
..-
: 

,

. 

.

1

六

五

(

六
三
l
e

「賃金寒態総合調査」より作製。

第十二表常用ェ.臨時ェの平均賃金

年 次 備

9

考 本 ，ェ (A) 臨 時 ェ (B) B
A

,3 0 年 1 2月 

32 4

関西経営老胳会調
12月は傘下77褀業所1 

32, 4月は138唞 槊 所 )
製造栗，商業，運輪,金融栗等を含む

21,853円（男) 

22,512 (//)

11,948P3(55) 

12,606 い )

60 % 

56

32 12
芻{J劣賴(調在対象50人以上，製 

産業の80祺務所)，生庠労 
_ 考（きまって支給する給与）

27,100 11,800 44

34 4
尼崎エ菜経営渚協会調 
(中小企栗をふくむ138部務所） 
現金給与額

. 25,097 13,752 55

(1 時間当り货金)

労調 r鈇 X 145.7 円 73.5 円 50
•働 
生

紙. • パ.ル•プ.ェ業_:: 107.9 51,0 47 .
35 2 産

性
自 動 m 製 - M 業 153.9 59.3 ’ 39

統 .
計查

霜 動 機 製 造 業 109.1 49.0 45
1硫 安 製 造 業 159,4 90.6 57

• 9/

1 恃
m 造 業 計 (男) 28,075円 14,678 52

へ 金ニ： " (女） 10,936 8,411 77

36

き炎 o  
ま m x 鉄 . m m 35,002 16,454 47

4 X 1 ? 機 械(男） 27,295 14,159 52
支調な 
給.在t
る '祭

常気機械器 -具(历） 22,155 11,980 54
" (女）' 10,181 8,138 80

m き 輪送用機械器具(男） 30,972 : 17,310 56

30〜3 4年の 3 調査は山下不二男氏前捍「臨時エの雇 用 と賃 金 丄25頁より引；？]。 . 
「労働生産性統計調査」のものは，同報告書35年，3 9 頁より計算。

「賃金実態総合調查j は同報告書より計算。たた*し製造寒計にっいては，第十四表注に同じ办

第十三表平均年間特別に支払われた現金給与額 .
— (1000人以上企業）（35年 1月から 1.2月） '  -

本 エ （八) 臨 時 ェ ㈤ B
A

鉄 鋼 （男） 88,813 15,913 18 %
機 械 （男） 77,012 16,082 21
電 気 櫸 械 器 具 （男） 69,100 9,260 13

" (女） 33,027 9,990 31
輸 送 用 機 械 器 具 （男） 91,172 24, 627 27 ，

る
こ
と
が
明
ら
か 

で
あ
る
.0

..(

社
外
エ
の
賃
金

に
つ
い
て
も
、
全 

く
同
様
の
こ
.と
が 

.
Vわ
'れ
て
.
Vる 

が
"
社
外
エ
の
種 

:

類

が
複
雖

な

ぅ 

え
、.
そ
れ
ら
の
賃 

金

に

.
つ

い

て

の

充
 

分
な
調
査
が
ほ
と 

ん
ど
な
い
た
め
、
 

現
在
の
と
こ
ろ
は 

論
及
す
る
こ
と
を 

避
げ
、
注
で
補
足 

す
る
に
と
ど
め
て

六
吗
l.
'

s

n

l

)

'
V
:

費
用
は
き
.わ
め
て 

.

割
安
と
な
ら
て
い
，



時H
、
.

社
外
エ
の
問
題
が
無
視
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
.が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
 

、

獲
々
の
狃
占
的
優
位
性
に
よ
っ
て
高
い
利
潤
率
を
享
受
し
て
い
る
と
い
う
大
企
業
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
臨
時
エ
、
社
外
エ
が
^
;
な
り
の
比 

31

を
し
め
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
^
実
、
し
か
も
こ
の
問
題
が
、「

技
術
革
新」

に
と
も
な
う
大
企
業
の
発
展
過
程
に
お
い
て
決
し
て
解
決
さ 

れ
な
し
ば
か
々
か
、
む
し
ろ
そ
の
重
要
性
を
ま
し
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実
.は
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
ィ
。

&
時
丁
の
夢
合
は
.
.
'
^
,
上
そ
.の
大
^
が

「

常
用
労
働
.者」

の
規
定
に
ふ
く
ま
れ
、
.大
企
業
，労
鋤
.者
と
い
'う
こ
と
七
な
っ
て
.
'い
る
の
.で
あ
っ 

て
大
企
業
労
側
者
の
な
か
に
は
、
こ
の
よ
う
な
低
賃
金
の
臨
時
.エ
や

つ
ぎ
に
み
る
低
賃
金
労
働
者
等
が
か

，

な
り
大
き
な
比
重
で
存
在
し
て
い
る 

の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
れ
ば
、
平
均
賃
金
を
も
と
に
し
て
、
巨
大
企
業—

相
対
的
高
賃
金
、
中
小
企
業
丨

相
対
的
低
賃
金
、
規
模
別
賃
金
'格 

差
と
規
模
ガ
好
加
鉱
値
生
産
性
格
差
と
の
対
応
丨
^

―
-

■と
い
う
事
実
認
識
を
す
る
'こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
大
企
業
に
お
け
る
臨
時
エ
の
社
外
エ
化
は
最
近
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
.、
.こ
の
場
合
、
社
外
エ
：の
低
賃
金
問
題
は
於
^'
1:
'

1
か
和
4:
' 

業
ダ
#
者
の
1
賃
金
ら
題
と
し
て
現
わ
れ
し
た
が
っ
て
、
本
エ
と
社
外
エ
の
賃
金
格
差
は「

1
業
規
模
別
賃
金
格
差」

と
し
て
現
わ
れ
る
で
あ 

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

問
題
は
、
決
し
て
、
資
本
集
中
仮
説
や
、
独
占
価
格
機
構
仮
説
等
で
扱
わ
れ
う
る
問 

題
で
は
な
L

又

こ

れ

は

下

_
中
小
企
業
に
お
け
る
低
«-
:
金
利
用
と
も
共
通
点
.を
も
つ
と
は
い
え
同
ー
視
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
巨
大
^
業 

が

直

接

企

業

内

.て
働
い
て
い
る
労
働
者
を
社
外
エ
と
い
う
形
態
で
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
雇
用
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
と
も
な
う
一
切 

の
食
担
を
！

£1

避
し
つ
つ
極
度
の
低
賃
金
^
働
を
広
沉
に
.利
用
し
て
い
る
の
.で
あ
:̂

か
ら
、
実
質
的
に
は
.社
外
エ
.の
'低
賃
金
拙
題
は
■、
.
.中
小
た
業

 ̂

,f
者
と
し
て
で
は
な
く
：
大
企
業
劣
働
者
の
低
賃
金
問
題
と
し
て
取
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
.

こ
こ
に
も
ま
た
、
最
近
の
，'「

企
業
鹿
模
別
賃
金
格 

差」

論
で
見
落
さ
れ
て
.い
る
一
つ
の
重
要
な
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
•い
。
. 

.

.

(

注
1)

た
と
え
は
総
評
調
査
！：̂
究
r

『

臨
時
エ—

丨
化
学
同
盟
.の
.調
查
か
ら』

.(

三
四
年)

，：：は
？
(1
)
自
然
的
条
件
に
.よ
0
て
作
業
が
制
約
さ
れ
二
時
沏
の
み
-̂ 

用
さ
れ
る
季
節
労
響
、
⑵

ー
ー
ニ
年
の
職
■

定
法
で
、：
従
来
の
組
制
度
に
よ
る
労
務
供
.̂
.業
が
禁
止
さ
れ
た
際
、：
臨
時
エ
’と
な
っ
た
も
の
で
、
荷
役
，
讓

「

企
業
規
從
另
賃
金
格
差」

r

に̂

ん
す
る̂

干
の
疑
点
‘ 

_ 一
 

匕

へ
J5
-」

I

V

第十四表本エ 

( 製造業，1000人以上規模）36年
臨時ェの年齢別質金比較

r
労 務 渚 (男） 労 務 _者 .，_ (女)

常用名義(A) 臨時 • 日mv 
雇 名 義 网

• (B)/(A) 常用名義切 臨時*日的 
屉 名 m {D) (D)/(C)

17歳以下 8,430 8,064 95.7% 7, 629 6,959 91.2%
18 〜 19 13,372 11,959 89.4 9,366 8,128 86.8
20 〜 24 17,333 14,090 81.3 11,114 8,873 79,8
25 〜 29 23,430 16,315 69.6 14, 627 8,894 60.8
30 〜 34 30,702 19, 294 62.8 18,001 8, 680 48.2
35 〜 39 35,272 20,599 58.4 18,278 8,789 48.1
40 〜 49 39,797 21,176 53.2 18,445 9,305 50.4
50 〜 59 41,360 20,985 50. 7 19,226 9,535 _ 49.6
60歳以上 23,222 17,420 75.0 12,082 8,106 67.1

計 28,075 14,678 52.3 10, 936 8,411 76.9

「賃金実態総合調连i  (ただし，集計未発表のため, 
12頁より引用。)

「労働統計調查月報j 1962年; 7 月号,

.

.
一
 

六
六
：
.

(

六m

四)

：
'

.
り

:'
臨
時
給
与
に
お
.い
て
.は
か
な
：り
の
差
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ひ
か 

最
低
辺
€)
.若
年
臨
時
--
1
:の
存
於
於
、；
若
年
本
ェ
.の
«
金
：を
抑
制
ず
る
役
割
を
演
じ
て 

■

い
る
と
；
と
：
に
注
法
目
し
；
な

け

；れ

ば

な

ら

；
な

い

。

蓊

十

--
*
一
 

•士
一
一
表
の
*

気

機

械

器

具

の 

.女
子
：の
賃
金
は
：、

こ
•う
し
た
事
情
を
端
的
に
し
め
す
も
の
と
い
え
る
。)

す
で
に
み 

た
ご
と
く
最
近
で
は
、機
械
産
業
.の
ご
と
く
基
幹
的
ェ
#

に
_

く
胄
#

ェ

に

お

い

て

、
 

こ
：う
；し
^

^
年
>
女
子
の
臨
時
ェ
が
増
欠
し
て
い
る
：の
で
あ
；0
て
、
こ
こ
：に
大
企
寒. 

■に
お
け
る
差
別
支
配
の
間
題
の
深
さ
を
ょ
み
と
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

.同
様
の
こ
と
は
、
：間
接
工
程
に
利
用
さ
れ
，る
臨
時
ェ
社
外
ェ
：に
つ
い
て
も
い
え 

る
。.
運
搬
.、
原
材
料
姐
理
、
雑
役
等
の
.労
働
に
つ
い
‘て
は
、「

般
に
雑
双
©
労
働
が 

不
当
に
低
く
評
偭
さ
れ
て
い
る
た
め
、；
こ
れ
ら
が
、.
臨
時
ェ
や
社
外
ェ
の
み
に
ょ
っ
- 

て
行
な
わ
れ
て 
い
る
場
合
に
ば
、
本
ェ
と
の
賃
金
格
差
.は
、
労
働
の
質
の
差
に
ょ
る 

:■

も
の
と
い
，わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
少
数
の
本
ェ
が
一
緖
こ
■働
い
て
い 

る
場
合
に
も
、
そ
の
本
ェ
自
体
が
、
不
熟
練
、
雑
役
労
働
と
し
.て
、；
不
当
に
低
い
賃 

金
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
湯
合
も
、
臨 

時
ェ
の
賃
金
.を
._

 

二
，緒
に
.労
働
し
て
い
る
本
ェ
と
比
較
し
た
の
；み
で
.は
，
臨
時
ェ
の 

傯
賃
金
問
題
は
.明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
で
あ
.ろ
う
。

㈥

: 

:
 

■ 

■ 

- 

以
上
の
簡
単
な
考
察
か
ら
も
、
大
企
業
労
働
者
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
臨



.

:

'

:ノ

.
■;
:

;

.

.

.
'
-'
:
::
■

.

'

'/
:■:
:「

：
；

;
,:•
.
■'
,
,一
六
八
：

(

VN
三
六)

S

;嘉
労

働

に

従

事

し

て

V
.る
も

の

、
，

S

用

期

間

中

で

、
；

’
Vず
れ

自

動

的

に

本

ェ

な

る

も

の

昼

業

本

来

1

:

1

1

如H
て
あ
り
ニ
往
V
ず
れ
本
土
に
採
用
さ
れ
る
も
の(

こ
れ
は「

労
働
異
動
調
查」

”
で
も
、「

本
ェ」

：の
中
へ
入
れ
ら
れ
：て
い
る
。.：.：注

村

) 

て
t

が
、
⑵
⑷
⑶
は
こ
れ
ら
と
性
格
I

I

と
い
ぅ
。ン
⑵
と
⑷
は
。
政

U

J-
C

n

議

企

て

 

i

i

i

l

i

f

 

れ
る
！

 

‘

“

H

a

J
v r
w

2
さ

れ

る

雷

は

な

い

：

…

■ま
し

て

？

思

ょ

ぅ

に

f

厲

用

さ

れ

、

し

か

も

⑵

が

/

 

j

: i
t ®
t
す

る

？

由

は

さ

ら

に

成

り

立

た

な

-
>
?
'
あ

る

。

」

と

ず

る

。
：
そ

し

て

、

こ

、の

本

來

.「

成

り

I

な

い

は

ず

」

の

も

Q

H

つ

て

ふ

る
 

こ

と

「

臨

時

ェ

な

.ら
ざ

：る

臨

時

エ

」

.に
臨

時

エ

問

題

の

対

象

が

あ

る

と

_い
ぅ

。

(

同

三

丨

五

頁

)

：

'

〜

/
 

f

て

I
る
 

(

注

2)

/
臨

時

ェ

ー

の

最

的

把

握

は

官

庁

漱

計

に

お

い

て

は

き

わ

め

て

困

難

で

あ

る

。

:

.

:
 

ニ

.
:

「

肩
知
の
ご
と
く
、「

毎
月
勤
労
統
計
調
直」

等
の
多
く
の
統
計
は
霧
者
を「

常
用
労
働
者」

と
：「

臨

時

•
農
 

が
 

^

^

1

の
規
定
は 

'

「

期
間
を
き
め
ず
、
ま
I

一
力
月
を
超
え
る
期
間
I

めV

雇
わ
れ
て
い
る
者」

.

1
つ
て
い
る
が
、
^

^
 

i

れ

崎

“

「
ち
、，
？

前
i

!

一
八
日
以
I

わ
，れ
た
者
|_
を

も

ふ

ぐ

む

と

さ

れ

て

い

る

。
 

.
わ
が
国
ェ 

業
に
就
業
し

.
わ
が
国
工
業
の
臨
時
ェ
問
題
に
.お
い
て
対
象
と
す

る

臨
時
ェ
は

、
.
f
変
動
に
ょ

っ

て
変
動
す
る

こ

と

は

あ

：っ

て

も

、

.が

f

の

期

間

こ

わ

ヒ

っ

て

同

一

企 

茱

は

業

し
C
事
実
上
常
用H

化
し
て
い

る

も

の

が

少

な

く

な

い

の

で

あ

る

か

ら

、

右

の

規

定

で

は

、
：

そ

の

大

部

分

が

f

労

働

者

」

に

ふ

く

ま

れ

る

こ

と
 

は
“
し

- 5
p

x i
ぇ

「

労

働

異

動

調

查

」

で

は

、
，

こ

.の(
「

常
用
労
働
者」

.
の

分
類
：’

言

的

と

し

て

、

毎

年

末

、
■

「

常

用労
働

者

」

を

「

雇

用

契

約

s

間

こ

紐
 

p
, 

r

f
さ

れ

|

(

た
だ
し

「

試

用

ま

た

は

見

罵

間

中

の

.者
で

も

、

そ

れ

ら

の

期

間

が

終
了
後
、
前

者

の

.就

業

規

則

の

適

用

を

う

け

る

予

幻

の

者

」

ノ

H

i

m

I I
o

l

 

f

i

l

l

 

(

い
わ
ゆ
る「

重

」

.「

I

、

後
者
を「

臨
時
.
日
雇
名
義
の
者

」

.
ノ

>
ゆ
え
：&

時H

に
つ
t

て

は

-,
労
働
異
動
調
茶」

が
も

っ

と

も

良

く

利
用
さ
れ
る
が
、
こ

れ

と

い

っ

て

も

、

充
分
な
も

？

は

欠

.ハ

.。
こ

っ

「

蓮

 

•
て

は

「

I

契

約

|

に
,

限
な
く
雇
用
さ
れ
た
者」

は

「

本

ェ」

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
ょ
う
に
雇
用
期
間
の
制
限
が
な
い
に

も

か

か

わ

ら

ず

、

実

際

上
臨 

指
、

H
扱

-
,

を
う
け
て
い

る

者
も
あ
る
。(

た
と
え
ば
三

ニ

年
の
関
西
経
営
霞
会
の
調
査『
臨
時
従
寶
の
実
態』

で

は

、

期
間
の
定
め
の
な

い

臨
I

の
み 

を
厲
用
し
て
い

る

囊

所

は
一

七

％
、
期
間
の
靈

の

き

者

と

.な
い
者
の
両
者
を
使
用
智

い

る

囊

所

は

ニ
.一
一

.
％
で

あ
る
。)

:

i 

•.
.

.

I

、
問
題
と
さ
れ
る
臨
時
ェ
の
大
半
は「

常
用
労
働
者」

に
ふ
く
ま
れ
て
い

る

と

p

わ
れ
る
が
、
■以
上
の
規
定
か
ら
も
分

る

よ

う

に

、

臨
時
子

馬

の

総
数
は
、：；
常
ル
労
働
者
/
の
う
ち
.の

「

臨
時
，
旦
I

義
の
素」

.
と
，「

毎
月
I

統
計
調
査」

#

の

「

常
用
労
働
者」
以
外
の
'「

臨
f

雪

馨

」

数
を 

办
算
し
た
も
の
で
あ
る
が
ら
、
こ
の
点
の
吟
味
も
必
聚
で
あ
る
。

■

'

■ま
/

-̂
文
で
.主
摘
し
た
ょ
う
に
'
.
.
煆
近
で
は
.「

i
s
r?i
員」

、「

f:
員」

.

.等

の

名

称

，で

、
実

際

上

臨

時

■ェ
■と

類

似

し..た
'.差

別

を

う

け

で
.い
：
る
.
%'
■.
.の

が

増

大

し

て

い 

る
が
ノ
こ
め
点
も
ぐ
右
の
っ
調
奔
で
は
も
ち
ろ
ん
把
え
ら
れ
な
ハ
。

；
 

：

,

:

:
.

 

V
.
. 

'

(

注
3)

三
〇
年
以
降
に
つ
い
.て
は
、
関
.西
経
営
者
協
会『

臨
時
従
業
員
.の
実
1
'

』

.：：

(

昭
和
ー
4
1
1年)——

会
員
企
業
：を
対
象
と
し
、
回
答
の
.あ
.っ
た
.ニ
ニ
入
_
業

所
を
調
渣
し
た
も
の
、
労
働
省
雇
用
調
进
課T

臨
時H

に
関
す
る
実
地
調
蜜
の
結
果
概
要』

：9

3

?四
反)

^
—

;

「

製
造
業
0
中
で
比
較
的
臨
時
ェ
を
多
数
觅

川
し
て
い
る
六
〇
事
業
所」

を
対
象
と
し
、
主
と
し
て
三
.一
一
年
十
二

月

末

の

状

況

め

：
つ
い

.て
調
查
し
：た
も
の
>
、
東
京
都
労
働
局
；『

衆
京
都
に
：お
け
る
臨
時H

の
_

版
用
状
況』

(

三
六
年
七
月)

——

同
年
六
月
束
京
都
の
.製
造
業
の
う
ち
、：
三
〇
〇
人
以
上
規
模
の
全

事

業

所

に

調

查

表

を

依

頼

、

回
収
さ
れ
た
1
実

な

も
の
四
 

■九
七
^
業
所
の
.調
进
.、.
.
.
が
.あ
：る
。
.
.
.

路
翌
の
三
〇
年
代
S

け
る
趨
|^
に
ら
い
て
は
、/

労
働
省
雇
用
調
査
調「

最
近
に
.お
け
る
臨
時
ェ
の
労
働
^
情
と
臨
時
ェ
.問
題
の
動
向
 ̂
.

(

労
働
統
計
調 

，
に
お
け
る
臨
時
ェ
間
題」

H

. 

. 一
 

： 

ニ
五
年)

；
、
隅

谷

三

喜

興

氏

f

0

 

(

注
.4)

こ
# .

働
甶
書』

，_ー
九
六
〇
年
版
、
. 
一：
--

一
 
〇
頁
.°
'
 

.

.パ
：
‘;■
>

:

.

ン
:

■,

(

注
s)

_『

労

働

磨』

' 

一
九
六
二
：年
版
、
；
ニ
：-:
'

i
.
l頁
。『

経
済
白
書』

三
七
年
版
、

一
六
三
丨
四
頁
。

" 

V 

(

f

:) 
_

秦

都

労

働

局『

I

都
に
お
け
る
臨
時H

の
雇
用
状
況』

：

(

注

墓

照y

は
、
大
企
業
に
お
：い
：て
臨
時H

.

の
本
I

用
を
実
施
す
る
事
業
所
の
多
い 

a
由

と

し

て

.
'

「

規

模

の

大

き

い

^

業
所
で
は
技
術
革
新
の
進
展
に
ょ
る
#

純

労

働

分

野

の

.
拡

大

か

ら

生

產

抒

程

の

か
.な
り

の

部

分

ま

.
で臨
時

ェ

が

進

出

し

、
本
 

H

と

始

ど.同

じ

：
仕

事

に

従

祺

し

て

い

る

の

.
で

 

> 本

エ

に

登

用
_さ
れ
ざ
る
を
え
：な
；1>ゝ

.

：

.

-(

九

頁

ブ

と

：の

ぺ

.て
い

る

。 

，

(

注
7)

「

日
経
速
タ
ィ
ム
ズ」

三
ニ
年
五
月
ー(

5
ー
日
附
，「

臨
時
ェ
問
題
に
再
検
討
の
耍」

：(

前
掲
：
' マ
最
近
に
お
け
る
臨
時
ェ
の
.労

働

事

情

と

：
臨

啤

ェ

：問

題

の

動

ノ
 

向
1
.
.
1
.
三
1:
よ
り
弓
用
0)

：'

.

. 

:

:

;

.

「

.

. 

. 

.

.

.

.

，
ぐ.
.'■)

.ベ：

•?
8)

労
側
省
が
；三
七
年
二
月
に
行
な
っ
た
.事
例
調
査
で
は
、
工
作
機
械
、
電
気
機
器
、
自
輩
の
産
業
で
は
、
，本H

登
用
率
五
〇
％
以
上
の
事
業
所
が
半
数 

近
、'
^
.達
し
て
し
る
と
、
う

.(

.

『

恨̂

白

書

』

..： 
一

i

ノー'一
年
版
、H

 
一.. ニ
頁)

.。'

,こ
？

の
.事
.例
調
鸯
の
く
わ
し
.い
：内
^
は
知
る
.こ
と

が

.で
き
な
.か

.っ.た
が

、

.こ

.

.
れ

ら

 

は
本
文
で
指
摘
し
た
と

お

り

、

臨
時
工
.の
比
重
が
非
常
に
高
く
、
甚
幹
ェ
程
で
就
労
す
る
臨
時
ェ
の
比
重
も

高

い

の

で

、
：

こ

の

ょ

う

な

傾

句

が

み

ら

\
る
5 

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
た
が
ら
、
：他
の
調
霉
は
、
本
ェ
：登
用
が
|

ょ
う
に
進
ん
で
1>
な

ま

ミ

が

忘

き

.れ
：て
^
 ̂

: 

' 

:

.

「

経
済

闰
書」

一一1七
年
度
版
は
経
済
企
画
庁「

景
気
調
整
下
の
労
働
実
邈
調
査」

：(

三
七
年
ま
岑

■

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

：論
に
.か
ん
す
る
若
干
の
疑
点
V

..
;

'
•

へ

.

ニ
、
し

.ご
ヽ
三
匕
ノ
.



第 十 五 表 本 ェ 昇 格 の 年 齢 的 制 限

25歳以下 35歳以下 50歳以上 萆哗なレ 計

300〜499人 M L模 24.3 21.6 21.6 32.4 100%
500〜999人 43.2 -27.3 11.4 18. 2 .100
1000人 以 上 , 54.1 32.4 5.4 8.1 100

都における臨時エの雇川状況J 29 IU

.
-
ン
 
C 

ノ I i j 
/
}

'V
お
|

^

エ

昇

格

者

：
の

絶

対

数

の

増

加

、
：
：
.
本

エ

採

用

者

中

に

じ

め

る

^

':
“

H

、f
福

!!T

陳

；
し
が
'
U

I

0

 

r

万
三
、

ン
っJ

掲り雇
用状況

』

に

よ

る

と

、

大

規

模

企

業

ほ

ど

本

i

用
を
実
施
す
參
業
所
於
は
多
く
な 

.1

"

y

p

队.エ
|

にI

る
本
エ
登
用
i

比
率
i

六
年
六2
白
現
在̂
^

.

h〜

げ

ほ

は

'—
-
息

期

間

鍋

エ

産

用

さ

れ

た

も

の

の

I

は
1

0

?

 

五 

1

〇
〇〜

プ
プ
九
人
規
I

一一一 
五

.

I
、.
一
、
：〇
8

入
以
上
規
模
で
ニ
九
、

八
f

，
大
規
模
企
業
ほ
：ど
，
比
率
f

 
く
な
っ 

■
て
V
る

、(

同

—-
-
o
頁)

.
へ

I

」

パ

パ

■

調
1

よ
る
と
、
第
七
表
で
し
め
し
^

^

大
企
業
I

多
数
の
臨
時H

が

存

在

す

る

が

、

一
一
一
五 

•4
.
7
ノ
，
=
=
:

て
本
エ
ド
登
用
さ
れ
た
も
の
.の

数

は

日

立(

六
、
八
〇
〇)

、
東

芝

§

’
〇
〇
〇)

、.
三

菱

(

一
、
.五
〇
0)

、
松
下 

(

四

〇
〇
〇)

：
、

I

 
(
r
.

 

ニ
九
九)

.、
富
士(

九
六
〇
>
、
富
士
通
信(

八
一
五)

、
と
な
ぅ
て
い
る
0:
本
エ
登
用
数
や
そ
の
条
牛

I

I

 

. 

' 

翌
I

f

 
の
费

な
お
本
稿
脱
•稿

後

東

京

都

労

働

局

が

景

気

後

退

，
時

の

臨

時

エ

麗

を

し

る
..

た
め
に
.

三
b
年

：
一Q

‘一

マ

’ 

- 

上
の
事
業
所
-一
.：、

五

五

一.

を
対
象
に
し
て
行
な
っ
た
調
直
の
概
要
を
し
っ
た
が
'
そ
れ
に
よ
る
と
、.

本
エ
登
明
制
，

h

普
及
し
c
q 

る
力
臨
時
エ
の
木
工登

！：：；

率
は
平
均
ニ
‘
四
％
、

一
、
〇
〇
o
人
以
上
襲
で
寿
で
あ
り
、'「

本
エ
へ
の
道
^
;な
か
な
が
け
b 

■'し
い」

'
'
:
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ノ(

日
產
済
新
聞
，

ノ 

力
け
ト

(

f

)

太
企
業
に
お
穿
本
エ
界
格
に
お
い
.て
年
齢
制
限
が
I

視
さ
れ
.て
い
る
こ
と
S

 

た

と

え

ば『

東
京
都
に
お
け
る
臨
時
エ
の
I

状
況』
.で
は
、
第
十
五
表
の
U

I
制
限
が
あ
り
、
と
く
に
化
学
、
鑫

機

械

工 

業

で

は
：
若
年
層
を
対
.象
と
し
.た
.
登

用

が

.
多

い

と

い

.

.
わ

れ

て

い

る

。

.

(

同

ニ

ー

一

頁

.

)

「

な

お

本
エ
登
用
の
試
験
に
つ
い
て
は
一
同
調
査
は
、「

登
用
に
際
し
て
殆
ん
'ど
の
囊
所
で
昇
格
試
験
又
は
選
考
を
行
な
っ
て 

い
る
。
界
格
試
験
の
な
い
囊
所
で
.も
、
課

長

，
現
場
主
任
の
す
い
せ
ん
、
選

考

•、面
接
な
ど
が
あ
り
、
何
ら
か
の
形
で
選
考
試 

験
讳
度
ガ
.
.
と

ら

.
れ

て

い

る

1-(

—*
-
-
—•
頁

)

と

、
v
う

。
.
.
.

労
衝
組
合
の
^

伤
報
告
で
は
、
こ
の
本
ェ
登
用
が
試
用
ェ
|

選
抜
試
用
ェ
~

>

本
ェ
.

と
い
う
複
雑
な
形
を
と
り
、
選
抜
試
用
ェ
ベ
の
登
用
基
準
に
は「

⑴
技
能 

お
よ
び
勤
務
成
辕
が
優
秀
な
こ
と
、
⑵
所
属
長
の
推
薦
が
あ
る
と
.

と
、
⑶
人
物
、
思
想
、
身
元
の
確
実
な
こ
と
、
(4
)

適

性

、

素

養

、
：
身

^

上

に

問

題

が

な

い

こ

 

と」

、.
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(「

臨
時
ェ
制
度
の
新
た
な
展
開——

全

金『

臨
時
エ
に
か
ん
す
る
調
靈』
を
中
心
に」

労
働
調
査 

時
報
、

一
九
六
ニ
年
三
月
下
旬
号
、.

一
八
頁
。)

■ 

.

こ
の
よ
う
な
琅
情
に
よ
り
、
組
合
で
は
一
般
に
、
本
ェ
登
用
制
の
.

採
用
に
.と

，も

な

い

、

臨

時

ェ

.
の

姐

織

化

が

よ

り

困
難
と
な
っ
て
き

た

と

，い

わ

れ

て

い

る

o

(

注
10)

社
外
エ
問
題
は
.

き
わ
め
て
重
要
な
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
か
ん
す
る
抓
究
は
非
常
に
た
ち
お
く
れ
て
い
る
。
論
文
と
し 

て
は
、
松
岡
三
郎
氏「

社
外

H

の
法
律
上
の
問
題
点」

(

月
刊
労
働
問
題
、

ー
九
五
八
年
七
月
号)

、.

氏

原

芷

治

，
郎

氏

「

木

工
•

臨
時
ェ
.

社
外
工」

(

社
会
科 

学
研
究
、

一

〇
卷
六
号
、
三
四
年)

、

栗
木
安
延
氏「

日
本
造
船
業
の
社
外
ェ
制
度」

(

労
働
運
動
史
研
究
、.

ニ
三
号
、
三
.

五
年)

、

染
谷
孝
太
郎
氏「

高
度
成 

長
の
な
か
で
の
鉄
鋼
社
外
ェj

上
•

下

(

ェ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
三
八
年

.

ニ.
月

一

九

日

号

ニ

ー

六

日

号

)

が
あ
る
。
 

.

(

注
11
>

明
治
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
'『

鉄
鋼
業
.

の
合
理
化
と
労
働』

(

.

三
八
年)

ニ
三
五
頁
。

(

注
12)

造
船
業
に
つ
い
て
は
、

生
産
性
研
究
所
、

生
産
性
研
究
第
一
一
一
集
、

『

技
術
革
新
と
労
働
力
構
造
I

あ
る
造
船
所
.

の
例
-—

』
(

一
九
五
九
年
一
〇 

月)

Jl
i

京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
調
奄
報
告
第
二
.

集

『

造
船
業
に
.

お
け
る
技
術
革
新
と
労
務
管
理』

(

>

九
六
〇
年
三
.

月)

、
同
調
査
報
告
第
三
集『

造
船
業

.

に
お
け
る
社
外
企
業
の
性
格
と
諸
類
型』

(

一
九
六
三
年
三
s

を
参
照
。
 

'

(

注
13)

.

山
下
竹
史
氏「

富
士
鈇
広
畑
の
臨
時
ェ
，
社
外
ェ」

(

月
刊
労
働
問
題
、

一
九
六
ニ
年
三
月
号)

、

染
谷
孝
太
郎
氏「

前
掲
論
文」

、

前

掲

『

鉄
鋼
業
の 

合
理
化
と
労
働』

等
を
参
照
。

(

注
1

.

ナ
企
業
に
お
け
る
臨
時
ェ
の
社
外
^

化
ガ
バ
き
わ
め
.

て
重
1:
.

な
問
翅
で
あ
る
.

に
も
.

か
.

か
.

わ
ら
ず
.

'

官
庁
統
計
'

で
は
ー
切
こ
れ
が
明
ら
が
.

に
.

な
ら
な
い
。
 

こ
の
こ
と
は
、
官
庁
統
計
の
性
格
.

そ
の
利
用
上
の
制
限
を
端
的
に
し
め
す
も
の
と
い
.

れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
°

「

労
働
白
書」

.「

経
済
^

書」

も
、
臨
時
ェ
の
増
加
率
が
こ
の
— -
• 

ニ
年
鈍
化
し
て
.

い
る
と
い
う
こ
.

と
.

を
強
調
し
な
が
ら
、.

臨
時
ェ
が
、：
社
外
ェ
化
し
て
い

'
る
問
題
に
は
ほ
と
ん
ど
論
及
し
て
い
な
い
。

.

:

.

ま
た
.

労
御
省
の
，調
査
で
も
、
.

臨
時
：エ
問
題
に
か
ん
す
る
も
の
ば
あ
っ
て
も
、■
社
外
エ
問
題
を
と
り
扱
っ
た
も
の
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
k

い
：
。

臨

時

エ

ゥ

p

 

杳
で
社
外
ェ
.

の
.

数
が
附
随
的
に
と
.

り
あ
时
ら
4

た

三

一

ー

年

末

の

'

調

奄

(

第
九
表
参
照)

、が
ほ
.

と
ん
ゼ
唯
ー
と
思
わ
れ
^

.

調
靈
員
に
よ
れ
ば
.

、
大
企
業
で
社
.外 

H

の
調
.

查
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
の
抵
抗
が
き
わ
め
て
大
で
灰
る
と
い
う
こ
ど
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
も
こ
ろ
に
も
、
大
企
業
に
お
サ
る
社
外
て

.
:問
題
の
性
格
が
う
が
が
わ
れ
る
：と
思
う
。

:

\

;
 

,
 

'

(

注
15)

た
だ
し
、

明
治
大
学
調
查
団
に
.

よ
.

る

社

外

ェ

の

き

き

こ

：
み

の

数

.

に
は
、

八
幡
構
内
.
.に
m

業
員
を
送
り
こ
ん
で
い
な
い「

製
品
下
請」

(

菊
竹
工
業)

も

.「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

論
匕
か
；ん
：す
る
若
干
の
疑
点
，

.

:

■

'
:
{

匕
一
：

(

六
H

九)



•
. 

,

. 

‘ 一
 

七
ニ 

(

六
3
0)

若
干
ふ
べ
ま
れ
て
い
る
ょ
う
で
あ
る
；
-
則
掲
：'

『

鉄
鋼
業
一
の
合
理
化
；

\1勞

働』)

5

1
七
：
‘
-
e

s 

:(
注
16)

_

合
孝
太
郎
.氏

：
.

「

前

(

注
17)
:

山
.

下

竹

史

氏

」
「

前

掲

論

文

」

。
ン

:.

.

, 

(

注
18
>

「

資
料
•

臨
時
労
働
者
の
実
態
と
闘
争
状
況」

(

穷
働
調
査
時
報
、
.

一
九
六
1|
年
三
月
^

旬
号
^
^

 ̂

. 

‘

(

注
1 9)

昭
和
三
.五
年
：邊
働
生
產
性
統
計
調
莶
報
告』

：五
七
頁
。'.
.で 

卜

：
:

■

バ
茁
20)

注
12
の
造
船
業
.に
か
ん
す
る
調
奄
を
#.
照
さ
れ
た
い
。

:

(

注
21)

，
八
幡
製
鉄
に
か
ん
す
る
調
査
に
ょ
れ
ば
"
三
五
：年
四
月
、
本
エ
の
賃
金
総
證
万
ー
ー
、
九
0
西
円
に
対
し
、
社
外
エ
は
、_
比
齋
的
大
き
な
請
負
会
社
の 

.

も
の
で
、I

方
円
余
か
ら|

万
七
、
〇
〇
〇
円
位
の
間
に
分
散
し
て
：い
る
S

鋼
業
の
合
理
化
と
労
働』

ニ
三
七
頁)

。
三
六
年
に
は
、.
鉄
鋼
の
好
況
の
影
響 

の
も
と
で
、社
外
エ
も
残
業
手
当
の
增
加
を
ふ
く
め
賃
金
総
額
は
か
.な
り
上
昇
し
;
ニ
万
四
、
0
〇
〇
円
程
度
.に

達

，す
：
る

」

も

の%-
で
て
き
た
が
、
三
七
年
四
月 

ょ
り
-^
而
化
し
た
不
況
下
で
、
社
外
エ
が
半
数
に
減
少
す
：る
と
と
も
に
、
賃
金
も
再
度
•引
き
さ
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
社
外
エ
に
お
い
て
は
、
基
準
内
賃
金
が
き 

わ
め
て
1'
い
た
.め
ノ
：時
0
£
.ク
1/
務
や
休
1
1
1出
勤
等
に
ょ
0
.て
賃
金
収
入
を
高
め
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
',強
い
の
'で
、'
.
.
.
景
気
'に
.ょ
っ
て
賃
金
収
入
が
大
|
3こ
£
右
さ 

れ
る
こ
と
と
な
る
.。
社
外
エ
の
平
均
賃
金
に
つ
い
て
は
こ
の
点
.と
く
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.. 

.臨
時
給
与
も
、：
下
請
労
組
を
も
っ
た
比
較
的
大
き
な
請
負
会
社
、一
四
で
は
、.
.三
：
五
：
年

度

年

亂

1

2
 

て
お
り
ニ
万
数
千
円
>;
1
う
も
の
が
少
な
く
''
^

,い
，(

同
書
ニ
四
〇
丨
：
一
頁)

'
が
.、:.
.そ
の
他
下
請
社
外
エ
三
万
人
の
う
ち
ニ
万
人
前
後
は
、「

数
千
円
の
酒
代 

.や
-̂

代
を
金
.ー
封
.0
形
て
支
給
さ
れ
、'惡

-1
'
と
ぎ
に
は
|
丨
ニ
ノ
0
〇
〇
円
の
涙
，金
で
す
ま
さ
れ
て
し
ま
う
状
態
で
あ
っ
た」

(

同
書
、
ー0

三
頁)

と
い
う
。
 

'

(

注
22)

' 

.
隅
谷
三
喜
男
氏「

前
掲
論
文」

.二

頁

。
.
.

；

,:「

パ 

：

.

.

：

：

：
'

:
■

.
 

■ 

• 

. 

. 

.

• 

- 
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. 

• 
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. 

: 

' 
. 

.

.

.

.

.
..
.

, 

:..

一

：

. 

. 

:

:
 

'

第
- :

節

.
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大

企

業

，
の

賃

金

を

考

察

す

る

場

合

、

.：
臨
時
H
、v-社
外
エ
の
問
題

'-
>

ど
も
.に
い
，ま
十
つ
重
要
な
問
題
は
、
大
企
業
本
エ
自
体
に
お
い
て
も
、
賃
金

格
差
が
非
常
に
顕
著
で
あ
っ
.て
、
中
小
-企
業
労
働
者
と
差
の
：な
い
低
賃
<
の̂
，労
働
秦
が
存
在
し
<て
い
る
と
い

う

こ
と
で
あ
る
が
、
，こ
の
問
韻
も
ま

. 

.

.

. 

. 

•

た
、「

技
術
莖
新」

'

の
進
展
過
程
に
お
-い
て
そ
の
重
要
性
を
ま
し
.て
き
て
い
る
。
 

、

パ 

そ
の
一
づ
は
、
本
節
で
み
る
が
子
労
働
者
で
あ
り
、
.い
ま
了
つ
は
'.
.次
節
で
と
り
扱
ぅ
男
子
若
年
労
働
者
の
問
題
で
.あ
る
。

マ

女ff.

労
働
者
は
：
.
.
.
名
自
上：

は
大
企
業
の
職
員
•
本H

で
あ
っ
て
も
、
»

♦
、
昇
格
、:'
雇
用
等
め
面
で
多
く
の
差
別
を
ぅ
け
、
実
質
上
は
臨
時
エ

.
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と

か

わ

ら

ぬ

状

靡

に

あ

る

が

：、

.
近
年
注
因
し
な
け
れ
^
な
ら
な
い
と
と
は
は：

尤
企
業
，に
和
け
る
：.

「

技
術
舉
新」

.の
'進
展
に
：よ
っ
て
労
働
の
単
純

• 

J.
 
.
 
.
 

....
 

.

. 
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.化
•

軽
労
働
化
が
.す
す
ん
だ
結
果
、.

大
企
業
に
お
い
て
こ
れ
ら
め
慨
賃
金
女
子
労
働
著
の
：；進
出
が
目
'立
.っ
て
い
，，る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と 

こ
ろ
、
と
!<
に
顕
著
な
進
出
を
し
め
し
て
い
る
の
は
> 
機
械
産
業
と
く
に
電
気
機
械
器
具
製
造
業
を
中
心
i
し
た
女
子
労
務
者
.の
増
加
と
、
大
企

業

の

発

展

：
に

，
ど

も

な

ぅ

'事
務
部
門
の
拡
大
.
•事
務
労
働
.の
.ォー

ト
メ
.I
シ
ョ
ン
化
に
対
応
し
た
女
子
職
員
：の
増
大
で
あ
る
。：
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一
九
六
一
一
年
，
，

「

労

働

白

書

」

' 
も
、
.三
〇
年
以
降
、
製
造
業
を
中
心
と
す
る
第
二
..次
産
業
で
の
女
子
の
雇
用
の
増
大
が
急
速
■で
あ
る
こ
と
を
指
摘 

.し 

>「

製
遙
業
の
な

が

p

は
従
来
の
女
子
麗«
の
中
心
的
な
産
業
で
あ
っ
た_

_
エ
業
の
比
重
が
低
下
し
て
、

技
«
革
新
の
進
展
で
単
員
な
作
業 

分
野
が
：拡
大
じ
た
機
械
お
よ
び
金
属
産
業
で
.の
増
加
が
：著

ム

い

。

'
:こ
"の
よ
ぅ
.な
産
業
は
卸
売
小
売
業、
' 
サ
ー
ビ
ス
業
に
比
ベ
て
大
企
業
の
比
重
が 

高
い
の
で
，、
女
子
雇
用
者
の
太
企
業
集
中
化
も
か
な
り
進
ん
で

(

い
.
‘
1-
：
と

の

べ

て

い

る
。
V
'

.

パ

■■(

本
稿
で
は
、
女
子
に
つ
い
て
も.

ー
応
对
象
の
中
心
を
労
務
者
に
お

.

く
.°
.

女
子
職
員
に
つ
い
：て
は、.
.
職
員
全
体
と
の
関
連
で
と.

り
あ
げ
る
べ
き. 

問
題
も
.多
い
し
、
大
企
業
に
お
け
る
事
務
労
働
.の
オ

ー

ト
メ
ー
，シ
ョ
シ
化
に
対
应
し
た
新
し
：い

.

事
務
労
働
へ
の
女
子
の^

㈤

の
問
題
も
現
夜
の
と 

.

こ
ろ
は
金
融
保
険
の
大
企
業
の
方
が
は
る
か
に

.

進
ん
で
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
ふ
く
め
て
別
の
機
会
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い

。)

;.
大
企
業
に
お
け
：る
女
子
労
働
者
：は"
三
.〇
年
以
降
絶
対
数
に
お
ー
い
て
：顕

著

な

增

_
を
1
め
し
-'
三
：六
年
現
在
：

ー0
〇
〇
人
以
上
の
大
企
業
で 

労
務
者
約
四
七
万
八O

D
〇

人
、
職
員
約
九
万
五
〇
〇o
人
、
計
約
五
七
方
三0
〇

〇

ん

を

し

め

る

に

い

，
た

.っ
て
.お
り
、
大
企
業
に
お
い
て
も
女.
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V

子
労
働
者
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
，い

る(

第
十
六
表
参
照)

。
も
っ
と
.も
こ
の
間
男
子
労
歡
者
の
増
加
率
も
高
か
>
た
た
.め
、

男

.

■
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女
計
に
し
め
る
女
子
の
比
率
は
ほ
と
ん
ど
変
化
を
し
め
ん
て
は
い
な
い
。
，.

(

以
上
の
点
は
'「

毎
月
勤
労
統
計
調
査」

:の
悉
皆
調
査
で
あ
る
五
〇
0
人
以
上
. 

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

論
に
.か
ん
す
る
若H

-

の
疑
点
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昭和28年 6 月 37年 3 月

職 : 員 g  

ェ

臨 時 x  ( f

X 員サイ玛 
臨時ヱ" 1; 1女

6,155人(78. 5%) 
1,667 (21.5%)

10.166 (71%)

4.053 (29%)

ほとんどなし

10.166 (71%)
4.053 (29%)

12, 206人（79.2%) 
3,206 (20.8%) 

19,473 (69.7%) 
8,474 (30.3%) 

19,000 
(男女ほぼ半々） 

28,973 (61,7%) 
17. 974 (38.3%)

事
業
所
の
統
計
で
も
ほ
と
ん
ど
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。)

し
か
し
な
が
ら
、
労
務
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
労
務
者
の
う
ち
女
子
の
し
め
る
比
重
に
変
化
が
な
い
の
は
、
こ
の
間
に
お
い
て
、
従
来
大
企 

業
で
女
子
が
庄
倒
的
な
比
率
を
し
め
て
い
た
繊
維
：
た
ば
こ
製
造
業
で
雇
用
が
停
®
的
で
あ

っ

た
こ
.と
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
ら
て
、
電
気
機 

械
器
具
、
精
密
機
械
器
具
製
造
業
等
で
は
、
女
子
は
絶
対
数
に
お
い
て
飛
躍
的
.な
増
加
を
し
め
し
て
い
る
と
と
も
に
、
男
女
計
に
お
け
る
女
子
の 

比
重
に
お
い
て
も
顕
著
な
上
昇
を
み
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。(

第
十
七
表
参
®
.
/
.
,
:

〜

，
;

.

.

電
気
機
械
器
具
で
は
、
.ニ
九
丨
三
六
年
間
に
お
け
る
女
子
労
務
者
の
増
加
は
約
七
万
三
〇
〇
〇
人
、
.ー
吴

〇
人
に
も
達
し
て
お
り
、
労
務
者
総
数
の
う
ち
.女
子
の
し
め
る
比
重
も
、
一.一

四

，
九

％

ょ

り

四

〇

•
. 

〇
％

へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
 

■

.

た
と
え
ば
、
m

気
機
械
器
具
製
造
の
大
メ
ー
ヵ
ー
で
あ
る
東
芝
の
調
奔
で
は
、
與
女
労
働
者
の
推
移
は 

第
十
八
表
の
と
お
り
で
あ
：る
。
こ

こ

で

は

一

：
一

八

す

で

に

.

ェ
員
の
三
割
弱

が

女

子

で

し

め

ら

れ

て

お

り

.
、

:

三
七
年
に
は
女
子
工
員
の
絶
対
数
は
約
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
、と
は
い
，え
、
女
子
の
比
蜇
は
上
く
に
高
ま 

っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
臨
時
ェ
.

が
顯
著
な
增
加
を
し
.

め
し
て
お
り
.

、
そ
の
•半
数
が
女
子
で
あ
る
こ
と 

:

を
考
慮
す
れ
ば
、

.

女

子

ェ

員

の

比

速

は

約

ー

ー

ー

八

:三
%-

と
'

上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
：。
.「

愈
電
部
門
の 

.

比
重
が
わ
り
あ
い
高
い
東
芝
に
お
い
て
、

こ
の

ょ

う

な
数
字
を
示
し
て
.

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
軽
電
専
業

八表柬芝における女子労働渚の推移第‘

電機産業における女子労働者の賃金

作製。頁

梅原志朗氏 

注 3 )18 -19

の

企

業

に

お

い

て

、

よ

り

二

層

こ

の

傾

向

(

女

子

の

比

率

の

高

さ

と

そ

©'
'上

昇

.

.(

注.4

)

.

.

.
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と
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測

さ

れ

る

し

.

と

ぃ

ゎ

れ

て

ぃ

る
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'

ン

.
：

-
井

村

)

は

高

い

も

の

:

.
以
上
の
ご
之
く
大
企
業
に
射
け
る
、'-「

技
術
革
新」

：
の
進
展
に
：

A
J

も
.な
っ
て
増
大
し
て
い
る
女
子
労 

務
者
.は
、
.従

来

男

子

：
の
：
独

自

的
纪
分
霉

あ

-0
だ

基

幹

的

な_

エ

程

ピ

進

出

し

.
つ

一
つあ
る
。
 

女
子
労
務
者
が
ん
く
に
.：
い

ぢ‘じ
.：る
じ
い
増
大
を
し
め
し
て
い
る
電
気
機
械
器
具
製
造
業
で
，は
、.
組 

■̂
樂
規
模
另
«.
金

格

差

」

論

に

.か

ん

す

る

若

干

の

疑

点
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第十六表と同じ。

「個人別賃金調査」と 「賃金総合実態調査」とでは産業部門区分に若干の相違がある。 _

29 年 3 6 年

男 女 男 (A) 女 （B) B
A +  B

食 料 品 ：. 21,240 15,840 38,664 28,424 42.4%
た ' ば こ 6,880 10,150 4 7,494 10,410 58.1
戡 維 （紡織） 52,770 189,060 40,256 186,784 82.3
衣服その他娥維製品 720 2,412 944 3,296 , 77.7
木 材，木 製 品 2,336 480 4,208 872 17.2 .
:家 具，. 装. . 備品 570 144 1,520 708 31.8
パルプ，紙，紙加工品 27, 530 4,560 38,400 8, 722 18.5
出版，印刷,同関速 17,964 4,752 24,858 4,840 16.3

化 学 122,010 30, 540 152,960 39,249 21.5
石油製品，石炭製品 6, 009 528 8,684 915 9.5
ゴ ム 製 品 8,600 10,168 27,246 28,524 51.5
皮 苹，同 製 品 564 63 892 228 20.4

窯 業，土 石 製 品 24,870 5,835 46,308 12,876 21.8

鉄 鋼} 148,185 6, 630
180,216 7,326 3.9

非 鉄 金 属 / 42,318 4, 684 9.9
金 厲 製 品 5,690 1,480 14,568 2,910 16.6
機 械 53,920 6, 260 96,702 11,805 10,9
電 気 機 械 器 具 57,744 19,128 137,646 91,774 40.0
輪 送 用 機 械 器 具 131，415 6,690 178,540 12,842 6.7

計器，測量器，測蛩機械 
等锫密機械器具 8,322 4, 044 19,566 14,742 43,0 ；

そ の 他 2,082 1,554 8,742： 6,678 43,3

第 十 六 表 女 子 労 働 者 数 の 推 移

(1000人以上規模俞業)

合 計 労 . 務 者 職 员

男 (A) 女 ㈤ B
男 (C) 女 (D) D

男 (E) 女的
—~ p—

A +  B C +  D E +  P

2 9年 

3 6 年

917,763 

1440,185

368,254 

573,244

28.6% 

28.5

699,421

1070/732

320,318 

478, 609

31.4%

30.9
：

218,342

369,453

47, 932 

94, 635

18.0%

20.4

29年 「個人別賃金調杳j より計算。

36年 「賃金実態総合調査」より計算。

第 十 七 表 部 門 別 女 子 労 働 者 数 Q 推 移 （1000人以上規模企業）
. • ' ' ' . . . . .

(

六

四

ニ

)



第 十 九 表 賃 金 階 層 別 労 働 者 分 布 （1 , 000人 以 上 規 模 企 梁 〕

3 5 _年 ..:「賃 金 基 本 調 查 J より作製。

第 二 十 表 男 . 女 の . 平 均 賃 金

( 1, 0 0 0 人 以 上 規 模 企 業 ）

Jb年 、《金実態路合調查 „

第 二 十 一 表 電 気 機 械 器 具 製 造 業 に お け る 男 女 労 務 者 の 賃 金 •

— ( 勞 ぞ 者 )—  — — — （1 ,0 0 0 人 以 上 規 模 企 業 )

定 册 支 給 額 年間特別に  
支給された額 労 務 者 . 数 平均勤続 

年 数

女 1常 用 名 廣 10,181 33,027 70,000A 3.5年
1臨 時 • 日■雇名嵌 8,138 9,990 21,774 1.5

男 ! ^ 常 用 名 儀 22,155 69,100 108,368 7. 9
1臨時*日雇名族 11,980 9,260 29,278 1,3

3 6 年 「賃 金 実 態 総 合 調 査 j

平均月間きまっ て支給される額 年 間 特 別 に 支 給 さ れ た 額

男子労務者 女 子 労 務 者 男子.労務著 女 子 労務者

食 料 品. 2 3 ,9 9 8円 10 ,719  円 抑 , 341円” 27 , 507P3
. 娥 .維 2 1 ,7 3 0 , 9 ,4 2 2 . 6 4 ,8 7 5 2 1 ,9 2 8

ゴ： ム 19 ,12 3 8 ,4 2 7 4 4 ,3 7 6 1 7 ,2 8 6
気 機 .. 器 19,991 9 , 696 56 ,37 1 27 ,5 6 1

■ 東 密 機 器 2 5 ,89 3 12 ,593  . 75ぶ 7 3 6 ,4 0 0

月間きまって 
: 支給される额

女 、ニ 労 務 者
女 子 職 員

人 員 百 分 比 果 猜 人 員 百 分 比 累 積

人 員 計 4 2 1 ,4 4 3人 100. 0 % 8 6 ,3 0 0人 100. 0 %

8 ,0 0 0 円未満 144 ,412 3 4 .3 3 4 .3 6 ,7 3 8 7 .8 7 .8
S, 000〜1 0 ,0 0 0未満 113 ,179 2 6 . 9 5 1 .2 14 ,90 5 1 7 .3 2 5 .1

1 0 ,0 0 0〜 12, 000 " 69, 289 1 6 ,4 7 7 .6 18 ,6 0 5 、 21 . 5 . 4 6 .6
1 2 ,0 0 0〜 1 6 ,0 0 0  〃 56, 888 1 3 .5 9 1 .1 23 ,12 1 2 6 .7 7 3 .3
1 6 ,0 0 0〜 20, 000 " 20, 555 4 ,8 9 5 .9 1 1 ,30 9 1 3 .1 8 6 .4
20, OOQ 〜 24 , 000 " 10 ,393 2 .4 9 8 .3 5 , 676 6 . 8 9 3 .2
24, 000〜 2 8 ,0 0 0  〃 4/100 1 .0 9 9 .3 2 , 972 . 3 .4 96 . 6
2 8 ,0 0 0〜 3 2 ,0 0 0  〃 1 ,6 6 7 0 . 5 9 9 .8 1 ,5 6 8 1 . 8 9 8 .4
3 2 ,0 0 0〜 36 , 000 > 609 0 .2 1 0 0 .0 811 0 .9 9 9 .3
3 6 ,卿 〜4 0 ,0 0 0  " 201 0 . 0 , 100. 0 309 0 .4 9 9 .7
40 , 000〜 5 0 ,0 0 0  n 102 0 .0 100. 0 226 0 .3 1 0 0 .0
5 0 ,0 0 0へ 6 0 ,0 0 0  " 36 0 .0 1 0 0 .0 52 0 .0 1 0 0 .0
6 0 ,0 0 0〜 7 0 ,0 0 0  » 12 0 ,0 1 0 0 .0 6 0 .0 1 0 0 .0
7 0 ,0 0 0 以上 — 0 .0 1 0 0 .0 2 0 .0 1 0 0 .0

平 均 賃 金
' • * .

1 0 ,15 6  円 13, 961円

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

論
に
か
ん
す
る
若
干
の
.
疑

点
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一
七
七

(

六
四
i 

ノ

• 

:'ノ
”
'
-:

ぐ
：.'.:\' 

二 

：
'
.
'

'

.

一
ン
七
六(

六
四
四
.

) 

立

エ

程

に

奴

：け

る

.べ

ル

ト

，
•
コ
ン'ベ

ァ

の̂

展

に

对

览

し.て
.作

業

：

H

程

：の

細

分

化
.
，労

働

の.単
純
化
が
広
沉
に
：す
す
ん
だ
た
め
、
.組
立
ラ
ィ
ゾ

に

女
子
労
務
者
が
多
数
進
出
しV

従
来
男
子
め
独
自
的
分
野
#
'あ

.？
た
と
こ
ろ
が
女
子
に
よ
っ
て
お
き
か
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
.
。

:

. 

.. 

.
■ 

'■.
:

.
■.
.

:

.

.

..：
■■.

■
-.

■■
■

.
 

. 

- 

- 

■

ラ
ジ
オ
.
.テ

:1
/
'、ビ
'.
'電
話
^

#
の

組

,*
部
門
で
は
、
^
 

い
た
：が
、
流
れ
作
業
の
整
備
と
と
も
' 

に
、
組
立
作
業
、が
単
純
化
さ
れ
た
た
め
、
女
子
、が
.急

速

に

増

大

，
し

、

.
組
立
.ラ
ィ
ン
の
全
員
が
女
子
に
よ
っ
て
し
め
ら
ft
て
い
る
と
こ
ろ
も
|±
|
1

し

•

 

M 

.'.
■(

注
5) 
-

 

.

 
■

,
.

へ 

. 

-

■

，て
.，
い

る

。

7
:
:

ン

^̂ 

.

.

パ
:
' 

_

:

*
密
機
械
器
具
や
.機
械
製
造
業
の
一
：部
で
も
同
様
め
傾
向
が
み
ら
'^
る
.し
、：
食
料
品
の
：各
種
生
産
部
門
で
も
、
製
造
工
程
の
機
械
化
の
す
す
し 

.
だ
'大
企
業
で
：は
、
：
女
子
労
務
者
が
'コ
ン
べ
ア
•

ラ

ィx:

へ
'進
出
し
て
い
る
。ぐ

.し

-

•
:

.
.
.

-

■'
■•..

パ

-

■
 
■

 

• ■

.

、 

. 

.

.

.

. 

.

 

• : 

' 

•

自
動
車
組
立」

に
お
い
て
は
、
交
替
制
や
時
間
外
労
働
の
制
約
か
ら
.い
.ま
^
と
と
ろ
女
；子
の
進
出
は
問
題
に
な
っ」

て
^

(

注
6

)

....

組
立
可
能
：の
分
野
は
«
大

し

て

い

る

：
と

〉

い

わ

れ

て

い

る

：か

ら

、
，
大

企

業

の

基

幹

的

生

產

卫

程

へ

.の
女
子
労
務
者
の
進
出
は
今
後
も
な
お
'#
種
部
門

.
に
お
い
て
拡
が
っ
て
，い
く
も
の
.と
思
わ
れ
る
。V

.?

:

■:
,

:
.

.

.

.

. 

- 

.

.

.
'

..

..

..

 

•

 
.

 

.

 

...

 

•

:'
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,?
へ

へ

:

. 
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 ̂

.

■ 
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'
.
.
.
■
■ 

- 

- 
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. 

■ 

■ 

- 

. 

. 

* 

■ 

. 

: : 

. 

.... 

.

■

■い

と
こ
.ろ
で
、_
女
子
労
働
#
の
場
合
は
、.
大
企
業
に
'就
業
す
る
%-
の
に
お
い
：て
も
、
.い
ち
じ
：る
し
い
低
賃
金
が
支
配
的
で
あ
^

1

o

o

o人
以

• 

■ 

• 

.:ノ 

. 

. 

r 

.

.

.

一

. 

•. 

.

.

.

.

. 

. 

. 

- 

, 

. 

*

上
の
大
企
業
の
女
子
の
質
余
階
層
別
.分
布
を
み
る
と
、
第
十
九
表
の
ご
と
く
、
.勞
務
者
で
は
一
' 万
一

一〇
〇
〇
円
以
下
の
低
賃
金
の
も
の
が
全
体
の

.

.

 

’ 

I
 

V

七

七

•，六
%
を
し
：め
、：
.プ
万
.六
0

0
〇
円
以
下
の
も
.の

は

て

■:

と
く
に
，
現
在
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
：こ
と
は
、

, :

女
子
労
働
者
が
：大
企
業^

|

業
'

し
：、
1 >
'

か
も
そ
.の
基
幹
工
程
を
担
当
し
て

■

い
る
場
合
に
.：
 

お
い
て
も
、
従
来
餅
績
業.

に
典
型
的
に
み
ち
れ
た
ご.

と
：く
、

' 
-'

低
賃
金
が
支
配
的
で
あ
る
：ど
。

ぅ
事
実
で
あ
る
。
女
子
が
：大
企
業
の
蕋
幹
：エ
程
に
進 

出
し
て
い
る
分
野
に
お
い
て
は:'
女
子
の
労
働
は
短
期
間
で
習
得
で
き
る
不
熟
練
労
働
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

し

か

し

こ
こ
で
は
、
fr
>

和



女
子
特
有
の
手
先
-の
器
用
^-
•
:%
;い
视
力
：•
:!
意
^
の
，集
中
：.‘：.遇
耐
ガ
を
必
須
条
件AJ:

し
て
要
求
す
る
の
.で
あ
り
、
' と
く

：に

vr
れ

ら

.
の

工

程

に

お
 

け
る
合
理
.化
、

コ
ン
べ
ァ
シ
ス
：テ
ム
の
完
備
に
と
-%
な
，い
労
働
.の
密
度
は
高
ま
：り
、
疲
勞
度
も
増
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
.ら
、
若

-
 

•
 
•
 
••
 

•
 
.
 

、，

.ニ

..，.
 

.
 

. 

•
 

....
 

■
 

•
 
.
 

•
 
•
 
■

'年
女
子
：労
働
者
の
需
要
増
^

に
ょ
：っ
て
か
な
り
：の
賃
金
上
昇
を
.み
た 
一一：

臨
時
給
与
：A
ボ：—
ナ
ス
.：

)

，
の
絶
対
的
低
ざ
は
注
目
に
価
す
る
も
の
でb

i
。

(

第
二
十
表
参

. 

' 广 

' 

:

■
. 

■ 

: 

V
'

■:
.

.

.

.

- 

V
..
.
:::
.. 

.
:
.
:
.
.
. 

■ 

'

組
立
工
程
へ
の
進
出
が
と
く
に
顕
著
で
あ
る
電
気
機
械
器
具
製
造
部
門
：で
も
、

—•
、

〇

〇

〇

人

以

上

大

企

業

に

お
い
て
、
全
女
子
労
務
者
の
.平 

均

貸

金

：
は

、

.
九
、
六
九
汰
R
、
：年
間
臨
時
給
与
は
二
方
七
、
五
六T

円
で
あ
る
。
.
し
か
も
こ
こ
^
は
、：
九

万

1

‘

ち
：

一

一
万
：一

'

七
，七
四
人
の
臨
時
エ
が
お
り
、：
こ
の
女
子
臨
時
エ
は
ゆ
と
ん
'ど

が

本

エ

ー

と

同

じ

鲁

：
エ

梃

で

就

労

し

て

：い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

そ 

の
乎
均
賃
益
は
八
、

|
三
<

円
、
年
間
臨
時
給
与
九
、
九
九
〇
円
と
い
う
驚
く
べ
き
低
さ
で
あ
る
。.(

第
二
十
一
表
参
照)

:

こ
の
ょ
う
な
女
子
労
働
者
の
低
賃
金
.に
つ
い
て
は
、
女
子
労
働
者
の
若
年
•
.短
期
勤
続
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
.い
。

，
女
子
労
働
者
の
猶
続
は
大
企
業
ほ
ど
長
く
、
ま
た
戦
後
し
だ
い
に
長
期
化
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、.
男
子
：と
比
較
す
れ
ば
、
短
期
勤
続
.
若
年 

労
働
と
い
う
女
子
労
働
者
の
特
徴
は
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
"
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
.i
'の
は
、
こ
う
し
た
特
徴
が
、
女
子
労
働
者
の 

旁
御
遂
行
上
の
不
究
分
さ
を
し
め
す
も
の
で
は
毛
頭
な
い
，と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

•

■

繊
If
産

業
.'
*

機
械
産
業
の
大
企
業
で
女
子
労
務
者
が
利
用
さ
れ
る
場
合
ノ
す
で
に
指
摘
し
'た
ご
と
く
こ
れ
ら
は
不
熟
練
労
働
で
あ
る
と
は
い 

え
、
若
年
女
子
特
有
の
手
先
の
器
用
さ
、
強
い
視
力
、
注
意
力
の
集
中
、
.忍
耐
力
、が
強
く
要
求
さ
'れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
'で
は
む
し
ろ
こ 

う
し
た
特
性
を
そ
な
え
た
若
年
労
働
者
が
、
こ
の
エ
程
に
も
っ
と
も
適
合
し
て
い
る
の
で
^1
1

,°
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
.工
程
.に
お
け
る
合
理
化
と
.-. 

と
も
に
、
肉
体
的
•
精
神
的
疲
労
度
も
か
な
り
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
電
気
機
械
器
具
、
精
密
機
械
器
具
製
造
業
等
で
は
と
く
に
視
方 

の
衰
弱
が
急
速
で
あ
り
、
こ
う
し
た
肉
体
的
消
耗
や
注
意
力
の
集
中
の
衰
退
：等
か
ら
、
.'
.女
子
労
務
者
の
能
率
.は
三
•
四
年
位
が
肢
度
で
あ
る
と
い 

わ
れ
る
位
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
企
業
自
体
が
、
長
肌
歟
続
の
労
働
者
を
つ
ね
に
新
し
い
若
年
労
働
者
に
よ
.つ
て
お
き
か
え
、
女
子
労
^
者
の
回

転
率
を
高
め
る
こ
と
を
む
し
ろ
得
策
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
女
子
の
家
事
労
働
'.
.
-出

産

•
育
児
の
負
担
、が
大
き
い
現
状
で
は
、
 

こ
れ
ら
の
負
担
に
よ
る
労
働
能
率
の
低
下
を
ふ
せ
ぐ
意
味
で
も
、
企
業
は
若
年
労
働
力
を
歓
迎
す
る
こ
と
：に
な
る
。
.

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
企
業
は
、
：
わ
ず
：か
の
結
婚
祝
金
的
な
層
金
や
、
.既

婚

者

に

対

す

る

返

職

勧

告

等

、

種

，
々

c>
対
策
を
.通
じ
て
、
既

婚

•
高 

'年
齢
の
享
労
働
者
の
退
職
を
促
す
の
'で
あ
る
。
女
子
の
場
合
は
、
.
.次
節
第
二
図
で
明
瞭
の
.よ
I

、
大
企
業
に
就
業
す
る
良
期
勤
続
•
章

齢

. 

者
に
お
し
て
も
、
賃
金
上
昇
率
が
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
.が
，
こ
ご
に
:%
ま

た

企

業

馨

©

」

:̂
き
政
策
が
反
映
さ
：れ
で
い
る
。
女
子
に
お
い 

て

は

長

期

勤

続

'.
へ
高
年
齢
に
な
っ
て
も
質
金
が
.上
昇
し
な
い
.こ
と
が
''
労
«
諸
条
件
の
劣
惡
性
と
>
も
に
、
結
婚
：>
.出
産
以
後
、
女
子
が
勤
続 

す
る
こ
.と
を
躊
躇
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
.て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
.
：
企
業
は
；
：..こ
の
よ
う
な
若
年
•
短
期
勤
続
の
女
子
労
働
者
^

低
賃
金
.労
働
の
利
用
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
'景
気
変
動
に
応
じ
て
雇 

用
を
增
減
さ
せ
る
う
浼
の
き
わ
め
て
好
都
合
な
手
段
と
し
て
利
用
す
る
の
で
知
る
。
な
の
点
で
；は
若
年
贫
子
勞
働
者
は
€
業
：に
：と

0
て
臨
時
エ：

と
.
 

.類
似
し
た
大
き
な
利
^
を
も
づ
て
い
る
.の
で
あ
る
。
近
年
に
お
け
一
る
^

^
労
働
者
へ
の
需
要
：の
.
—

ば
、
ま
さ
.に
こ
の
ぬ
：K
な
若
年
女
子
労
働
者 

の
低
賃
金
と
冏
転
率
の
高
さ
之
に
あ
る
と
い
え
る
。

，

”

:
以
上
で
み
た
ご
と
く
、.
高
度
な
発
展
を
^
め
し
.つ
つ
あ
.る
機
1

業
の
大
企
業
を
中
心
と
し
て
、；.若
每
女
子
労
働
者
が
，い
ち
じ
る
し
い
低
賃
金
-' 

で
直

接

生

産

：工

程

に

泰

出

し

つ

つ

あ

堂

い

う

こ

一

と

は

；
、

..
わ

が

国資
本

主

義

成
立
期
以
来
紡
縝
業
の
発
展
を
支
え
I

 

題
と
類
似
し
た
も
の
と
し
て
注
目
に
価
す
る
と
恩
わ
秘
^

、

も
っ
と
も
ク
女
子
咚
お
い
て
も
規
模
別

^

金
格
孽
は
あ
る
し
、
福
利
施
設
等
ゼ
專
獻

^

乂

れ

れ

ぼ

フ

ゼ

の

氧

は

よ

か

大

き

い

と

へ

い

え

る

が

'
 

し 

か
し.

な

が

ら

問

題

，
の

«

心

拟

、
'

女

予

労:;
«

者

全

体

に

满
;?
1

し

て

い

る

賃

金

水
»

の
：絶

対

的

低̂
に

敗
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
攻
い
の
ぼ
ノ
顕
著
な
発
展
を
と
げ
て
い
る
巨
大
企
業
ー
に
お
'ぃ
M
.

か
か
_

る
低
賃
金
：の
_

子
労
働
者
が
大
»

に
雇
用
さ
れ
っ
.

つ

あ

：
る

と
^

う
_

実
で
あ
る
:1

.、
と
こ
に
和
い
て
女
子
労
働
者
の
か
な
り
の
部
分
が
労
働
条
件
の
一
層
惡
い
臨
時
エ
と
い
う
形
で
利
用
さ

.

れ
て
い 

■「

企
楽
規
模
別
賃
淦
格
差」

論
に
：か
ん
す
る
若
干
0 :
疑

点

'■
:
.-
-

C

六
四
七
.

)



-
る

と

.：

.い

う

事

実

..で
，
あ.る
。
.
'
'
.
. 
ニ 

ン'V.. 

, 

て
:,
'

。
.
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■
'
■(

注
1
>
.::『

労
働
自
書
”
.ー.九
六
±
年
版
、：
-̂ 

.

つ
：:
ン
'

.■
 

■
 

-
 

.:

.(

注
2
>
邊
近
め
：女
子
_
務
職
員
^
太
に
つ
::
1

>

ぺ
は
、：房
働
省
婦
人
少
年
局
が
；吞 

『

女

.子

事

務

職

員

一

実

態

調

査
 

報
告』

.：；
、办.あ
る
。:'
;
そ
れ
に
よ
れ
■ば
、
事
務
都
門
_
機
械
化
:*
機 

金
融
保
险
業
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。(

四
四
丨
五
頁)

:

.

(

注
3)

梅
原
士
蔚
历
'̂
電
機
産
業
に
^
け
：る
女
子
穷
働
者
の
«'
金
一
-
東
芝
控
ギ
る
_
態
と
方
向」

'.(

日
本
労
働
協
会
雑
誌
、
：四
ー
|ー
号
、
.：三
七
年)

パ

.:
■

:■

'
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注
5

>

:

.

:

'

『

労
働
自
書』

''

ー
：
九

六

〇

年

版

「

1:
'

'■(

注
げ)

『

労
働
-

E

書』

一
九
六
〇
年
版
、'
ー
ニ
0
頁
.

:

.こ

^

'
:

:

'

.•

(

注
7

)
；

こ
の
点
は
、
大
企
業
に
抓
げ
一
る•
1

旁
働
か
機
械
化
：
事
務
紅
織
の
合
理
化
に
対
応
し

て

、
:
女

子

が

キ

ー

。
ハ

ン
チ
ノ
ャ
ー
、

： ：

.

テ
；1/
:タ
ィ
ピ
ス
ト
等
を
は
じ 

.

:

め
と
し
て
新
し
い
事
務
労
爾
へ
.

進
出
し
て
い
く
場
合
に
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
内
容
は
、
従
来
の
一
投
事
務
職
員
と
い
う
概
念
を
こ
え
る
く
ら
い
、
肉 

_

体
的
.

精
神
的
疲
労
度
を
と
も
な
う
も
:€
»

と
な
り
づ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
：こ
れ
ら
の
*

金
ば
，
.事
務
瞵
員
の
へ
な
か
で
も
っ
と
も
低
い
と
み
な 

さ
れ
る
職
務
に
緊
縛
さ
れ
、，
低
賃
金
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
：い

る
'-
*

.

般
的
女
子
職
員
と
'

同
様
0

低
賃
：金
：で
あ
る
。

た
と
え
ば
、.
r

inl
j

掲
CD

婦
人
少
年
局
の
：調
査
で 

，ぼ
、：1

般
事
務
か
ら
年
丨
パ
■

ン
チ
ャ
ー
fc

配
置
換
え
に
な
っ
て
i

、：
賃
金
が
全
<"

変』

.

ら
な
い
事
業
所
が
五
九
^

を
し
め
、;'
増

穿

る

場

.合
も
平
均
額
は
四
八 

〇
円
で
あ
る
.

(

四
八 
s

o

:

- 

(

注
S

)

分
析
対
象
、
時
期
が
若
干
異
な
る
が
' 

広

田

寿

子

氏「
統
計
か
ら
み
た
わ
が
国
女
子
雇
用
の
；構
造」

.

(

社
会
政
策
学
#:
'

年
報
第
九
集『

婦
人
労
働』

三 

五
年
、
所
収)

.

を
#,

照
。

'.

へ
'

'

'

.'
,

:

:

.

:

(

注
9

)

：：
電
気
機
械
器
具
製
造
業
々
中
心
に
し
た
.

最
近
.

の
太
企
業
に
お
け
る
女
子
労
務
渚
め
蛋
に
：つ
：い
：て
は
、：
く
わ
し
い
実
態
調
查
：は
4

の
と
こ
ろ
な
い
。
婦 

人
少
年
局
が
精
密
機
械
器
具
の
ー
〇
〇
人
以
上
の
亊
業
所
に
つ
い
て
、
三
_

七
年
六
月
に
_

全
国
的
激
模
で
調
查
を
行
な
.

っ
た
が
、
ま
だ
筒
単
な
中
間
银
告
が
出
た 

の
み
で
あ
る
。
こ
の
中
間
報
告「

精
密
機
器
製
造
業
女
子
労
働
者
の
労
働
の
実
態」

.

(

労
働
時
報
*

,

.三

.

八
年
一
一
月)

に
よ
る
と
、「

最
近
、
女
子
労
働
者
が
増
加 

.

し
た
礙
業
所
の
な
か
で
、

女
子
を
つ
か
°

て
み
て『

う
ま
く
い
っ
て
い
る』

と
答
え
た
事
業
所
が
七
；
 

一
％
、
ぐ
：
：『

う
ま
く
い
づ
て
い
る』

理
由
と
し
で
は
.

女 

.

子

は『

手
先
が
器
.

用』

だ
か
ら
と
答
え
た
事
業
所
が
四
七
％
、

『

根
気
が
あ
る』

が
三
七
^

'■『

賃
金
が
少
な
べ
て
す
む』

ー
が
：ニ
0

%

、.『

い

う

こ

と

.
を

よ

く

き

 

く』

が
八
％
:

で
あ
る
。」

(

5

三

頁

)

 

，

'

'

(

注
10)

こ
う
し
た
点
は
、：
組
合
で
は
よ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

が
、

充
分
な
調
迤
が
；な
い
た
：め
資
#

的
裏
づ
け
は
で
き
な
い
。
前
掲
、
婦
人
少
年
局
の
精
密 

機
器
の
調
靈
の
中
間
報
告
，で
は
、.
.

勤
め
は
じ
め
て
か
ら
体
に
変
調
を
き
た
し
た(

も
.

の
.

は
.

七
.

割
で
、
病
名
の
は
：っ
き
り
し
て
い
る
も
の
で
は
、
眼
病
、.(

一0

%)

、

胃
腸
病(

1
0
%)

、
.婦
人
科
的
疾
患(

六
％)

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、「

眼
が
悪
く
.な
っ
た
•
痛
い
.
疲
れ
る(

三
.三
％)
、
肩
が
こ
る(

一
一
一
％

)

、
.
疲

れ

や 

す
い
•

(

.！
=:
%)

•：…

な
ど
の
訴
え
も
か
な
り
あ
る」

(

ニ
四
頁)

ど
の
こ
と
で
あ
今
^̂̂

(

注
U)

こ
の1

1

.
三
年
に
お
い
て
、
婦
人
労
雪
の
雇
用
構
造
•
低
賃
金
を
扱
っ
.た
ず
ぐ
れ
た
研
究
が
み
ら
れ
る
。
広
田
氏r

前
掲
論
文」

、
関
谷
嵐
子
氏r

女 

子
労
働
者
の
貨
金—

ニ
，
三
の
問
題
点」

(

日
本
労
働
協
会
雑
認
、.
.ニ
，七
号
、
三
六
年)

.、.
竹

中

囊

子

氏

「

わ

が

国

に

お

け

る

婦

人

の

雇

用

構

歲

と

賃

金

べ
 

:

|

婦
人
の
賃
金
構
造
の
特
徴
に
つ
い
て」

.(

大
阪
市
大
経
済
学
年
報
十
五
集

、

三
七

年

y
.

等

。

.

し
か
し
、
従
来
の
婦
人
労
働
の
研
究
でt

f
.

概
し
て
、
靈

、
た
ば
こ
の
ょ
う
な
姆
定
の
も
の
.を
吵
ぞ
く
と
、
婦
人
：の
比
重
'の
古
问
：い
.の
が「
お
し
な
べ
て
J>
,

規
模
性
産
業
で
あ
る」

(

竹
中
氏
、
.同
右
、

一
三
九
頁)

と
V

考
え
が
強
か
っ
た
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
大
企
業
に
お
け
る
女
子
労
働
者
の
問
證 

の
研
究
は
、
紡
辕
を
.の
ぞ
げ
ば
ほ
と
ん
ど
す
す
ん
で
い
な
い
現
状
す
あ
る
。

.
た
し
力
に
数
年
扩
に
は

婦
人
労
働
全
体
の
観
点
か
ら
い
え
ば
そ
う
し
t
特

徴

づ

け

；も

出

来

る

と

.思

わ

れ

る

し

、

最

近

に

お

け

る

大

企

業

の

女

子

労

動

^'
の
’
 

進
出
も
、
数
量
的
に
は
な
お
、
こ
う
し
た
特
徴
づ
け
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
か
も

し

，

れ
な
い
。 

’

し
か
し
な
が
ら
、
本
節
で
み
た
大
企
業
の
基
幹
的
工
程
へ
の
女
子
労
働
者
の
進
出
.の
問
題
は
、
今
後
も

：
.一

層
進
展
し
て
い
く
と
思
わ
^
る
し
、
現
在
？

？ 

今
後
の
婦
人
労
働
の
き
わ
め
て
重
要
な
一
つ
と
し
て
位
置
づ
.け

る

必

要

が

.あ

る

の

で

は

な

い

か

と

.思
わ

れ

る

。 

'

, 

— 

' .命 

.

第

三

節

男

子

本

エ

の

若

年

層

の

問®.

■ 

•
. 

,

' 

..
- 

•
-
' 

. 

-

-
 

.

、
 

-
. 

.

.

.

.

.

.

. 

•
• 

•
 
- 

- 

. 

. 

. 

I

,

.
 

.

:
■

.: 

.

■

: 

:■.. 

'
 
ぐ
：
'
. 

.

■

:'
.
.
. 

* 

. 
■

大
企
業
自
体
に
お
い
て
、
各
種
の
低
賃
金
労
働
者
が
広
巩
I

在
し
て
い
る
と
と

；

は
す
で
に
し
ば
し
ば
強
調
し
て
き
た
と
お

り

で

あ

る

が

'

最

 

後
に
大
企
業
男
子
本
黑
の
若
年
層
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
5

5

。

.

'

'

:

.

V

 

-

.

大

企

業

の

章

本H:

の.

問
題
を
考
察
す
る
場
合
、
男
子
本

H
,

の
：い
わ.

ゆ
る
：「

年̂

^

金
い
-
の

内

容

を

檎

討
^
ぎ

と

や

、：
さ
ら
にま
た
、
莩
 

職

員

と

の

貪.
.̂

(

水
準

.

，V

形
態)

.
比

較

をず
る
，
i

が
不
可
欠
セ
あ̂

^

(

第
：一：
図
：参
照)

：
。

.ニ
し
が
：：
し

な

が

ら

、

：
本

稿

で

は

紙

数

の

制

艮

わ

，こ

め

.

一
パ 

「

企

樂

規

模

別

賃

金

格

差

し

論

に

か

ん

す

る

若

干

の

疑

点.'
一.

八
.

一：.(

六
四』



,

•

'

.

'

■

:■
■

:
 

.

.一
八
ニ.(

六
五
〇) 

応
大
企
.業
め
男
-1
本

1[
に
お
.し
て
.も

：

若
年
層
で
は
、、
中
小 

>
.零
細
企
業
な
^
の
^
!
;金
が
'
:支
配
^
^
.あ
る
：と
い
.ぅ
*'
^

(

第1

直

、
、
：
第

二

十

五

表 

参
®

、'
.と
く
に
近
年
、
：大
企
業
の
.こ
，の
低
賃
金
若
年
露
者
べ
'が
依
存
が
高
，ま
，り
^
^
^
^

;

(

第

m
:

のf
.

で

議

し

と

く

，
：
，
多

ぐ

の

統

W

I

査
対
象
と
な
っ
て
い
^̂

い
る
た
め
，
男
子
本
エ
.
を
対
象
と
オ
る〔

本
節
で
^

」

'

統
計
.
上
と
：教
本
エ
め
み
の
も
め
'

を
用
い
る
こ
と
.は
固 

数
年
前
ま
で
は
、
製
造
業
に
お
け
る
大
企
業
本
エ
の
新
規
採
用
は
極
度
に
制
限
さ
れ
た
た
め
、ン
新
卒
若
年
労
働
者
.の
過
半
数
は
は
じ
め
^
ら
エ 

業
ぉ
ょ
び
そ
の
他
の
諸
産
業
の
中
小
•
零
細
企
業
労
働
者
や
臨
時
ェ
に
な
ら
ざ
る
.を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
つ
で
、.
こ
ぅ
し
た
労
働
市
昜
の
条
吁
の

た
の
で
あ
る(

い
わ
ゆ
る「

軍
身
者
賃
金」)

。
そ
し
て
大
企
業
は
、
'八_

の
安
定
性
、

将
来
の
：賃
金
上
昇
を
，条
件
と
し
て
、

中

小

.
零
細
企
業
労
働 

者
よ
り
わ
ず
か
ば
か
り
高
い
賃
金
で
、：

も
っ
と
も
優
れ
た
新
卒
若
年
労
働
力
を
優
先
的
に
採
用
ず
る
特
権
的
地
位
を
維
持
し
て
き
ヒ
：の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
現
在
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、「

技
^

^
新」

の
進
展
過
程
に
お
い
て
、

か
か
る
若
年
労
働
者
へ
の
需
要
が
急
激
に 

増
大
し
、
：若
年
労
働
者
を
中
心
^
し
た
雇
用
政
策
が
と
ら
れ
よ
う
と
し
て
き
て
い
るy J

と
で
あ
る
。

こ
れ

は

、

「

技
術
革
新」

办
進
展
に
よ
り
、:'
'
経
1

熟
練
や
为
ン
を
必
要
ど
す
る
旧,

膨
拘
：̂

:
さ«

、：

若

年

労

終

基
.

幹
！ -
!

程
を
担
い
う
.

 

る
よ
う
に
な
っ
た
ば
が
り
：が
、
：若
年
労
働
者
の
方
が
新
技
觀
に
適
応
し
や

.す
い
と
い
う
条
件
が
う
み
だ
さ̂
た
：
-.

と
と
、
他
方
で.
は
大
企
業
に̂

 

い
て
、
.労
働
力
構
成
の.中
•

高

年

層

の

肥

大

化

嗔

向

：に

よ

り

賃

金

.
コ
：
ス
ト
の
遞
増
傾
向
が
強
ま
っ
だ
結
果
、
賃
金
：コ
！.ス
ト
•
賃
金
源
資
の
削
減
の 

た
め
■に
若
年
低
賃
金
労
働
へ
の
依
存
を
強.め
.る
必
要
が
生
.じ
.た
こ
とA

J

に

起

因

す

，る

も

'
の

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

.
中
.

高
年
署
の
企
：業
へ2

貝
献
荽

*.
 

.......
 

•
 
•.
 

:
 

'
 

.‘
 

.
 

■
 

■
 

■■
 
.
 
-V
 

•
 

.
 

•
 

•

が
低
下
し
た
の
.に
反
^
て
，
：相
' ^

的
に
高
賃
金
の
中
.V,

高
年
層
の
肥
大
化
に
よ
り
賃
金
総
額
'|
|
賃
金
源
資
が
逋
増
傾
向
に
あ
る
現
状
の
も
と
で
、
 

企

業

は

、

若

年

層

，
の

»
金
を
華
上
昇
さ
せ
.：で
も
、
若
年
労
働
者
の
；̂
重
を
高
め
、
年
功
者
の
'賢
金
上
.昇
を
で
'き
る
だ
け
押
え
て
、
賃
金
総
額=

 

賃
金
源
資
：.の
節
約
を
は
か
ろ
_う
と
.い
う
の
で
：あ
^

: 

:

:
■

•
:.
'

-

v:
'
,

1

1
.•
三
年
前
よ
り
、
_

営
者
の
賃
金
管
理
政
策
.と
し
；て
う
ち
だ
さ
れ
た「

年
功
序
列
賃
金
か
ら
證
給
へ」

と
い
う
政
策
の
基
亂
に
は
、
右
の 

. ^

う
な
：低
賃
金
菡
盤
の
再
縞
，
強
化
と
：い
1

湯

が

'つ
ち
ぬ
ー
か
れ
吃
い
る
め
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
，：

三
五
年
.一
：
.
月

の

日

経

連

の

い

わ

ゆ

る
 

M
金

皇

Ej 

(「

日
本
経
済
の
安
產
長
へ
の
課
題
と
賢
金
問
5

:

に

お

い

て

、

明

ら

か

に

う

か

が

わ

れ

る

「

こ

れ

，
ば
；

従

来

の

，
通

続

.亨
列
給
体
系」 

に
お
け
る
昇
給
制
度
：を
職
務
給
制
度
へ
転
換
し
よ
う
と
.い
5
方
針
を
強
く
う
ち
だ
し
た
も
の
.で
あ
る
が
、

そ
め
理
由
と
し
て
、「

革
新
的
な
生
産 

技
術
椹
造
下
て
の
労
義
カ
ひ
質
盼
変
化」

.：と

.

「

そ
め
担
い
手
た
る
労
働
者
の
偭
値
意
識
の
変
化」

(

若
年
策
働
者
の
年
功
的
旧
秩
序
へ
の
反
抗)

と
と
. 

も
に
、

つ
：ぎ
の
.よ

う

な「

適
正
労
^
^
管
理
の
連
用
.1
-
の
：阻
害
を
あ
げ
て
.い
：
る

。
，
.

「

1
:
.昇
給
制
^-
%

へ
将
来
労
働
カ
办
年
齢
的
、

4
よ
び
質
的 

構

成

.
の

変

容

に

よ

，
っ

て

、

経

費

的

に

.そ
の
適
正
な
運
用
が
庄
迫
さ
.れ
る
で
あ
ろ
う
。
ホ
な
：わ
ち
、.
高
齢
作
業
労
働
者
層
.の
.
量

的

比

重

は

増

大

し

て
 

「

企
業
規
模
別
®
金
格
楚」

論
に
か
.ん
す
る
若
干
の
疑
点
. 

一.
.八
.三

.(」

v
五
.，一)



い
る
が
、
そ
の
下
に
お
け
る
.作
業
の
能
率
低
下
な
い
し
不
適
応
化
に
乖
離
す
る
昇
給
の
継
続
、

つ
ま
り
、
従
来
通
り
の
昇
給
制
度
を
維
持
す
る
こ 

と
は
、
そ
の
昇
給(

あ
る
い
は
さ
ら
に
退
職
金)

の
た
め
の
莫
大
な
追
加
源
资
を
必
要
と
し
、
適
正
労
務
費
管
理
の
運
用
は
.、
阻
害
さ
れ
る
で
あ
ろ
.

(

佗
2)

う
。」

と
。
 

;

右
の
ご
と
き
政
策
の
反
映
と
し
て
、' 

一
方
で
は
定
期
昇
給
の
抑
制
‘
停
止
を
は
じ
.め
と
し
て
、
中

'.
.
高
年
層
の
配
置
転
換
、
さ
ら
に
は
最
近
化 

学
で
み
ら
れ
る
ょ
う
な
中
•
高
年
層
の
解
雇
等
、
種
々
•の
形
で
中
•.高
年
層
の
地
位
の
.低
^

f

k

i抑

制

を

：
は

か

ろ

う

’と

す

る

動

‘き
が
出
て
き
て 

い
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
若
年
低
賃
金
労
働
者
へ
の
依
荏
が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。■

大
企
業
に
お
い
て
、
若
年
低
賃
金
労
働
者
へ
の
依
存
度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
傾
向
は
、
種
々
，の
統
計
に
明
ら
か
に
う
か
が
わ
れ
る
。
、
.

数
年
前
ま
で

は
、
'新
規
学
卒
者
の
：う
ち
、
製
造
業
、の
大
企
業
へ
就
業
す
る
^
の
は
.、
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
て
い
.た
が
、
' 近
年
、
新
規
学
卒
者
の
製
造
業
へ
就 

業
す
る
も
の
の
絶
対
数
が
.飛
躍
的
に
.増
大
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
増
大
し
た
新
規
学
卒
者
の
う
ち
大
企
業
へ
入
職
す
る
も
の
の
比
率
は
か
な
り
上
昇
し
て
き
て

い
る
。(

第
二
十
二
表
参
照)
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: 

.

.
'
•
.
'
，.
，パ
；

'
'

. 

'こ
う
し
た
若
年
労
働
者
の
新
規
採
用
の
増
大
を
反
映
し
て
、
大
企
業
男
子
労
務
者
の
年
齢
別
労
働
者
構
成
に
お
い
て
も
、
三
四
年
頃
か
ら
は
若
年
層
の
し
め

.

. 

. 

..

. 

.

.

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

- 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

• 

-
.
.
.
.
.
.
.
.

る
比
重
が
し
だ
い
に
高
ま
り
.つv

つ
あ
る(

第U

十
三
表
参
照)

。
も
っ
と
も
，
大
企
業
に
お
い
て
は
、
労
働
組
合
の
圧
力
の
た
め
、
.中

.
高
年
層
を
容
易
に
解 

.
雇
で
き
な
い
>
い
う
事
情
も
あ
る
た
め
’「

技
術
革
新」

の
進
行
過
程
で
雇
用
が
急
速
に
拡
大
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、.
大
量
の
若
年
労
働
者
の
採
用
に
ょ
っ

て
労
猶
カ
構
成
の
若
年
化
は
顕
著
で
あ
石
が
、
い
わ
ゆ
る
装
置
産
業
の
ご
と
く
、
労
働
力
の
節
約
がf

心
速
に
進
み
、
雇
用
が
停
滞
的
な
と
と
ろ
で
は
、
ニ
〇
歳

:

- 

- 

-

. 

.

.

. 

/
:•

':〈

注5
.)

?

.

未
満
め
若
年
層
の
比
重
が
若
干
高
ま
る
反
面
、'
高
年
齢
層
の
比
重
も
か
な
り
高
ま
る
と
い
う
現
象
も
み
ら
れる

"
：(

第
二
十
四
表
参
照)

:
.

.と
こ
ろ
で
ー
大
也
乘
に
お
け
る
若
年
層
問
題
^
つ

い

て

：
は

、
.
そ

の

量

的

比

重

が

+高
ま
づ
て
い
る
と
い
う
点
.だ
け
で
は
な
く
卜
こ
の
若
年
男
子
労

. 

一

.

.

.
：

.

.

.
-
.
.
.
-
'
.
.
,
.
.
.
.
'
. 

■ 

.

.

.

.

_
者
が
各
産
業
に
お
い
：て
基
幹
的
生
產H

瑕
に
進
出
し
て
い
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
”

機
械
産
業——

機
械
、
.:
.電
気
機
械
器
具
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
で
.は
、
-'
ず
で
に
指
摘
し
た
ご
と
く
、‘
’作
業
の
細
分
化
.
V輕

兔

饊

化

が

：
急

速

「

企
業
規
模i

實
金
格
差」

論
に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
点
'

. 

:
.
H
.

八
五
：
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五
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第= 十二表製造業における新規学卒渚の規模別就業の推移

: : x

100〜499人

「労働異動調齑』より計算。

製 ：造

500人以上

第二十四表年齢別労働力構成の推移 

_ > ; (本:E；. 臨時ェ計)

20歳未満 20〜邠歳末満 30〜40歳末満 40歳 以 上 •

_自 ，' 動 _ _車 _
|31年,末 .1 0 .9 37. 0 31,4 20.6
135年 末 : 19.7 35.3 23. 0 ' 21.9

電 動 機
[3 1 年 末 .17. 6 37.9 29.9 14.6
135年 末 28.3 36,7 20.1 15,0

セ メ ン ト
J31年 末 3.5 35.6 35.0 25.9
135年_末.： 9.5 36.2 27.6 26.7

硫 安
("31年 末 1,3 31.9 36.6 30.2
135年 末 2.4 17.1 30.6 4 9 .9 . .

「労_ 生産性軾計調迹報舎j 昭和34年，27頁と，昭和35年，37具より作製。

第 二 十 三 表 年 齢 别 努 働 者 構 成 比 の 推 移 —

(製造業，1,000 ノS以上缉声伞業f 男手労務者） 年齢|丨=100%

18歳未満 18〜
20歳未満

2.0〜
25歳未満

25〜
30歳未満 35歳未満

35〜
40歳未満

40〜
50歳未満 50歳以上

2 9 年 2.8 4.9 19.3 20，1 , 、15. 0 13.8 .18.7 5.4 '
3 4 年 3.1 4.7 17.5 17.1 16.9 12.9 21.4 6.4
3 6 年 4.4 < 9.1 20, 6 15.0 14. 6 11.7 ；- 1 8 . 1 6.4

29年 は 「個人別賃金調査ム34年 は 「賃金構造-基本調查」 (以上は『労働白街^ 1 961年 

度版324頁より引用。） .
^

87,236人 
(28.5%)

66,658 (22. 8)
78,129
(36.3)
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30〜99人
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.S
57
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19, 
(4(
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| 1 8 歳 未 満 20歳以上25歳未満
: . . . . . .

規 摸

V

1000人以上 {

務
500〜999人  f

者 . 100〜499人イ

男 30〜 99人」

.子 :.....
. . . . . K

10〜 29人 {

労
1000人以上 ！̂

務 500〜999人」

者 100〜499人 {

女 30〜 99人イ

.."子 :“ :..
10〜 29人 [

18歳以上20歳未満

n  1： ^第二十五表企業規模別の年齢別定期給与の推移
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•
に
す
す
ん

^
結
果
、へ
基
幹H

程
.に
お
い
て
，：
若
年
労
働
者
の
増
大 

「

が
威
著
で
あ
る
。
;

.，

'

'

(

そ
し
：て
と
こ

で
は
.、
雇
用
拡
大
が
急
激
で
お
.

る
た
め
、
：解
雇
が
；容
易 

で
は
な
い
男
子本

！-
f

の
採
用
を
抑
制
す
る
と
と
を
目
的
と
し
く

基
幹
エ 

1
程
に
.お
い
て
’
す
で
に
み
た
ょ
ぅ
な
若
年
臨
曝
エ
や
回
転
率
の
高
い
若
年 

..:
.
女
子
労
働
者
が
若
年
男
子
の
増
大
ょ
り
.
上
廻
0
.
.て
多
量
^

.

採
用
さ
、
て
、r
 

る
の
で
あ
る
。)

 

•

-

ま
た
、
化
学
争
办
装
置
産
業
に
..お
い
て
も
、
す
で
に
見
た
ご
と 

パ

く
基
幹
工
程
の
労
働
が
計
測
、
監
視
労
働
に
変
り
、-
旧
熟
練
が
不 

:

^

^
な

0
た
.反
面
、
化
'#
ノ
電
気
等
の
基
礎
知
識
が
必
要
と
な
つ 

た
た
め
、：

学
歴
の
高
い
'高

校

卒

の

若

年

労

働

者

を

.基

幹

エ

程

に

配
 

置
さ
せ
る
こ
と
が
•一
般
化
し
て
い
る
。

.

と
く
に
、
新
設
工
場
で
は
、
.
い

ず

化

の

.
製

造

業

に

お

い

て

も

若
 

年
労
働
者
を
中
軸
と
、し
た
管
理
方
式
が
.と
ら
れ
る
■
合
が
多
く
、

1

般
に
高
年
層
.は
遅
れ
た
分
野
や
旧
式
工
場
へ
配
置
転
換
さ
れ
る 

傾
向
に
あ
る
。
.
,

こ
の
点
は
、「

労
働
生
產
性
統
計
調
杳
：

」

の
自
動
軍
、
高
炉
工
場
、
 

'セ
メ
ン
ト
工
場
等
の
新
設
工
場
に
お
い
て
、
：
ひ
と
し
く
指
摘
ざ
れ
て 

い
る
a：
*

こ
ろ
で
転
る
。

以
上
、の
ご
と
く
、
カ
^
業
は
中
♦
_高
年
労
働
者
の
«-
金
上
昇
を
抑
制
し
つ
つ
、
.若
年
労
働
者
へ
の
依
存
を
高
め
て
き
て
お
り
、
こ
の
過
程
で
若 

年
労
働
者
の
賃
金
は
最
近
上
昇
.を
し
め
し
て
い
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
大
企
業
に
お
け
る
若
年
労
働
者
の
賃
金
は
依
然
と
し
て
中
小
企
業
と
同
水

■

■ 

ノ
. 

• 

.

;

.
:.

■

;

:'
..
.
- 

:
■
.
,
'
:
-
:
■:
 

く
,
.-:
,
.
.
'

-

'■
. 

;■
:

…

•'
:
,'.
.
■
:■
.
'
;

準
で
あ
っ
て
、
：：い
わ
ゆ
る
'「

単

身

賽

金

」

の
域
を
脱
ず
る
も
名

上
昇
で
あ
る
し
、
そ
の
上
昇
額
'%
'
.大

企

業

：
にお
け
る
若
年
労
働
者
の
：基
幹
ェ
程
へ
の
豸
㈤

、
こ
■の
間
に
お
け
る
物
価
上
昇
を
考
え
れ
ば
決
し
て 

充
分
为
も
：の
と
.
は
い
え
な
い
”
と 

<
:に
最
近
に
お
け
る
若
年
層
の
.賃
金
’上
昇
：に
お
い
：て
は
、，
大
企
業
0 ,

方

が

む

し

：ろ

中

小

企

業

よ

々

も

低

く

、
、
最
 

近
で
は
.若
年
労
働
者
の
靈
.は
太
企
業
と
中
小
企
業
-で
は
校
と
ん
>:
差
が
み
ら
れ
ず
、
初
住
給
で
ば
：中
小
企
業
の
方
が
か
：え
0 '

て
高

)

と
、い
_う
と
.

こ
ろ
も
み
ら
れ
る
狀
_
で
あ
.る
0((

第
ー
.ー
十
五
袠
参
照

)

/

^

-ン

：
 

：

.. 

-

'

こ
、
こ

に

ば、• 

i

業

が_「

¥
功
賃
金
が
ら
11
§

べ
；

」

ァ
職
務
に
応
じ
た
賃
金
を
と
主
張
し
な
が
ら
も
'
若
年
労
働
者
：1

金
に
つ
い
て
は
、
労 

働
市
場
に
'お
け
る
需
給
.聞
係
か
.ら
.余
«
な
く
さ
れ
る
.か
，ぎ
ヴ
の
賛
金
上
.昇
ー
.に
と
ど
.め
、
VV
ぜ
ん
と
し
て
若
年
労
働
力
の
.低
貴
金
に
依
存
し
よ
う
と

す
る
態
度
が
う
か
が
わ
杌
る
。
若
年
労
働
者
の
賛
金
を
住
込
み
や
親
の
家
が
ら
通
勤
すW

単
身
者
の
生
活
費
水
準
で
お
さ
え
.て
.お
い
て
、
.生
活
費

..

..

 

:,

の
上
昇
.に
と

も
な
っ
'て
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
，ぎ
り
で
貴
金
を
上
昇
さ
.せ
て
い
ぐ
と
い
ラ

こ
，と

：

は
、■;

企
業
に
と
づ
て
は
ぎ
わ
め
て
好
ま
し
い
低
賃
金

. 

- 

.. 

.

利
用
の
.i

で
あ
る
：か
ら
、
と
う

し

た「

年
功
賃
金」

の
利
点
は
''
可
能
な
か
ぎ
り
温
存
‘
維

持

し

よ

う

と

，
い
一
う
政
策
が
，
：と

ら

れ

る

わ

け

で

あ

る

。

.

.

. 

:■ 

.

.

.

以
上
の
よ
う
に
、
'

「

年
功
賛
金
よ
り
職
務
給
へ」

と
.い
う
主
.張
の
基
底
.に
.は
、：
中
：•
高
年
層
の
地
位
'の

低

下

：
、
.
.賃
金
抑
制
を
：は
か
る
と
と
も
に
、
 

若
年
層
の
賃
金
を
春
干
上
げ
て
も
、：
-
の
低
賛
金
若
年
層
：の
比
重
を
高
奴
、：

賃
金
；源
資
の」

節

約

•
安
定
を
：実
現
し
よ
う
と
す
.る
意
図
が
：つ
ら
ぬ
か

れ
て
'い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
.に
ゆ
大
企
藥
め
男
子
本
ェ
自
体
に
お
.け
る
低
賃
金
基
盤
..の
強
^

^
策
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
，ぎ
る
。
—

す
で
に

,
 

.

.

.

. 

'

み
た
ご
.と
く
、
基
幹
工
程
に
お
い
て
、
若
年
臨
時
ェ
、
若
年
女
子
労
働
者
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
：ま
さ
：に
：か
か
る
政
策
の
一
環
に
他

:

■

 

.

.

■

:

 

• 

- 

' 

. 

- 

•
-
- 

ぺ
企
業
規
模
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若
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I

こ

と

ば

、

大

企

業

の

男

子

本

H

の

性

格

に

も

一

定

令

化

が

奢

 ̂

「

企

業

規

1

I

I

」

P

I

I

察
す
f

歳

い

蒼

く

書

す

る

I

I

う
。
す

で

に

み

も

M

M

.

,

■

■

1

る

相

対

的

囊

養

• 

一

 

d

あ

f

最

I

」

と

く

中

小

企

業
I

と

ん

I

様

S

賃

金

磨

る

大

企

業

看

労

8

の
比

■

■

て

中I

層

裏

金
抑
制
I

す

む

產

”

 

0

用

を

も
.
.

て

i

て

I

う

。

事

実

，

最

近

め

バ

「

企

業

規

驚

^

若

I

I

S

髪

金

I

'

l

l

平

均

賃

金

裏

く

し
5

1

1

働
#

^

鑫

差

」

麗

の

分

析
I

.

い

て

、
：

大
企
業
3

賃
金
問
題
I

察
が
必

要

で

，
.

1

こ
と
が
.
し
f

れ
て
：い
る
'

I

わ

鑛

，
■

.

.

ハ

':

餐

I

金
格
差」

I

傾

向

を

豐

一

- J

さ
る
を
得
な
V

状
態
て
あ
る
。
た
と
え
ば
、
昭
和
一
I

I

農

済

白

書

は

、「

企

業

疆
别
賃
金

格

差」

.

の
：縮
小
に
つ
い
て
；
：
フ
|

摸
企

:

ズ
1

、
中

•

高
年
層
の
地
位
の
低
下
、
賃
金
抑
制
と
い
う
点
に
：つ
：い
て
は
、
：|

み
る
ょ
：う
な
諸
問
題
が
あ
る
た
め
、
軽
率
な
判
折
I

さ
れ
令
、が
、

金

格

差

」

S

小

要

f

 
1

2

ろ

う

。

.

」

れ

も

？

.大

企

I

I

の

I

翼

g

i

と

い

う

g

l

ら

ん

だ

.「

企

證

篇

,

も
ち
ろ
ん
、
.中

.
高
年
層
の
地
位
の
低
下
、
賃
金
の
抑
制
に
と
も
な
う
大
企
業
男
子
木
工
の
性
格
の
変
化
と
い
'う
こ
と
は
、
決
し
て
単
純
に
理 

解
し
.て
は
な
ら
な
い
。

'

. 

. 

. 

•

大
企
業
に
お
け
る
若
年
労
働
者
の
貴
金
が
今
な
お
第
一
.図
、：
第
一
一
十
五
表
に
み
.ら
れ
る
.

U

と
き
低
い
：水
準
で
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
生

.

.

.

.

.
 

.

.

.
 

.

.
 

.

.

.

.

.

.

. 

{<, 
•.:...
 

.
 

. 

• 

.

.

.

.

活
費
の
.上
昇
す
る
高
年
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
、‘
何
ら
，か
の
.形
で
賃
金
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
.ま
た
、
大
企
業
は
従
来
中
途
採 

用
を
極
力
避
け
：て
、
新
卒
の
新
規
採
用
者
を
年
齢
，
勤
続
に
応
じ
て
、

.#
格

.
昇
給
さ
せ
て
い
く
こ
と
'に
ょ
っ
て
、
年
齢
''
.
勤

続

に

そ

く

し

た

，
職
 

場
に
お
け
る
上
.
.下
の
秩
序
、：，身
分
的
管
理
秩
序
を
確
立
'，
強
化
し
て
き
た
.の
で
あ
っ
て
、'
こ
の
点
も
有
効
：な
か
ぎ
り
で
継
承
さ
れ
て
い
.く
で
あ 

ろ

う

？

し

た

が

、
っ

V

職
務
分
析
•
職
紙
評
価
：に
応
じ
た
賃
金
支
払
：い
原
則
が
す
す
め
ら
れ
る
と
：い
っ
て
.も
、
職
務
の
序
列
は
、
.年

齢

•
勤
続
の
序 

列
と
対
応
さ
せ
ら

.

れ
、
«

♦

上
昇
に
.，
つ

い

.て
も
、

職
務
自
体
の4

昂

，
複

雑

化

と

い

う

要

因

吖

齡

，
が

£'
，
，年

齢

•
勤
続
の
.要
因
が
：加
味
さ
れ
て
い 

く
こ
と
は
当
然
予
測
さ
れ
る
と
こ
：ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
若
年
層
の
低
賃
金
や
中
高
年
層
の
地
位
の
，低
下
、
賃
金
抑
制
等
に
つ
い
て
ば
、
労
Ml
.

砠
合
が
こ
れ
と
い
か
に

と
り
く
む

の
が
と
い
う 

こ
と
.に
.ょ

0
.
,
.
て
も
大
^
く
左
右
.
れ̂
る
.；'の
で
あ
.
.る
か
ら
、
そ
.の
将
来
は
、
B
合
運
動
の
®;
向
や
力
関
係
.に
.も
依
存
す
る
こ
と
に
な
ろ
■う
。

.

，
さ
ら
I
■
た
：、.
1

5

重
要
な
問
題
と
し
S

、''
:

勞
働
^
^
 ̂

職
務
I

祈
‘
職
務
の
格
付
け
と
い 

う
場
合
、：
企
業
べ
.：の
責
献
度
*
責
任
、

.#
の
要
因
の
重
視
さ
れ
.て
い
る
現
状
で
.ば

，
，
基

幹

エ
.程
の
う
ち
で
も
と
く
に
.中

枢

部

分

を

担

当

じ

：
て
：
い

る 

労
働
者
、.「

技

術

革

新

」

め

：
過

程

で

：
増

太

し

て

#

た
各
種
技
術
者
、：

‘あ
る
い
は
マ
へ
職
場
參
監
督
‘
指
揮
を
担
当
し
て
い
る
職
淛
等
に
つ
い
て
は
、

. 

.-こ
れ
ら
の
労
働
者
の
労
働
意
欲
を
高
め
ヽ
企
業
へ
へ
の
定
着
を
強
め
る
た
め
に
も
ろ
企
業
は
賺
メ
技
術
等
ょ
ゃ
他
の
婆
因
を
加
味
し
て
ー
こ
れ
ら 

の
層
^
対
し
て
は
、
.'
柏
対
的
£
咼

い

賛

金

水

準

を

：
許

す

.と
：：
と

も

に

、

：

年

齢 >

 
勤
続
：に

卷

.て

高

い

率

の

：
賃

金

.土
昇
を
許
す
こ
と
：に
な
ろ
う
。

.

.'「

企
業
規
模
別
i

格
差」

論
に
か
ん
す
る
若
干
の
疑
点
：

.

.

:

>

'

'

'

: 

:

「

八
九
':(

六
五
七)

'.
:



-...

 

.

.

.

.

.

. 

:.:
.

て.'.
, 

パ
：
，：.
、.
'

ノ.
'
:
.
.
1
.
.
.九
0

へ(

六
五
'

)

.

‘ 

ニ 

i

l

:

と
I

麗

は

.「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差

Is

 

要
因
を
考
f

:

|

雪

の

奮

，
階
層

I
I

く
わ
し
.

1

 

. 

•

 

♦

 

?

 
?

こ̂

で
_

分

析

の

奮

を

大

企

業

丽

Kflll

な
み
の
低
露
労
働
者
が
広

I

存

孝

I

l

f
 

i

l

l
 

豪

 

I

I

P

.

.

■
.
.■'
.
 

. 

. 

.■;

. 

.

.

.■

. 

:
.
- 

. 

.
.
.
.
.
.

 

: 

-

■

.

.
';
.
.
:
.
:
.
.:'.-ノ
 

■
■ 
■ 

-
.
.
-
v
,

.

.

• 

' 

•

■

.

:

:

ご 

〜
v
:
:
:
.

階

層

■

の

問

S

I

氏

れ

ね

I

.

念

い

と

す

一

I

l

f

 

n
 

f

 

: 

V

 

V

く

ナ

め

に

は

：

賢

の

 

:

:
れ

ぞ

れ

の

I

水

準

t

.

び

.年

齢

別

賃

金

上

界

を

見

I

 

J

—
■：
図

の

ご

と

i

,

 

i

l

:

.

:

労

職

別

、

学

歴

別

I

け

て

、

そ

の

貸

、
：
労

馨

く

ら

べ

て

^

!

嫌

::
:

員
1

て〜
.

i

年

と

I

1'

勤
^

_
向
1

9

で
t

。t 
く
M

職
職
員
こ

は
三
〇
年
以
降

| 

I

る
。
.(

第
二
,̂

高

賽

 

こ
ぅ
し
た

が
.

り

の

層

で

I 

•

高
_

わ
が
国
l
l
i

労
働
者」

.墨

に

は

1
.
1

な
I
f

ち
？
臺

 

ま
で

労働省賃金調査/課 《■日本の賃金構造J 280頁より引用。

第二十六表管理職員と一般職員との貨金上界比較

(33 年/ 29 年)

管 理 職 員 j 一 般 職 員

食 品 

衣 • 服 . 

木 材 

石油•石炭製品

m  業

. '企...厲 ...製 . 品 ’ 

機 蛾

127. 9 % 
142.1
136.5 
151.8
133.6 
129. 7 
139.5

118,2 % 
114,4
126.3 
126.9 
116.0
116.4 
115.1

が
：ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
：か
ら
、
：r

常
用
労
働
者』

の
賃
金
統
計
の
な
か
に
も
、

か
か
る
踅
役
，
理
書
を
は
じ 

め
と
し
て
、：高
級
管
理
職
員
や
現
場
監
督
者
等
が
す
べ
て
.ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

'.
■

.

し
た
が
つ
て
、
太
企
業
に
お
け
る
前
役
•

理
事
を
は
七
め
と
じ
て
高
級
管
理
職
員
や
、
現
場
監
督
等一

労̂
働
者 

階
級
と
は
い
え
な
い
諸
層
の
賃
金
の
相
対
的
高
さ
が
強
化
さ
れ
て
い
く
と
す
れ
：ば
、

そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
•

「

企
業
規 

模
別
賃
金
格
差」

拡
大
の
.

要
因
と
し
て
磡
く
ル
で
あ
る
。

,

.

.一
般
に
は
、
労
働
者
階
級
以
外
の
諸
勝
が
す
，ベ
て
ふ
く
ん
だ
統
計
を
根
拠
と
し
て
、.
大
企
業
の
平
均
賃
金
の
推
移 

や
、
附
加
価
値
生
産
性
格
差
と
賃
金
格
差
と
の
対
応
関
係
、
さ
ら
.に
は
、
い
わ
ゆ
る
レ
ラ
テ
ィ
ブ：

y
H

ァ
の
問
題 

等
が
論
議
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
，
し
か
し
、
賃
金
問
題
の
分
析
に
；お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
問
題
に
お
い
て
も
、
/ 

「

労
働
者
階
級」

•「

，
⑽
者
階
級
の
賃
金」

と
い
う
範
疇
を
明
確
に
す
る
努
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。：
現
在
利
用
で
き 

う
る
官
庁
統
計
で
は
、

こ
う
し
た
.点
を
：明
確
に
す
る
こ
.と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
わ
が
国
'ェ
業
の
現
状
の
も
と
で 

は
、
何
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
，て
、「

労
働
者
階
級」

.「

労
働
者
階
級
の
賃
金」

;

と
い
.う
範
疇
を
確
立
す
る
か
と
い 

う
点
'に
つ
い
て
、
理
論
的
に
も
、
実

証

的

.に
i

、
充
分
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
る

。

(

住
1)

' 
た
と
え
ば
.
.

「

年
功
賃
金」

.
と
い
.ぅ
概
念
に
つ
い
て
も
、

ー
般
に
は
.き
わ
，め
.：て
瞹
眛
に
用
い
ら
れ
て
い
?>
-
。:(

こ
の
：
点

匕

つ
.い
，
て

は

々

小

池

和

舆

氏

「

賃 

金
；
労
働
条
件
管
理
.の
実
態
分
析
^

—

企
業
内
賃
金
構
造
の
論
理」

講

座『

日
本
.の
労
働
問
題
㈡
労
務
管
理』

三
六
年
所
収
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。)

■し
た
が 

っ
て
、
本
節
の
問
題
を
正
し
く
展
開
す
を
た
め
に
.は
：
、

従

来

に

；
お

け

る

「

年

功

賃

金

」

の

把

え

方

と

、

最

近

..に

お

，け

る

そ

の

変

化

.
の

内

容

を

明

ら

か

に

す

る

こ 

と
が
理
論
的
に
耍
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
‘
本
稿
で
は
紙
数
め
制
瞬
上
ノ
割
愛
せ
ざ
る
を
克
な
が
^
た
。
.
'
'
;
'
:
;

::
:

■.
'

へ

..'

(

注
2)

..
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
.

』

日
本
経
済
の
.安
定
成
長
.へ
の
課
題
と
資
金
間
題』

.

.三
五
年
、「

九

—-
:
頁
。

-

.

'

(

注
3)

.注

.
2
の

「

賃
金
‘白
書」

で
；は
、「…

：
.裏
期
雇
用
制
を
前
提
と
'す
る
.限
：り
、
'昇

給

制

度

雜

持

の

施

策

は

.パ

 

応
是
認 

し
つ
.つ
.も
、
そ
の
ゥ
エ
ィ
ト
を
減
殺
し
：て
;'
職
務
価
値
：'(

職
務
能
力)

；

序
列
化
を
す
す
め
る
、

あ
る
め
：.で
あ
，
っ
て
、

肖

ま

べ

ー

ス

•
ア
ッ
プ
の
際
は
、
こ 

の
層
の
配
分
部
分
は
相
対
的
寡
少
な
：ら
し
め
.、：；昇
給
線
が
年
令
，
勤
続
年
数
以
外
の
要
襄
其
ょ
：？
て
設
定
さ
：れ
る
配
慮
を
必
要
と
1>
ょ
ぅ
。」.(

同
、

一
九
三
丨

:
四
貢)

と
の
.ベ
‘て
い
.る
.
。
，
.
.
.
.
：
.

.

■
■

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差」

論
.に

か

ん

す

る

若

.千

の

疑

点■,
,
} 

一

九

こ

(

六

.五
九

)



(

注

;4
三

〕

1
1
年

，：
日

産

化

学

、

；

-^
西

六

、

日

本

水

素

、

〉

右

原

産

業

等

に

、

:«
雇

：
•
：賃

金

引

下

げ

が

3
3
さ

れ

、

^

な

り

長

期

^.
わ

'た

る

闘

争

が

行

な

，
つ

て

た

。

こ
 

一
 

' :
九

ら

の

に

.よ

.甚

名

解

雇

撤

回

フ

希

望

退

職

募

警

：い

う

形

崔

っ

一

蒙

ギ

^
^

一
::
1
.
賃
^

の
高
い
者
- -
:.
.
-
,業
務
編
冰
の
衮
邏

'|
£

_

難
な
者
每
^
^

.

1
れ

た

。

労

働

組

合

が

ま
と
め
た
資

料

に

、

「

化

学
産
業
：に
お.け
る
合

理

化

の

：

背
景
と
実
態」

弓
刊
合 

:

化

三

卷

：
1:
号

、
バ
三
：
七

年

が

あ

る

。)

'
:
^

一
な
:̂」

一

一 :

七

年

に

は

：
：
、
新

日

本

窒

素

肥

料

：

(

3

^

 

の
人
員
整
理
問
題
が
あ
ぐ
つ
い
で
生
じ 

て
.，

る
。
こ
：れ
ら
に
お
い
て
も
組
合
に
よ

つ■
て
、：

希
望
退
職
募
集
：と
い
う
形
.

に
な
つ
允
が
、
会
社
が
.

組
合
活
動
家
と
.

：
と

も

に

、

中

.

.
高

年

層

の

璧

塞

ん

で

い
た.
：-
と
'
は
；
明

ら
.
か

と

思

わ

れ

る

。

:

.

:
:
.
へ

.
:
:
.
'
-
.

(

注LO)

と
く
に
硫
安
の
こ
と
く
戦
後
の
復
興
期
に
急
速
に
拡
大
し
た
労
働
者
を
か
か
.え
て
.
い
る
.う
え
、
近
年
新
規
採
用
が
停
滞
的
で
あ
.る
と
こ
ろ
で
土
、
ホ 

働
力
構
成
の
中
•
高
年
齢
層
の
比
重
の
増
大
が
顕
著
で
あ
る
。

.

i 

:

(

注
e)

三
四
年『

労
働
生
産
性
統
計
調
聋
報
告』

第
.一
章
第
四
節
'.
-
.労
働
面
の
変
化」

;'
'

三
.五
年
同
報
脊
 ̂

を
参
遇
。
 

(

注
？)

こ
の
よ
：う
な
点
か
ら
、「

企
業
義
別
賃
金
格
差」

.
S

移
率
均
賃
金
で
把
え
た
数
値
で
：論
ず
る
こ

と

.
S

題
.の
あ
る
こ

と

.，

を
指
摘
し
た
も

の

こ
、

:

三

響

邦

氏「

賃
金
の
規
模
間
格
差
縮
小
の
徴
候
と
そ
の
問
題
点」

，

(

月
刊
労
露
題
、
：
一
九
S

年

：:
月
号)

、
隅
谷
三
奮
无 

本
質—

I

I

は
存
在
す
る
か
ー」

(

日
本
労
働
協
会
雑
誌
、
三
〇
号
、
三
六
年)

が
あ
る
。
：

:

(

注
8)

『

経
済
白
書』

三
六
年
度
版
、
.
ニ
六
六
頁
。

(

注
9) ：

4
労
働
s
書』

一
九
六
二
年
版
、
三
六
四
頁
の
第
.ニ
五
表
を
参
照
。

. 

■
/ 

-

.

,

 

.

.

.

.

'

あ

と

：

が
 

'
き 

'

.

■

.

;

'

•
 

. 

: 

- . 

• 

: 

.

.

.

.

.

本
稿
で
は
、「

技
術
革
新」

に
と
も
な
う
高
度
な
発
展
の
は
じ
ま
つ
た
三
〇
年
以
降
、'
大
企
業
に
お
い
て
種
々
の
形
で
、
低

賃

金

讓

の

再

編
. 

強
化
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
を
聽
し
て
き
た
。
三
〇
年
以
降
に
朱
け
る
臨
時H
制

度

の

広

汎

な

利

用

と

.
臨

時

ェ

の

う

ぢ

直

接

生

産

工

程

に

働

く
 

も
の
の
比
重
の
増
大
。
社
外H

制
度
の
新
，た
な
登
場
と
急
速
な
る
普
及
。
機
械
産
業
を
中
心
■と
し
た
低
賃
金
女
子
労

働

者

の

増

大

。

大

企

業

男

子

 

木
工
自
体
に
.お
け
る
低
賃
金
若
年
層
へ
の
依
存
度
の
増
大
と
中
•
高
年
層
のI

部
の
地
位
の
f£
;
落_

_
。

大
資
本
が
企
業
内
に
お
い
て
多
数
の
低
賃
金
労
働
を
直
接
利
用
す
る
と
い
う
'こ
と
.は
'、.
戦
後〗

の
大
資
本
の
：復
活
過
程
以
来
-—
*
.貫

し

て

見

ら

れ

.
た 

も
の
で
：は
あ
る
が
、「

技
霧
革
新」

に

と

ね

な

い

大
企
業
が
高
度
な
発
展
を
し
め
1>
た
.|ー
 

1〇
年
以
降
に
お
い
て
、

o
う
し
た
低
賃
金
階
層
の
問
題 

‘が
決
し
セ
解
消
し
な
.か
っ
た
ば
か
り
が
ぐ
む
し
ろ
そ
の
重
要
性
を
増
し
つ
つ
あ

る

と

い

う

こ

ど

は

、
”

*'
こ

ど

に注
目
に
面
す
る
も
の
で
あ
.る

。
と
. 

く
に
近
年
、
外
国
資
本
と
の
競
净
の
激
化
す
る
も
と
で
、：「

長
期
安
定
成
長」

>
」

の
た
めi

賃
金
源
貴
、の
節
約
：•
.安
定
を
志
向
す
る
大
企
業
が
、，
低 

ハ
賃
金
銮
盤
め
強
化
を
進
め
よ
う
：と
し
で
き
て
：

s

る
こ

ど
:̂

考
え
：れ
ば
广
こ
办
問
題
の
讀
要
性
ぼ
暴
に
お
い
て
も
決
し
て
軽
減
す
る
も
の
で
は
な 

■い
：で
も
ろ
.う
：？
:•
.,
:
:':
-
' 

- 

:

.

■-
.
 

へ
',
，
:
靡 

.

.

.

.

:

V
 

..
 

.

.

,

■

.
 

•

'

■ 

■ 

■

.以
上
の
諸
問
題
を
考
え
る
な
，ら
ば
、

.

：平
均
實
金
で
把
え
ち
れ
た''
:「

企
業
規
模
別
賃
金
格.差
デ
を
あ
れ
だ
：け
と
り
だ
じ
、
大
企
業
労
働
者
と
中
小

.
 

. 

.
 

.
 

.
 

•
 
.
 

•.
 

...
 

..

企
業
労
働
者
と
を
对
立
电
し
め
つ
：つ

>
 

こ
の

.

‘「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差

J
.

A
J

企
業
規
模

'

別
附
加
価
値
生.

産

性

格

差

と

が

照

応

し

、.て

い

る

と

い

う

と

.

.

'

.
•

 

,
 

.

 

.

.

.

.

.

.

.

こ
.

ろ
に
、
究
明
す
べ
き
主
題
の
対
象
を
見
出
ずこ

と
"に
は
大
き
な
問
題
があ

る

表

い

おね
ぼ
な
:̂
:
'な
い
。''
: ■

レ

.

- 

.

最
近̂

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差

1

め
：論

議

に

お
、
^

古

的

優

位

性
.

を

享

受

：し

て

：

^

る

ご

と

が

明

ら

か
^

ざ

れ

て.

き

た
.

と
^ :

れ

ば

、
ソ

賃

金

問

題

あ

^

で
ま
：

$

目
す
べ̂

 

の
よ
う
■な
優
位
性 

を
も
っ
た
独
占
的
大
企
業
に
私
い
で

'

 

——

.

し
が
- ^

こ

の

夫

企

業

の

堯

展

過

程

に

封

い

セ

^

象

技

处

で

低

貧

金

-の

勞

饊

者

が

広

汎

に

利

用

さ

れ

て

.

い
：る
と
い
：

$

事

実

ガ

あ

る
.

0

:::

ン
.'
'

ノ

.

:

■

.

'

.

?

.

.

ソ
\

:-
.

''
'
: 

r

r

?.' 

■

-

'
'

.

■
 -

.
' 

-
 

-
 

.
 

-
 

.

 

.

..
■
.

 

.

、

.

：

.
■
.
.

■

-
 

ノ

まゝ
た
、ト
本
稿
で
は
、

.,
'

大
企
業
自
体)

に
：お
い
て
各
種
办
低
賃
金
労
働
者
が
成
汎
贮
存
祛
す
る
：と
い
：う
* :

実

を

指

摘

：す

る

¥
 

.
こ

れ

ら
の
労
働
者
は
：
い
ず
拕
¥

労
酿
市
場
一
にお

い

そ

中

小
'*

.零
細
企
業
勞
鎌
者
と
密
接
な
競
争
関
係
^ :

鉍

る

办

で

お

石

。
，
し

だ

が

っ
て
、
.
つ'

ぎ
に

:
解
明
し
« :

计

れ

ば

が

&

な
い

の

は
力
を̂

が
，
企
桊
内
ゆ
お'
い
.
て
ぼ
.
臨
時
エ
.
、.
.
社
外
エ
、
女
子
労
働
者':
若
年
労
働
者
等
め
：低
賃
金
を
直
接
利
用

'
 

-
 

(

注
1

)

す
る
と
と
も.

に
、-:

:

1

的
に
：は
卞
請
中
小
企
業
の
低
賃
金
労

«

を
利
用
し.

て
^ :

る
と
^ ^

ヶ

閨

係

を

立

：味

的

に

明

^

か(

に

す

る

^

つ
ま 

り
、「

技
術
：革
新」

(

に
と
も
な
デ
大
企
業
の
発
展
過
程
に
：

.

お
1 >
‘

て
，

大

企

業

吃

よ

象

接

的'

•

間
接
：

g

馨

賃

金

.労
働
利
用
の
全
櫞
遙
が
い
か
に

.

「

企
業
規
徵
別
貴
金
格
差J

.

論

に

が

ん

す

.る

若

干

の

疑

点

 

'
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兰
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六
六
ー
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)

.



「
再
編
：r

M
化
き
れ
て
か
っ
ゼ
ゆ
が
'̂
い

と

め

問

題

の

■
激
が
.す

，
參

托

灰

ベ

^

で

に
考
察
を
製
造
ェ
暴
期
み
众
紋̂
全
產
業
に
東
で̂

大
^̂
へ̂

於

崗

ガ

觉̂

^

、̂

^
 

しr

そ

こ

に

.
お

八 

で
低
賃
金
の
必
然
化
す
る
メ
力
二
ズ
.ム

が

明

ら

か

に

さ

れ

.
る

必

要

が

あ

ろ

ぅ

。

■■
'
;さ
ら
^
:ま
た
、'、
太
企
業
内
.に
お
い
そ
、
_

賃
泰
で
雇
用
の
不
免
定
な
臨
_

*
.ェ
.の
一
部

* 

\ 

. 

.

の

労

働

者

：
の

相

対

的

に

#

い
賃
金
を
許
す
基
鳐
と
.

る̂
¥
と

も

；
に
：
、
：

"労
働
著
炔
統
.
|
'
^

'
'
も

ぁ

る

。

大

企

»

の- :「

_
身
雇
用
制」

-̂
い
：
わ.れ
る
も
の
^
、
決
し
て
大
企
業
の
労
働
者
全
.#
:
:
'
^
あ
て
は
ま
る
も
0
で

ば

な

い

し

.、

\
男
子
.戳
員
、

.
男
子
本
ェ
-̂
::-
1終
身
雇
用J 

.的
な
者
に
々
い
て
*K

ち

.
で
あ
る
。
.ぃ
低
賃
金
で
不
安
定
雇
用
の
臨
曝
ェ
；、
社
外
卫
フ
女
子
、
あ
.る
い
：は
中
小
侮
篆
労
働
審
o
広
汎
な
存
在
を
背
景
と
し
て
、
胄
チ
職
員
铲
本 

ェ

が

現

企

業

：
.へ

0
定

着
'
従

属

を

強

め

：
ざ

旮

を

得

な

い

0
で

あ

っ

奪

は

か

：
か

る

関

係
.の
も
と
^
ぅ

み
^

^
れ
た
産
物
に
ほ
が
な
^
な
い
：。
.

ぅ̂

し

：
た

事
«
は
：大
企
業
の
男
子
職
員
•
男
子
本
ェ
を
中
5
と
し
て
砠
%
さ

,

:

.

.

.

.

. 

• 

- 

• 

. 

-

れ
た
大
企
業
0
ン「

企
業
別
組
合
じ
'の

性

格

を

，
も

規

定

し

.て

：
い

を

こ

：
と

は

1>
-
5;
ま

せ

ぢ̂

歧

^

'

':
'
一.
 

•
 

.
ノ

.
'
.
:;
;
.

.
-.
'
..
.
:
.'
.
.
- 

.

■
'.
.
.■
■.

.'

.
 

:
 

. 」
'
■-
■
■
.
'
-■
■.
-
■
.

.

■

.

 

：
■

.

.
太

企

業

：
の
.男

子

職

員

)

，
男

：子

本

ェ
.の
中
.•へ
高
年
層
に
お
い
て
、
.、中
小
企
業
ぬ
く
ら
べ
.：相
雜
的
6

冋

賃

金

が

支

払

：わ

れ

る

と

い

>.j

の

ょ
ぅ
な
大
企
業
の
.労
働
者
に
対
す
る
；強
固
な
差
別
支
配
の
も
と
で
の
男
子
職
員
.
本
ェ
の
意
識
の
.歪

み

、
，
現

企

業

へ

の

定

着

..従

属

、
.
大

企

業

労

ノ
働

組

合

の

性

格

と
.い

ト

し.と

と

の

関

速

で

考

え

る

.
こ

と

が

不

可

欠

で

あ

る

0

:
:::
:

'

.

一

 

：
へ

 

.

-
 

-
 

*
 

.
 

...

L
.
か
も
、
男
子
職
員
.

男
子
本
ェ
と
い
わ
れ
る
も
€>
:
'の
中
に
も
、.
.重

役

.
理
事
を
は
じ
め
ー
と
し
た
高
級
管
理
職
員
、
各
種
の
現
湯
監

督

.
，
職
制

等
、
.労
働
者
階
級
と
区
別
す
ベ
t:
層
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
し
、：
そ
れ
以
外
に
お
い
：て
も
、
種
々
の
階
層
が
■あ
る
：：の
で
'あ
'る
か
ら
、V

か
か
る
階
層
別
.

•

-

;

区
分
を
明
確
に
し
づ
つ

、

大
企
業
のT

平
均
賃
金」

：.の
相
対
的
高
さ
の
内
容
と
意
味
を
考
え
て
\̂
<:
.必
要
が
お
ろ
ぅ
。

.
:ア
:
.
:

.

以
上
の
ご
と
き
諸
観
点
を
全
く
ぬ
き
に
：し
'て
、：
平
均
賢
金
.に

ぉ

け

る「

企
業
規
模
別
.賃
金
格
差」

を
そ
れ
.だ
け
と
.り
あ
げ
、

大
企
業
労
働
者

(

相
対
的
高
賃
金)

と
中
小
企
業
労
働
者
' (

相
対
的
低
賃
金)

：
と
.を
き
わ
め
て
安
漏
に
対
比
し
、：
そ
の
資
本
側
の
要
因
と
し
て
、
融
資
集
中
や
独
占
段

階
の
市
場
構
造
等
が
提
起
さ
れ
る
の
で
は
、
.い
わ
•ゆ
：る

.

「

ニ
童
構
造j

の
特
徴
.
矛
盾
に
対
す
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は

■あ
^:
り

に

も

填

純

化

さ

れ

て

し

. 

.

 

.

 

.

.

.

.

.

.

-

 
•

 

•

 

•

 

'

 

-

ま
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

：

.

.
'
.

' 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

: 

• 

•
'
' 

• 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-
.
.
.
.
.

今
後
、
以
上
で
.指
摘
し
た
諸
問
題
を
考
察
し
，て
い
く
こ
と
に
ょ
っ
て
、
こ
う
し
た
諸
問
題
の
分
析
を
ふ

ま

え

たう
え
で
ル
ひ
か
わ「

企
業
規
模 

別
賃
金
格
差」

論
が
正
し
い
位
置
を
し
ー
め
る
こ
と
が
で
き
：る
.で
あ
.ろ
.う
こ
と
を
.明
ら
.か
ゼ
1>

て
バ
き
ヒ
いo 
, 

, >

' 

-

. 

' 

:

.
I;
.

(

注
1)

中
小
企
業
努
働
者
に
つ
い
.て
は
、
別
稿
•
弁
村
喜
代
子
'「

労
嫩j 

(

経
済
分
析
研
究
会
願
>
0农
経
済
分
析
入
門』

‘仮
題
、：
所
収)

の

第

五

節

で

若

干
 

論
及
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
.
。
.

.

.

：
：
.

ベ

• 

- ノ 

. 

• 

: 

.

■

'

.

.

.

: 
' 

.
(

未

完

)

.

「

企
業
規
模
別
賃
金
格
差
.T

:

論

に

か

.
ん

す

る

若

干

の

疑

点
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